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(57)【要約】
　本発明は通信の分野に関し、詳細には、物理ランダム
・アクセス・チャネル（PRACH）リソースを構成するた
めの方法、物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH
）リソース構成を取得するための方法、基地局、および
ユーザ機器に関する。物理ランダム・アクセス・チャネ
ル（PRACH）リソースを構成するための方法は、基地局
により、サポートされるカバレッジ拡張レベルおよび該
カバレッジ拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成
するステップと、ユーザ機器が対応するPRACHリソース
を取得し、取得したPRACHリソース上でプリアンブルを
送信するよう、基地局により、カバレッジ拡張レベルに
ついて構成されたPRACHリソースのリソースインデック
スおよび／またはリソース構成情報をユーザ機器に送信
するステップと、を含む。したがって、カバレッジ拡張
モードで動作するユーザ機器のためにPRACHリソースを
構成することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソースを構成するための方法であって
、
　基地局により、サポートされるカバレッジ拡張レベルおよび該カバレッジ拡張レベルに
対応するPRACHリソースを構成するステップと、
　ユーザ機器が前記対応するPRACHリソースを取得し、取得した前記PRACHリソース上でプ
リアンブル（preamble）を送信するよう、前記基地局により、前記カバレッジ拡張レベル
について構成された前記PRACHリソースのリソースインデックスおよび／またはリソース
構成情報を前記ユーザ機器へ送信するステップと、
　を含む、物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソースを構成するための方法
。
【請求項２】
　サポートされるカバレッジ拡張レベルおよび各カバレッジ拡張レベルに対応するPRACH
リソースを構成するときに、前記基地局は、
　前記基地局によって現在サポートされているカバレッジ拡張レベルおよび該カバレッジ
拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成し、または、
　前記基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベルおよび該カバレッジ
拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成し、前記基地局によって現在サポートされて
いるカバレッジ拡張レベルを指示する、請求項1に記載の物理ランダム・アクセス・チャ
ネル（PRACH）リソースを構成するための方法。
【請求項３】
　前記PRACHリソースは、時間領域リソースを含み、
　前記時間領域リソースのリソース構成情報は、プリアンブル（preamble）フォーマット
、プリアンブルの拡張送信機会の密度、ある密度での拡張送信のためのプリアンブルの送
信機会、またはプリアンブルの拡張送信ごとの反復回数、のうちの少なくとも1つを含み
、
　前記リソースが前記時間領域リソースを含むときに、前記基地局は、1つまたは複数の
カバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのリソースインデックスを前
記ユーザ機器へ送信し、各インデックスは、1つの時間領域リソースのリソース構成情報
に対応する、請求項1または2に記載の物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソ
ースを構成するための方法。
【請求項４】
　前記プリアンブルの前記拡張送信機会の前記密度および前記密度での前記プリアンブル
の前記拡張送信機会を構成するときに、前記基地局は、前記プリアンブルの拡張送信のた
めの無線フレーム周期および各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために
用いられる開始無線フレーム番号リストをさらに構成し、それにより、前記基地局によっ
て前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記時間領域リソースの前記リソースイ
ンデックスを受信した後で、前記ユーザ機器は、前記プリアンブルの前記拡張送信のため
の前記無線フレーム周期および各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するため
に用いられる開始無線フレーム番号を問い合わせて、前記プリアンブルの前記拡張送信の
ための前記無線フレーム周期および前記開始無線フレーム番号を決定し、前記無線フレー
ム周期および前記開始無線フレーム番号は、前記リソースインデックスに対応する、請求
項3に記載の物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソースを構成するための方法
。
【請求項５】
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記基地局は、各
無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる開始無線フレーム番
号リストをさらに構成し、前記無線フレーム番号リストのうち、無線フレーム番号の最大
値を含む、リスト内の2つの無線フレーム番号ごとの間のフレームの個数は、前記プリア
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ンブルを連続して送信するために用いられる無線フレームの個数を指示し、それにより、
前記基地局によって前記カバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのす
べてのリソースインデックスを受信した後で、前記ユーザ機器は、前記リソースインデッ
クスに従って、各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる開
始無線フレーム番号の前記最大値を含む前記無線フレーム番号リストを問い合わせて、前
記プリアンブルを連続して送信するために用いられる無線フレームの前記個数を決定し、
または、
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記基地局は、各
無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる開始フレーム番号リ
ストおよび各開始フレーム後に前記プリアンブルを連続して送信するために用いられる無
線フレームの個数をさらに構成し、それにより、前記基地局によって前記カバレッジ拡張
レベルについて構成された前記時間領域リソースの前記リソースインデックスを受信した
後で、前記ユーザ機器は、各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用
いられる前記開始フレーム番号リストおよび各開始フレーム後に前記プリアンブルを連続
して送信するために用いられる無線フレームの前記個数を問い合わせ、前記リストおよび
前記個数は、前記リソースインデックスに対応する、請求項3または4に記載の物理ランダ
ム・アクセス・チャネル（PRACH）リソースを構成するための方法。
【請求項６】
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記基地局は、サ
ブフレーム番号の個数またはサブフレーム番号をさらに構成し、前記サブフレーム番号は
、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられ、各無線フレーム
において前記プリアンブルを送信するために用いられる前記サブフレーム番号は、非カバ
レッジ拡張レベルの使用について構成されたリソース構成と同じであるか、または異なり
、
　それにより、前記基地局によって前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記時
間領域リソースの前記リソースインデックスを受信した後で、前記ユーザ機器は、サブフ
レーム番号の前記個数または前記サブフレーム番号を問い合わせ、前記サブフレーム番号
は、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられ、前記個数また
は前記サブフレーム番号は、前記リソースインデックスに対応し、または、
　それにより、前記基地局によって前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記時
間領域リソースの前記リソースインデックスを受信した後で、前記ユーザ機器は、各無線
フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられるサブフレーム番号のうち
、前記リソースインデックスに対応する前記個数を問い合わせ、前記基地局によって前記
非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構成されたリソースインデックスを受信した
後で、前記ユーザ機器は、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用
いられ、かつ前記非カバレッジ拡張レベルの前記リソースについて構成された前記リソー
スインデックスに対応するサブフレーム番号を問い合わせる、請求項5に記載の物理ラン
ダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソースを構成するための方法。
【請求項７】
　サポートされるカバレッジ拡張レベルおよび各カバレッジ拡張レベルに対応するPRACH
リソースを構成するときに、前記基地局は、
　異なるカバレッジ拡張レベルについて同じプリアンブル（preamble）フォーマットを構
成し、または
　異なるカバレッジ拡張レベルについてそれぞれ異なるプリアンブル（preamble）フォー
マットを構成する、請求項3から6のいずれか一項に記載の物理ランダム・アクセス・チャ
ネル（PRACH）リソースを構成するための方法。
【請求項８】
　前記PRACHリソースは、周波数領域リソースを含み、
　前記周波数領域リソースの構成情報は、周波数オフセット値を含み、
　前記周波数オフセット値は、各カバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のた
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めの、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置のオフセットを指示し、または、
前記周波数オフセット値は、前記基地局によってサポートされる異なるカバレッジ拡張レ
ベルでのプリアンブルの拡張送信のための周波数領域周波数分離を指示し、
　前記リソースが前記周波数領域リソースを含むときに、前記基地局は、前記カバレッジ
拡張レベルについて構成された前記周波数オフセット値を前記ユーザ機器へ送信する、請
求項1から7のいずれか一項に記載の物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソー
スを構成するための方法。
【請求項９】
　前記基地局は、前記基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベルでの
プリアンブルの拡張送信のための、前記搬送波周波数帯域の前記開始位置に対する、開始
位置の同じオフセットを指示するために、異なるカバレッジ拡張レベルについて同じ周波
数オフセット値を構成し、または、
　前記基地局は、各カバレッジ拡張レベルと前の隣接するカバレッジ拡張レベルとの間の
同じ周波数分離を指示するために、異なるカバレッジ拡張レベルについて同じ周波数オフ
セット値を構成し、または、
　前記基地局は、複数の異なる周波数オフセット値を構成し、各周波数オフセット値は、
あるカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、前記搬送波周波数帯域
の前記開始位置に対する、開始位置の周波数オフセットを指示するために用いられる、請
求項8に記載の物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソースを構成するための方
法。
【請求項１０】
　前記PRACHリソースは、符号語リソースをさらに含み、
　前記符号語リソースの構成情報は、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアン
ブルの総数、グループAに対応するプリアンブルの個数、またはルート系列のうちの少な
くとも1つを含み、
　前記リソースが前記符号語リソースを含むときに、前記基地局は、カバレッジ拡張レベ
ルごとに構成された前記符号語リソースの前記構成情報を前記ユーザ機器へ送信し、
　それにより、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの前記総数、前記
グループAに対応するプリアンブルの前記個数、および前記ルート系列を含む前記符号語
リソースの前記構成情報を受信したときに、前記ユーザ機器は、前記カバレッジ拡張レベ
ルについて構成された符号語情報を用いて、前記プリアンブルの拡張送信のための符号語
を獲得し、または、
　それにより、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの前記総数、前記
グループAに対応するプリアンブルの前記個数、または前記ルート系列のうちの一部だけ
を含む前記符号語リソースの前記リソース構成情報を受信したときに、前記ユーザ機器は
、前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記符号語リソースの前記構成情報、お
よび非カバレッジ拡張レベルの前記リソースについて構成された、前記カバレッジ拡張レ
ベルについて構成された前記符号語リソースの前記構成情報に欠けている符号語リソース
の構成情報を用いて、前記プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得し、または、
　それにより、前記ユーザ機器が前記符号語リソースの前記構成情報を受信しないときに
、前記ユーザ機器は、非カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成
情報を用いて、前記プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得する、請求項3から9の
いずれか一項に記載の物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソースを構成する
ための方法。
【請求項１１】
　物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソース構成を取得するための方法であ
って、
　ユーザ機器により、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成されたPRACHリ
ソースのリソースインデックスおよび／またはリソース構成情報を受信するステップと、
　前記ユーザ機器により、受信した前記リソースインデックスおよび／またはリソース構
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成情報に従って、対応するPRACHリソースを取得し、取得した前記PRACHリソース上でプリ
アンブル（preamble）を送信するステップと、
　を含む、物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソース構成を取得するための
方法。
【請求項１２】
　前記PRACHリソースは、時間領域リソースを含み、
　前記時間領域リソースのリソース構成情報は、プリアンブル（preamble）フォーマット
、プリアンブルの拡張送信機会の密度、ある密度での拡張送信のためのプリアンブルの送
信機会、またはプリアンブルの拡張送信ごとの反復回数、のうちの少なくとも1つを含み
、
　前記リソースが前記時間領域リソースを含むときに、前記ユーザ機器は、前記基地局に
よって1つまたは複数のカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのリ
ソースインデックスを受信し、各インデックスは、1つの時間領域リソースのリソース構
成情報に対応する、請求項11に記載の物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソ
ース構成を取得するための方法。
【請求項１３】
　前記プリアンブルの前記拡張送信機会の前記密度および前記密度での前記プリアンブル
の前記拡張送信機会を構成するときに、前記基地局は、前記プリアンブルの拡張送信のた
めの無線フレーム周期および各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために
用いられる開始無線フレーム番号リストをさらに構成し、それにより、前記基地局によっ
て前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記時間領域リソースの前記リソースイ
ンデックスを受信した後で、前記ユーザ機器は、前記プリアンブルの前記拡張送信のため
の前記無線フレーム周期および各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するため
に用いられる開始無線フレーム番号を問い合わせて、前記プリアンブルの前記拡張送信の
ための前記無線フレーム周期および前記無線フレーム番号を決定し、前記無線フレーム周
期および前記開始無線フレーム番号は、前記リソースインデックスに対応する、請求項12
に記載の物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソース構成を取得するための方
法。
【請求項１４】
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記基地局は、各
無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる開始無線フレーム番
号リストをさらに構成し、前記無線フレーム番号リストのうち、無線フレーム番号の最大
値を含む、リスト内の2つの無線フレーム番号ごとの間のフレームの個数は、前記プリア
ンブルを連続して送信するために用いられる無線フレームの個数を指示し、それにより、
前記基地局によって前記カバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのす
べてのリソースインデックスを受信した後で、前記ユーザ機器は、前記リソースインデッ
クスに従って、各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる開
始無線フレーム番号の前記最大値を含む前記無線フレーム番号リストを問い合わせて、前
記プリアンブルを連続して送信するために用いられる無線フレームの前記個数を決定し、
または、
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記基地局は、各
無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる開始フレーム番号リ
ストおよび各開始フレーム後に前記プリアンブルを連続して送信するために用いられる無
線フレームの個数をさらに構成し、それにより、前記基地局によって前記カバレッジ拡張
レベルについて構成された前記時間領域リソースの前記リソースインデックスを受信した
後で、前記ユーザ機器は、各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用
いられる前記開始フレーム番号リストおよび各開始フレーム後に前記プリアンブルを連続
して送信するために用いられる無線フレームの前記個数を問い合わせ、前記リストおよび
前記個数は、前記リソースインデックスに対応する、請求項12または13に記載の物理ラン
ダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソースを構成するための方法。
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【請求項１５】
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記基地局は、サ
ブフレーム番号の個数またはサブフレーム番号をさらに構成し、前記サブフレーム番号は
、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられ、各無線フレーム
において前記プリアンブルを送信するために用いられる前記サブフレーム番号は、非カバ
レッジ拡張レベルの使用について構成されたリソース構成と同じであるか、または異なり
、
　それにより、前記基地局によって前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記時
間領域リソースの前記リソースインデックスを受信した後で、前記ユーザ機器は、サブフ
レーム番号の前記個数または前記サブフレーム番号を問い合わせ、前記サブフレーム番号
は、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられ、前記個数また
は前記サブフレーム番号は、前記リソースインデックスに対応し、または、
　それにより、前記基地局によって前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記時
間領域リソースの前記リソースインデックスを受信した後で、前記ユーザ機器は、各無線
フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられるサブフレーム番号のうち
、前記リソースインデックスに対応する前記個数を問い合わせ、前記基地局によって前記
非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構成されたリソースインデックスを受信した
後で、前記ユーザ機器は、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用
いられ、かつ前記非カバレッジ拡張レベルの前記リソースについて構成された前記リソー
スインデックスに対応するサブフレーム番号を問い合わせる、請求項14に記載の物理ラン
ダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソース構成を取得するための方法。
【請求項１６】
　前記PRACHリソースは、周波数領域リソースを含み、
　前記周波数領域リソースは、周波数オフセット値を含み、
　前記周波数オフセット値は、各カバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のた
めの、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置のオフセットを指示し、または、
前記周波数オフセット値は、前記基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張
レベルでのプリアンブルの拡張送信のための周波数領域周波数分離を指示し、
　前記リソースが前記周波数領域リソースを含むときに、前記ユーザ機器は、前記基地局
によって前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記周波数オフセット値を受信す
る、請求項11から15のいずれか一項に記載の物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH
）リソース構成を取得するための方法。
【請求項１７】
　前記ユーザ機器は、前記基地局によって異なるカバレッジ拡張レベルについて構成され
た同じ周波数オフセット値を受信し、前記同じ周波数オフセット値を、前記基地局によっ
てサポートされる前記すべてのカバレッジ拡張レベルでの前記プリアンブルの前記拡張送
信のための、前記搬送波周波数帯域の前記開始位置に対する、開始位置のオフセットとし
て用いて、前記基地局によってサポートされる前記すべてのカバレッジ拡張レベルでの前
記プリアンブルの前記拡張送信のための開始周波数位置を獲得し、または、
　前記ユーザ機器は、前記基地局によって異なるカバレッジ拡張レベルについて構成され
た同じ周波数オフセット値を受信し、前記同じ周波数オフセット値を、前記基地局によっ
てサポートされる前記すべてのカバレッジ拡張レベルでの前記プリアンブルの前記拡張送
信のための開始位置間の周波数分離として用いて、前記基地局によってサポートされる前
記すべてのカバレッジ拡張レベルでの前記プリアンブルの前記拡張送信のための開始周波
数位置を獲得し、または、
　前記ユーザ機器は、前記基地局によってカバレッジ拡張レベルごとに構成された周波数
オフセット値を受信し、カバレッジ拡張レベルごとの前記周波数オフセット値を、対応す
るカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、前記搬送波周波数帯域の
前記開始位置に対する、開始位置のオフセットとして用いて、前記対応するカバレッジ拡
張レベルでの前記プリアンブルの前記拡張送信のための開始周波数位置を獲得する、請求
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項16に記載の物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソース構成を取得するため
の方法。
【請求項１８】
　前記PRACHリソースは、符号語リソースをさらに含み、
　前記符号語リソースの構成情報は、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアン
ブルの総数、グループAに対応するプリアンブルの個数、またはルート系列のうちの少な
くとも1つを含み、
　前記リソースが前記符号語リソースを含むときに、前記ユーザ機器は、前記基地局によ
ってカバレッジ拡張レベルごとに構成された前記符号語リソースの前記構成情報を受信す
る、請求項12から17のいずれか一項に記載の物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH
）リソース構成を取得するための方法。
【請求項１９】
　カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの前記総数、前記グループAに
対応するプリアンブルの前記個数、および前記ルート系列を含む前記符号語リソースの前
記構成情報を受信したときに、前記ユーザ機器は、前記カバレッジ拡張レベルについて構
成された符号語情報を用いて、前記プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得し、ま
たは、
　カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの前記総数、前記グループAに
対応するプリアンブルの前記個数、または前記ルート系列のうちの一部だけを含む前記符
号語リソースの前記リソース構成情報を受信したときに、前記ユーザ機器は、前記カバレ
ッジ拡張レベルについて構成された前記符号語リソースの前記構成情報、および非カバレ
ッジ拡張レベルの前記リソースについて構成された、前記カバレッジ拡張レベルについて
構成された前記符号語リソースの前記構成情報に欠けている符号語リソースの構成情報を
用いて、前記プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得し、または、
　前記ユーザ機器が前記符号語リソースの前記構成情報を受信しないときに、前記ユーザ
機器は、非カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報を用いて
、前記プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得する、請求項18に記載の物理ランダ
ム・アクセス・チャネル（PRACH）リソース構成を取得するための方法。
【請求項２０】
　サポートされるカバレッジ拡張レベルおよび該カバレッジ拡張レベルに対応するPRACH
リソースを構成するように構成された、構成モジュールと、
　ユーザ機器が前記対応するPRACHリソースを取得し、取得した前記PRACHリソース上でプ
リアンブル（preamble）を送信するよう、前記カバレッジ拡張レベルについて構成された
前記PRACHリソースのリソースインデックスおよび／またはリソース構成情報を前記ユー
ザ機器へ送信するように構成された、送信モジュールと、
　を含む、基地局。
【請求項２１】
　前記構成モジュールは、
　前記基地局によって現在サポートされているカバレッジ拡張レベルおよび該カバレッジ
拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成し、または、
　前記基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベルおよび該カバレッジ
拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成し、前記基地局によって現在サポートされて
いるカバレッジ拡張レベルを指示する
　ようにさらに構成されている、請求項20に記載の基地局。
【請求項２２】
　前記構成モジュールによって構成された前記PRACHリソースは、時間領域リソースを含
み、
　前記時間領域リソースのリソース構成情報は、プリアンブル（preamble）フォーマット
、プリアンブルの拡張送信機会の密度、ある密度での拡張送信のためのプリアンブルの送
信機会、またはプリアンブルの拡張送信ごとの反復回数、のうちの少なくとも1つを含み
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、
　前記リソースが前記時間領域リソースを含むときに、前記送信モジュールは、1つまた
は複数のカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのリソースインデッ
クスを前記ユーザ機器へ送信するようにさらに構成されており、各インデックスは、1つ
の時間領域リソースのリソース構成情報に対応する、請求項20または21に記載の基地局。
【請求項２３】
　前記プリアンブルの前記拡張送信機会の前記密度および前記密度での前記プリアンブル
の前記拡張送信機会を構成するときに、前記構成モジュールは、前記プリアンブルの拡張
送信のための無線フレーム周期および各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信す
るために用いられる開始無線フレーム番号リストをさらに構成し、それにより、前記基地
局によって前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記時間領域リソースの前記リ
ソースインデックスを受信した後で、前記ユーザ機器は、前記プリアンブルの前記拡張送
信のための前記無線フレーム周期および各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信
するために用いられる開始無線フレーム番号を問い合わせて、前記プリアンブルの前記拡
張送信のための前記無線フレーム周期および前記無線フレーム番号を決定し、前記無線フ
レーム周期および前記開始無線フレーム番号は、前記リソースインデックスに対応する、
請求項22に記載の基地局。
【請求項２４】
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記構成モジュー
ルは、各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる開始無線フ
レーム番号リストをさらに構成し、前記無線フレーム番号リストのうち、無線フレーム番
号の最大値を含む、リスト内の2つの無線フレーム番号ごとの間のフレームの個数は、前
記プリアンブルを連続して送信するために用いられる無線フレームの個数を指示し、それ
により、前記基地局によって前記カバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソ
ースのすべてのリソースインデックスを受信した後で、前記ユーザ機器は、前記リソース
インデックスに従って、各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用い
られる開始無線フレーム番号の前記最大値を含む前記無線フレーム番号リストを問い合わ
せて、前記プリアンブルを連続して送信するために用いられる無線フレームの前記個数を
決定し、または、
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記構成モジュー
ルは、各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる開始フレー
ム番号リストおよび各開始フレーム後に前記プリアンブルを連続して送信するために用い
られる無線フレームの個数をさらに構成し、それにより、前記基地局によって前記カバレ
ッジ拡張レベルについて構成された前記時間領域リソースの前記リソースインデックスを
受信した後で、前記ユーザ機器は、各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信する
ために用いられる前記開始フレーム番号リストおよび各開始フレーム後に前記プリアンブ
ルを連続して送信するために用いられる無線フレームの前記個数を問い合わせ、前記リス
トおよび前記個数は、前記リソースインデックスに対応する、請求項22または23に記載の
基地局。
【請求項２５】
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記構成モジュー
ルは、サブフレーム番号の個数またはサブフレーム番号をさらに構成し、前記サブフレー
ム番号は、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられ、各無線
フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられる前記サブフレーム番号は
、非カバレッジ拡張レベルの使用について構成されたリソース構成と同じであるか、また
は異なり、
　それにより、前記基地局によって前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記時
間領域リソースの前記リソースインデックスを受信した後で、前記ユーザ機器は、サブフ
レーム番号の前記個数または前記サブフレーム番号を問い合わせ、前記サブフレーム番号
は、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられ、前記個数また
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は前記サブフレーム番号は、前記リソースインデックスに対応し、または、
　それにより、前記基地局によって前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記時
間領域リソースの前記リソースインデックスを受信した後で、前記ユーザ機器は、各無線
フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられるサブフレーム番号のうち
、前記リソースインデックスに対応する前記個数を問い合わせ、前記基地局によって前記
非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構成されたリソースインデックスを受信した
後で、前記ユーザ機器は、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用
いられ、かつ前記非カバレッジ拡張レベルの前記リソースについて構成された前記リソー
スインデックスに対応するサブフレーム番号を問い合わせる、請求項24に記載の基地局。
【請求項２６】
　サポートされるカバレッジ拡張レベルおよび各カバレッジ拡張レベルに対応するPRACH
リソースを構成するときに、前記構成モジュールは、
　異なるカバレッジ拡張レベルについて同じプリアンブル（preamble）フォーマットを構
成し、または
　異なるカバレッジ拡張レベルについてそれぞれ異なるプリアンブル（preamble）フォー
マットを構成する、請求項22から25のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項２７】
　前記構成モジュールによって構成された前記PRACHリソースは、周波数領域リソースを
含み、
　前記周波数領域リソースの構成情報は、周波数オフセット値を含み、
　前記周波数オフセット値は、各カバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のた
めの、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置のオフセットを指示し、または、
前記周波数オフセット値は、前記基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張
レベルでのプリアンブルの拡張送信のための周波数領域周波数分離を指示し、
　前記リソースが前記周波数領域リソースを含むときに、前記基地局は、カバレッジ拡張
レベルごとに構成された周波数オフセット値を前記ユーザ機器へ送信する、請求項20から
26のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項２８】
　前記構成モジュールは、前記基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レ
ベルでのプリアンブルの拡張送信のための、前記搬送波周波数帯域の前記開始位置に対す
る、開始位置の同じオフセットを指示するために、異なるカバレッジ拡張レベルについて
同じ周波数オフセット値を構成し、または、
　前記構成モジュールは、各カバレッジ拡張レベルと前の隣接するカバレッジ拡張レベル
との間の同じ周波数分離を指示するために、異なるカバレッジ拡張レベルについて同じ周
波数オフセット値を構成し、または、
　前記構成モジュールは、複数の異なる周波数オフセット値を構成し、各周波数オフセッ
ト値は、あるカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、前記搬送波周
波数帯域の前記開始位置に対する、開始位置の周波数オフセットを指示するために用いら
れる、請求項27に記載の基地局。
【請求項２９】
　前記構成モジュールによって構成された前記PRACHリソースは、符号語リソースをさら
に含み、
　前記構成モジュールによって構成された前記符号語リソースの構成情報は、カバレッジ
拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの総数、グループAに対応するプリアンブル
の個数、またはルート系列のうちの少なくとも1つを含み、
　前記リソースが前記符号語リソースを含むときに、前記送信モジュールは、カバレッジ
拡張レベルごとに構成された前記符号語リソースの前記構成情報を前記ユーザ機器へ送信
し、
　それにより、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの前記総数、前記
グループAに対応するプリアンブルの前記個数、および前記ルート系列を含む前記符号語
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リソースの前記構成情報を受信したときに、前記ユーザ機器は、前記カバレッジ拡張レベ
ルについて構成された符号語情報を用いて、前記プリアンブルの拡張送信のための符号語
を獲得し、または、
　それにより、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの前記総数、前記
グループAに対応するプリアンブルの前記個数、または前記ルート系列のうちの一部だけ
を含む前記符号語リソースの前記リソース構成情報を受信したときに、前記ユーザ機器は
、前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記符号語リソースの前記構成情報、お
よび非カバレッジ拡張レベルの前記リソースについて構成された、前記カバレッジ拡張レ
ベルについて構成された前記符号語リソースの前記構成情報に欠けている符号語リソース
の構成情報を用いて、前記プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得し、または、
　それにより、前記ユーザ機器が前記符号語リソースの前記構成情報を受信しないときに
、前記ユーザ機器は、非カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成
情報を用いて、前記プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得する、請求項22から28
のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項３０】
　基地局であって、
　メモリと、プロセッサと、送信装置とを含み、
　前記プロセッサは、前記メモリに記憶されたプログラムを呼び出して、前記基地局によ
ってサポートされるカバレッジ拡張レベルおよび該カバレッジ拡張レベルに対応するPRAC
Hリソースを構成し、
　前記送信装置は、ユーザ機器が前記対応するPRACHリソースを取得し、取得した前記PRA
CHリソース上でプリアンブル（preamble）を送信するよう、前記プロセッサによって前記
カバレッジ拡張レベルについて構成された前記PRACHリソースのリソースインデックスお
よび／またはリソース構成情報を前記ユーザ機器へ送信するように構成されている、基地
局。
【請求項３１】
　前記プロセッサは、
　前記基地局によって現在サポートされているカバレッジ拡張レベルおよび該カバレッジ
拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成し、または、
　前記基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベルおよび該カバレッジ
拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成し、前記基地局によって現在サポートされて
いるカバレッジ拡張レベルを指示する
　ようにさらに構成されている、請求項30に記載の基地局。
【請求項３２】
　前記プロセッサによって構成された前記PRACHリソースは、時間領域リソースを含み、
　前記時間領域リソースのリソース構成情報は、プリアンブル（preamble）フォーマット
、プリアンブルの拡張送信機会の密度、ある密度での拡張送信のためのプリアンブルの送
信機会、またはプリアンブルの拡張送信ごとの反復回数、のうちの少なくとも1つを含み
、
　前記リソースが前記時間領域リソースを含むときに、前記送信装置は、1つまたは複数
のカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのリソースインデックスを
前記ユーザ機器へ送信するようにさらに構成されており、各インデックスは、1つの時間
領域リソースのリソース構成情報に対応する、請求項30または31に記載の基地局。
【請求項３３】
　前記プリアンブルの前記拡張送信機会の前記密度および前記密度での前記プリアンブル
の前記拡張送信機会を構成するときに、前記プロセッサは、前記プリアンブルの拡張送信
のための無線フレーム周期および各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するた
めに用いられる開始無線フレーム番号リストをさらに構成し、それにより、前記基地局に
よって前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記時間領域リソースの前記リソー
スインデックスを受信した後で、前記ユーザ機器は、前記プリアンブルの前記拡張送信の
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ための前記無線フレーム周期および各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信する
ために用いられる開始無線フレーム番号を問い合わせて、前記プリアンブルの前記拡張送
信のための前記無線フレーム周期および前記無線フレーム番号を決定し、前記無線フレー
ム周期および前記開始無線フレーム番号は、前記リソースインデックスに対応する、請求
項32に記載の基地局。
【請求項３４】
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記プロセッサは
、各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる開始無線フレー
ム番号リストをさらに構成し、前記無線フレーム番号リストのうち、無線フレーム番号の
最大値を含む、リスト内の2つの無線フレーム番号ごとの間のフレームの個数は、前記プ
リアンブルを連続して送信するために用いられる無線フレームの個数を指示し、それによ
り、前記基地局によって前記カバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソース
のすべてのリソースインデックスを受信した後で、前記ユーザ機器は、前記リソースイン
デックスに従って、各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられ
る開始無線フレーム番号の前記最大値を含む前記無線フレーム番号リストを問い合わせて
、前記プリアンブルを連続して送信するために用いられる無線フレームの前記個数を決定
し、または、
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記プロセッサは
、各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる開始フレーム番
号リストおよび各開始フレーム後に前記プリアンブルを連続して送信するために用いられ
る無線フレームの個数を特に構成し、それにより、前記基地局によって前記カバレッジ拡
張レベルについて構成された前記時間領域リソースの前記リソースインデックスを受信し
た後で、前記ユーザ機器は、各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために
用いられる前記開始フレーム番号リストおよび各開始フレーム後に前記プリアンブルを連
続して送信するために用いられる無線フレームの前記個数を問い合わせ、前記リストおよ
び前記個数は、前記リソースインデックスに対応する、請求項32または33に記載の基地局
。
【請求項３５】
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記プロセッサは
、サブフレーム番号の個数またはサブフレーム番号をさらに構成し、前記サブフレーム番
号は、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられ、各無線フレ
ームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられる前記サブフレーム番号は、非
カバレッジ拡張レベルの使用について構成されたリソース構成と同じであるか、または異
なり、
　それにより、前記基地局によって前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記時
間領域リソースの前記リソースインデックスを受信した後で、前記ユーザ機器は、サブフ
レーム番号の前記個数または前記サブフレーム番号を問い合わせ、前記サブフレーム番号
は、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられ、前記個数また
は前記サブフレーム番号は、前記リソースインデックスに対応し、または、
　それにより、前記基地局によって前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記時
間領域リソースの前記リソースインデックスを受信した後で、前記ユーザ機器は、各無線
フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられるサブフレーム番号のうち
、前記リソースインデックスに対応する前記個数を問い合わせ、前記基地局によって前記
非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構成されたリソースインデックスを受信した
後で、前記ユーザ機器は、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用
いられ、かつ前記非カバレッジ拡張レベルの前記リソースについて構成された前記リソー
スインデックスに対応するサブフレーム番号を問い合わせる、請求項34に記載の基地局。
【請求項３６】
　サポートされるカバレッジ拡張レベルおよび各カバレッジ拡張レベルに対応するPRACH
リソースを構成するときに、前記プロセッサは、
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　異なるカバレッジ拡張レベルについて同じプリアンブル（preamble）フォーマットを構
成し、または
　異なるカバレッジ拡張レベルについてそれぞれ異なるプリアンブル（preamble）フォー
マットを構成する、請求項32から35のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項３７】
　前記プロセッサによって構成された前記PRACHリソースは、周波数領域リソースを含み
、
　前記周波数領域リソースの構成情報は、周波数オフセット値を含み、
　前記周波数オフセット値は、各カバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のた
めの、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置のオフセットを指示し、または、
前記周波数オフセット値は、前記基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張
レベルでのプリアンブルの拡張送信のための周波数領域周波数分離を指示し、
　前記リソースが前記周波数領域リソースを含むときに、前記送信装置は、カバレッジ拡
張レベルごとに構成された周波数オフセット値を前記ユーザ機器へ送信するようにさらに
構成されている、請求項30から36のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項３８】
　前記プロセッサは、前記基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベル
でのプリアンブルの拡張送信のための、前記搬送波周波数帯域の前記開始位置に対する、
開始位置の同じオフセットを指示するために、異なるカバレッジ拡張レベルについて同じ
周波数オフセット値を構成し、または、
　前記プロセッサは、各カバレッジ拡張レベルと前の隣接するカバレッジ拡張レベルとの
間の同じ周波数分離を指示するために、異なるカバレッジ拡張レベルについて同じ周波数
オフセット値を構成し、または、
　前記プロセッサは、複数の異なる周波数オフセット値を構成し、各周波数オフセット値
は、あるカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、前記搬送波周波数
帯域の前記開始位置に対する、開始位置の周波数オフセットを指示するために用いられる
、請求項37に記載の基地局。
【請求項３９】
　前記プロセッサによって構成された前記PRACHリソースは、符号語リソースをさらに含
み、
　前記プロセッサによって構成された前記符号語リソースの構成情報は、カバレッジ拡張
レベルごとに構成された、プリアンブルの総数、グループAに対応するプリアンブルの個
数、またはルート系列のうちの少なくとも1つを含み、
　前記リソースが前記符号語リソースを含むときに、前記送信装置は、カバレッジ拡張レ
ベルごとに構成された前記符号語リソースの前記構成情報を前記ユーザ機器へ送信するよ
うにさらに構成されており、
　それにより、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの前記総数、前記
グループAに対応するプリアンブルの前記個数、および前記ルート系列を含む前記符号語
リソースの前記構成情報を受信したときに、前記ユーザ機器は、前記カバレッジ拡張レベ
ルについて構成された符号語情報を用いて、前記プリアンブルの拡張送信のための符号語
を獲得し、または、
　それにより、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの前記総数、前記
グループAに対応するプリアンブルの前記個数、または前記ルート系列のうちの一部だけ
を含む前記符号語リソースの前記リソース構成情報を受信したときに、前記ユーザ機器は
、前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記符号語リソースの前記構成情報、お
よび非カバレッジ拡張レベルの前記リソースについて構成された、前記カバレッジ拡張レ
ベルについて構成された前記符号語リソースの前記構成情報に欠けている符号語リソース
の構成情報を用いて、前記プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得し、または、
　それにより、前記ユーザ機器が前記符号語リソースの前記構成情報を受信しないときに
、前記ユーザ機器は、非カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成
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情報を用いて、前記プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得する、請求項32から38
のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項４０】
　基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成されたPRACHリソースのリソースイ
ンデックスおよび／またはリソース構成情報を受信するように構成された、受信モジュー
ルと、
　前記受信モジュールによって受信された前記リソースインデックスおよび／またはリソ
ース構成情報に従って、対応するPRACHリソースを取得し、取得した前記PRACHリソース上
でプリアンブル（preamble）を送信するように構成された、処理モジュールと、
　を含む、ユーザ機器。
【請求項４１】
　前記PRACHリソースは、時間領域リソースを含み、
　前記時間領域リソースのリソース構成情報は、プリアンブル（preamble）フォーマット
、プリアンブルの拡張送信機会の密度、ある密度での拡張送信のためのプリアンブルの送
信機会、またはプリアンブルの拡張送信ごとの反復回数、のうちの少なくとも1つを含み
、
　前記リソースが前記時間領域リソースを含むときに、前記受信モジュールは、前記基地
局によって1つまたは複数のカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソース
のリソースインデックスを受信するようにさらに構成されており、各インデックスは、1
つの時間領域リソースのリソース構成情報に対応する、請求項40に記載のユーザ機器。
【請求項４２】
　前記プリアンブルの前記拡張送信機会の前記密度および前記密度での前記プリアンブル
の前記拡張送信機会を構成するときに、前記基地局は、前記プリアンブルの拡張送信のた
めの無線フレーム周期および各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために
用いられる開始無線フレーム番号リストをさらに構成し、
　前記処理モジュールは、前記受信モジュールが前記基地局によって前記カバレッジ拡張
レベルについて構成された前記時間領域リソースの前記リソースインデックスを受信した
後で、前記プリアンブルの前記拡張送信のための前記無線フレーム周期および各無線フレ
ーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる開始無線フレーム番号を問い
合わせて、前記プリアンブルの前記拡張送信のための前記無線フレーム周期および前記無
線フレーム番号を決定するようにさらに構成されており、前記無線フレーム周期および前
記開始無線フレーム番号は、前記リソースインデックスに対応する、請求項41に記載のユ
ーザ機器。
【請求項４３】
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記基地局は、各
無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる開始無線フレーム番
号リストをさらに構成し、前記無線フレーム番号リストのうち、無線フレーム番号の最大
値を含む、リスト内の2つの無線フレーム番号ごとの間のフレームの個数は、前記プリア
ンブルを連続して送信するために用いられる無線フレームの個数を指示し、前記処理モジ
ュールは、前記受信モジュールが前記基地局によって前記カバレッジ拡張レベルについて
構成された時間領域リソースのすべてのリソースインデックスを受信した後で、前記リソ
ースインデックスに従って、各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために
用いられる開始無線フレーム番号の最大値を含む無線フレーム番号リストを問い合わせて
、前記プリアンブルを連続して送信するために用いられる無線フレームの前記個数を決定
するようにさらに構成されており、または、
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記基地局は、各
無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる開始フレーム番号リ
ストおよび各開始フレーム後に前記プリアンブルを連続して送信するために用いられる無
線フレームの個数をさらに構成し、前記処理モジュールは、前記受信モジュールが前記基
地局によって前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記時間領域リソースの前記
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リソースインデックスを受信した後で、各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信
するために用いられる前記開始フレーム番号リストおよび各開始フレーム後に前記プリア
ンブルを連続して送信するために用いられる無線フレームの前記個数を問い合わせるよう
にさらに構成されており、前記リストおよび前記個数は、前記リソースインデックスに対
応する、請求項41または42に記載のユーザ機器。
【請求項４４】
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記基地局は、サ
ブフレーム番号の個数またはサブフレーム番号をさらに構成し、前記サブフレーム番号は
、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられ、各無線フレーム
において前記プリアンブルを送信するために用いられる前記サブフレーム番号は、非カバ
レッジ拡張レベルの使用について構成されたリソース構成と同じであるか、または異なり
、
　前記処理モジュールは、前記受信モジュールが前記基地局によって前記カバレッジ拡張
レベルについて構成された前記時間領域リソースの前記リソースインデックスを受信した
後で、サブフレーム番号の前記個数または前記サブフレーム番号を問い合わせるようにさ
らに構成されており、前記サブフレーム番号は、各無線フレームにおいて前記プリアンブ
ルを送信するために用いられ、前記個数または前記サブフレーム番号は、前記リソースイ
ンデックスに対応し、または、
　前記処理モジュールは、前記受信モジュールが前記基地局によって前記カバレッジ拡張
レベルについて構成された前記時間領域リソースの前記リソースインデックスを受信した
後で、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられるサブフレー
ム番号のうち、前記リソースインデックスに対応する前記個数を問い合わせ、前記受信モ
ジュールが前記基地局によって前記非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構成され
たリソースインデックスを受信した後で、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送
信するために用いられ、かつ前記非カバレッジ拡張レベルの前記リソースについて構成さ
れた前記リソースインデックスに対応するサブフレーム番号を問い合わせるようにさらに
構成されている、請求項43に記載のユーザ機器。
【請求項４５】
　前記PRACHリソースは、周波数領域リソースを含み、
　前記周波数領域リソースは、周波数オフセット値を含み、
　前記周波数オフセット値は、各カバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のた
めの、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置のオフセットを指示し、または、
前記周波数オフセット値は、前記基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張
レベルでのプリアンブルの拡張送信のための周波数領域周波数分離を指示し、
　前記リソースが前記周波数領域リソースを含むときに、前記受信モジュールは、前記基
地局によって前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記周波数オフセット値を受
信するようにさらに構成されている、請求項40から44のいずれか一項に記載のユーザ機器
。
【請求項４６】
　前記受信モジュールは、前記基地局によって異なるカバレッジ拡張レベルについて構成
された同じ周波数オフセット値を受信するようにさらに構成されており、前記処理モジュ
ールは、前記同じ周波数オフセット値を、前記基地局によってサポートされる前記すべて
のカバレッジ拡張レベルでの前記プリアンブルの前記拡張送信のための、前記搬送波周波
数帯域の前記開始位置に対する、開始位置のオフセットとして用いて、前記基地局によっ
てサポートされる前記すべてのカバレッジ拡張レベルでの前記プリアンブルの前記拡張送
信のための開始周波数位置を獲得するようにさらに構成されており、または、
　前記受信モジュールは、前記基地局によって異なるカバレッジ拡張レベルについて構成
された同じ周波数オフセット値を受信するようにさらに構成されており、前記処理モジュ
ールは、前記同じ周波数オフセット値を、前記基地局によってサポートされる前記すべて
のカバレッジ拡張レベルでの前記プリアンブルの前記拡張送信のための開始位置間の周波
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数分離として用いて、前記基地局によってサポートされる前記すべてのカバレッジ拡張レ
ベルでの前記プリアンブルの前記拡張送信のための開始周波数位置を獲得するようにさら
に構成されており、または、
　前記受信モジュールは、前記基地局によってカバレッジ拡張レベルごとに構成された周
波数オフセット値を受信するようにさらに構成されており、前記処理モジュールは、カバ
レッジ拡張レベルごとの前記周波数オフセット値を、対応するカバレッジ拡張レベルでの
プリアンブルの拡張送信のための、前記搬送波周波数帯域の前記開始位置に対する、開始
位置のオフセットとして用いて、前記対応するカバレッジ拡張レベルでの前記プリアンブ
ルの前記拡張送信のための開始周波数位置を獲得するようにさらに構成されている、請求
項45に記載のユーザ機器。
【請求項４７】
　前記PRACHリソースは、符号語リソースをさらに含み、
　前記符号語リソースの構成情報は、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアン
ブルの総数、グループAに対応するプリアンブルの個数、またはルート系列のうちの少な
くとも1つを含み、
　前記リソースが前記符号語リソースを含むときに、前記受信モジュールは、前記基地局
によってカバレッジ拡張レベルごとに構成された前記符号語リソースの前記構成情報を受
信するようにさらに構成されている、請求項41から46のいずれか一項に記載のユーザ機器
。
【請求項４８】
　前記処理モジュールは、前記受信モジュールが、カバレッジ拡張レベルごとに構成され
た、プリアンブルの前記総数、前記グループAに対応するプリアンブルの前記個数、およ
び前記ルート系列を含む前記符号語リソースの前記構成情報を受信したときに、前記カバ
レッジ拡張レベルについて構成された符号語情報を用いて、前記プリアンブルの拡張送信
のための符号語を獲得するようにさらに構成されており、または、
　前記処理モジュールは、前記受信モジュールが、カバレッジ拡張レベルごとに構成され
た、プリアンブルの前記総数、前記グループAに対応するプリアンブルの前記個数、また
は前記ルート系列のうちの一部だけを含む前記符号語リソースの前記リソース構成情報を
受信したときに、前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記符号語リソースの前
記構成情報、および非カバレッジ拡張レベルの前記リソースについて構成された、前記カ
バレッジ拡張レベルについて構成された前記符号語リソースの前記構成情報に欠けている
符号語リソースの構成情報を用いて、前記プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得
するようにさらに構成されており、または、
　前記処理モジュールは、前記受信モジュールが前記符号語リソースの前記構成情報を受
信しないときに、非カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報
を用いて、前記プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得するようにさらに構成され
ている、請求項47に記載のユーザ機器。
【請求項４９】
　ユーザ機器であって、
　メモリと、プロセッサと、受信装置とを含み、
　前記受信装置は、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成されたPRACHリソ
ースのリソースインデックスおよび／またはリソース構成情報を受信するように構成され
ており、
　前記プロセッサは、前記メモリに記憶されたプログラムを実行して、前記受信装置によ
って受信された前記リソースインデックスおよび／またはリソース構成情報に従って、対
応するPRACHリソースを取得し、取得した前記PRACHリソース上でプリアンブル（preamble
）を送信するように構成されている、ユーザ機器。
【請求項５０】
　前記PRACHリソースは、時間領域リソースを含み、
　前記時間領域リソースのリソース構成情報は、プリアンブル（preamble）フォーマット
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、プリアンブルの拡張送信機会の密度、ある密度での拡張送信のためのプリアンブルの送
信機会、またはプリアンブルの拡張送信ごとの反復回数、のうちの少なくとも1つを含み
、
　前記リソースが前記時間領域リソースを含むときに、前記受信装置は、前記基地局によ
って1つまたは複数のカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのリソ
ースインデックスを受信するようにさらに構成されており、各インデックスは、1つの時
間領域リソースのリソース構成情報に対応する、請求項49に記載のユーザ機器。
【請求項５１】
　前記プリアンブルの前記拡張送信機会の前記密度および前記密度での前記プリアンブル
の前記拡張送信機会を構成するときに、前記基地局は、前記プリアンブルの拡張送信のた
めの無線フレーム周期および各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために
用いられる開始無線フレーム番号リストをさらに構成し、
　前記プロセッサは、前記受信装置が前記基地局によって前記カバレッジ拡張レベルにつ
いて構成された前記時間領域リソースの前記リソースインデックスを受信した後で、前記
プリアンブルの前記拡張送信のための前記無線フレーム周期および各無線フレーム周期内
に前記プリアンブルを送信するために用いられる開始無線フレーム番号を問い合わせて、
前記プリアンブルの前記拡張送信のための前記無線フレーム周期および前記無線フレーム
番号を決定するようにさらに構成されており、前記無線フレーム周期および前記開始無線
フレーム番号は、前記リソースインデックスに対応する、請求項50に記載のユーザ機器。
【請求項５２】
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記基地局は、各
無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる開始無線フレーム番
号リストをさらに構成し、前記無線フレーム番号リストのうち、無線フレーム番号の最大
値を含む、リスト内の2つの無線フレーム番号ごとの間のフレームの個数は、前記プリア
ンブルを連続して送信するために用いられる無線フレームの個数を指示し、前記プロセッ
サは、前記受信装置が前記基地局によって前記カバレッジ拡張レベルについて構成された
時間領域リソースのすべてのリソースインデックスを受信した後で、前記リソースインデ
ックスに従って、各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる
開始無線フレーム番号の最大値を含む無線フレーム番号リストを問い合わせて、前記プリ
アンブルを連続して送信するために用いられる無線フレームの前記個数を決定するように
さらに構成されており、または、
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記基地局は、各
無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる開始フレーム番号リ
ストおよび各開始フレーム後に前記プリアンブルを連続して送信するために用いられる無
線フレームの個数をさらに構成し、前記プロセッサは、前記受信装置が前記基地局によっ
て前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記時間領域リソースの前記リソースイ
ンデックスを受信した後で、各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために
用いられる前記開始フレーム番号リストおよび各開始フレーム後に前記プリアンブルを連
続して送信するために用いられる無線フレームの前記個数を問い合わせるようにさらに構
成されており、前記リストおよび前記個数は、前記リソースインデックスに対応する、請
求項50または51に記載のユーザ機器。
【請求項５３】
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記基地局は、サ
ブフレーム番号の個数またはサブフレーム番号をさらに構成し、前記サブフレーム番号は
、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられ、各無線フレーム
において前記プリアンブルを送信するために用いられる前記サブフレーム番号は、非カバ
レッジ拡張レベルの使用について構成されたリソース構成と同じであるか、または異なり
、
　前記プロセッサは、前記受信装置が前記基地局によって前記カバレッジ拡張レベルにつ
いて構成された前記時間領域リソースの前記リソースインデックスを受信した後で、サブ
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フレーム番号の前記個数または前記サブフレーム番号を問い合わせるようにさらに構成さ
れており、前記サブフレーム番号は、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送信す
るために用いられ、前記個数または前記サブフレーム番号は、前記リソースインデックス
に対応し、または、
　前記プロセッサは、前記受信装置が前記基地局によって前記カバレッジ拡張レベルにつ
いて構成された前記時間領域リソースの前記リソースインデックスを受信した後で、各無
線フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられるサブフレーム番号のう
ち、前記リソースインデックスに対応する前記個数を問い合わせ、前記受信装置が前記基
地局によって前記非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構成されたリソースインデ
ックスを受信した後で、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用い
られ、かつ前記非カバレッジ拡張レベルの前記リソースについて構成された前記リソース
インデックスに対応するサブフレーム番号を問い合わせるようにさらに構成されている、
請求項53に記載のユーザ機器。
【請求項５４】
　前記PRACHリソースは、周波数領域リソースを含み、
　前記周波数領域リソースは、周波数オフセット値を含み、
　前記周波数オフセット値は、各カバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のた
めの、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置のオフセットを指示し、または、
前記周波数オフセット値は、前記基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張
レベルでのプリアンブルの拡張送信のための周波数領域周波数分離を指示し、
　前記リソースが前記周波数領域リソースを含むときに、前記受信装置は、前記基地局に
よって前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記周波数オフセット値を受信する
ようにさらに構成されている、請求項49から53のいずれか一項に記載のユーザ機器。
【請求項５５】
　前記受信装置は、前記基地局によって異なるカバレッジ拡張レベルについて構成された
同じ周波数オフセット値を受信するようにさらに構成されており、前記プロセッサは、前
記同じ周波数オフセット値を、前記基地局によってサポートされる前記すべてのカバレッ
ジ拡張レベルでの前記プリアンブルの前記拡張送信のための、前記搬送波周波数帯域の前
記開始位置に対する、開始位置のオフセットとして用いて、前記基地局によってサポート
される前記すべてのカバレッジ拡張レベルでの前記プリアンブルの前記拡張送信のための
開始周波数位置を獲得するようにさらに構成されており、または、
　前記受信装置は、前記基地局によって異なるカバレッジ拡張レベルについて構成された
同じ周波数オフセット値を受信するようにさらに構成されており、前記プロセッサは、前
記同じ周波数オフセット値を、前記基地局によってサポートされる前記すべてのカバレッ
ジ拡張レベルでの前記プリアンブルの前記拡張送信のための開始位置間の周波数分離とし
て用いて、前記基地局によってサポートされる前記すべてのカバレッジ拡張レベルでの前
記プリアンブルの前記拡張送信のための開始周波数位置を獲得するようにさらに構成され
ており、または、
　前記受信装置は、前記基地局によってカバレッジ拡張レベルごとに構成された周波数オ
フセット値を受信するようにさらに構成されており、前記プロセッサは、カバレッジ拡張
レベルごとの前記周波数オフセット値を、対応するカバレッジ拡張レベルでのプリアンブ
ルの拡張送信のための、前記搬送波周波数帯域の前記開始位置に対する、開始位置のオフ
セットとして用いて、前記対応するカバレッジ拡張レベルでの前記プリアンブルの前記拡
張送信のための開始周波数位置を獲得するようにさらに構成されている、請求項54に記載
のユーザ機器。
【請求項５６】
　前記PRACHリソースは、符号語リソースをさらに含み、
　前記符号語リソースの構成情報は、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアン
ブルの総数、グループAに対応するプリアンブルの個数、またはルート系列のうちの少な
くとも1つを含み、



(18) JP 2017-506479 A 2017.3.2

10

20

30

40

50

　前記リソースが前記符号語リソースを含むときに、前記受信装置は、前記基地局によっ
てカバレッジ拡張レベルごとに構成された前記符号語リソースの前記構成情報を受信する
ようにさらに構成されている、請求項50から55のいずれか一項に記載のユーザ機器。
【請求項５７】
　前記プロセッサは、前記受信装置が、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリア
ンブルの前記総数、前記グループAに対応するプリアンブルの前記個数、および前記ルー
ト系列を含む前記符号語リソースの前記構成情報を受信したときに、前記カバレッジ拡張
レベルについて構成された符号語情報を用いて、前記プリアンブルの拡張送信のための符
号語を獲得するようにさらに構成されており、または、
　前記プロセッサは、前記受信装置が、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリア
ンブルの前記総数、前記グループAに対応するプリアンブルの前記個数、または前記ルー
ト系列のうちの一部だけを含む前記符号語リソースの前記リソース構成情報を受信したと
きに、前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記符号語リソースの前記構成情報
、および非カバレッジ拡張レベルの前記リソースについて構成された、前記カバレッジ拡
張レベルについて構成された前記符号語リソースの前記構成情報に欠けている符号語リソ
ースの構成情報を用いて、前記プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得するように
さらに構成されており、または、
　前記プロセッサは、前記受信装置が前記符号語リソースの前記構成情報を受信しないと
きに、非カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報を用いて、
前記プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得するようにさらに構成されている、請
求項56に記載のユーザ機器。
【請求項５８】
　プログラムを記憶することができ、前記プログラムが実行されるときに、請求項1から1
0のいずれか一項に記載の方法の一部または全部のステップを含むことができる、コンピ
ュータ記憶媒体。
【請求項５９】
　プログラムを記憶することができ、前記プログラムが実行されるときに、請求項11から
19のいずれか一項に記載の方法の一部または全部のステップを含むことができる、コンピ
ュータ記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信の分野に関し、詳細には、物理ランダム・アクセス・チャネル（PR
ACH）リソースを構成するための方法、物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソ
ース構成を取得するための方法、基地局、およびユーザ機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　セルの実際のカバレッジエリアは、搬送波周波数、端末の受信機性能などを含む様々な
要因によって決定される。セル計画時には、一方では、搬送波周波数が考慮に入れられ、
他方では、ネットワークがチャネル環境および端末の受信機性能と組み合わせて配置され
る。例えば、ある構築済みのネットワークまたは構築が準備され、計画されているネット
ワーク上では、大多数のユーザ端末のラージスケールフェージング特徴が類似しており、
その場合、それら大多数の端末はある搬送波の伝送距離範囲内でサービスを受けることが
でき、すなわち、セルはこれらの端末が位置する距離以内をカバーすることができる。し
かし、やはりそのセルのカバレッジエリア内の距離以内に少数の端末が存在するが、フェ
ージング特徴が大多数の端末のフェージング特徴と比較的大きく異なる場合には、これら
の端末への到達時の信号の受信電力が特に小さく、これらの端末は受信機の感度の下で通
信を行うことができない。例えば、地階に位置する端末は、地上に位置する端末よりも10
dBから20dB低い信号受信エネルギーまたは信号受信電力を有する。セルの物理的カバレッ
ジエリア内に位置するこれらの端末が、外部要因によって厳しい信号フェージングが生じ
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る場合に、どのようにして基地局との正常な通信を引き続き実施することができるよう保
証すべきかが、本発明の発明者らの目下の研究課題である。
【０００３】
　この課題の目下の研究状況は、厳しいフェージング環境に位置するこれらの端末にカバ
レッジ拡張技術が用いられ、それにより、これらの端末がカバレッジ拡張モードで動作す
る、というものである。大まかにいうと、用いられるカバレッジ拡張技術においては、デ
ータが複数の送信時間間隔（Transmission Time Interval、TTI）内に繰り返し送信され
、受信機は複数のコピーを受信し、それらを組み合わせることができ、それによって検出
性能が改善される。当然ながら、カバレッジ拡張モードで動作するユーザ機器のための物
理ランダム・アクセス・チャネル（Physical Random Access Channel、PRACH）リソース
をどのようにして構成すべきかを解決することが急務である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　このことを考慮して、本発明は、物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソー
スを構成するための方法、物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソース構成を
取得するための方法、基地局、およびユーザ機器を提供し、したがって、カバレッジ拡張
モードで動作するユーザ機器のためにPRACHリソースを構成することができる。
【０００５】
　本発明の第1の態様は、物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソースを構成す
るための方法を提供し、本方法は、
　基地局が、サポートされるカバレッジ拡張レベルおよびそのカバレッジ拡張レベルに対
応するPRACHリソースを構成するステップと、
　基地局が、カバレッジ拡張レベルについて構成されたPRACHリソースのリソースインデ
ックスおよび／またはリソース構成情報をユーザ機器へ送信し、それにより、ユーザ機器
が対応するPRACHリソースを取得し、取得したPRACHリソース上でプリアンブル（preamble
）を送信する、ステップと、
　を含むことができる。
【０００６】
　第1の態様に関連して、第1の実行可能な実施態様において、サポートされるカバレッジ
拡張レベルおよび各カバレッジ拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成するときに、
基地局は、基地局によって現在サポートされているカバレッジ拡張レベルおよびそのカバ
レッジ拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成し、または、基地局によってサポート
されるすべてのカバレッジ拡張レベルおよびそれらのカバレッジ拡張レベルに対応するPR
ACHリソースを構成し、基地局によって現在サポートされているカバレッジ拡張レベルを
指示する。
【０００７】
　第1の態様または第1の態様の第1の実行可能な実施態様に関連して、第2の実行可能な実
施態様において、PRACHリソースは時間領域リソースを含み、時間領域リソースのリソー
ス構成情報は、プリアンブル（preamble）フォーマット、プリアンブルの拡張送信機会の
密度、ある密度での拡張送信のためのプリアンブルの送信機会、またはプリアンブルの拡
張送信ごとの反復回数、のうちの少なくとも1つを含み、
　リソースが時間領域リソースを含むときに、基地局は、1つまたは複数のカバレッジ拡
張レベルについて構成された時間領域リソースのリソースインデックスをユーザ機器へ送
信し、各インデックスは1つの時間領域リソースのリソース構成情報に対応する。
【０００８】
　第1の態様の第2の実行可能な実施態様に関連して、第3の実行可能な実施態様において
、プリアンブルの拡張送信機会の密度および当該密度でのプリアンブルの拡張送信機会を
構成するときに、基地局は、プリアンブルの拡張送信のための無線フレーム周期および各
無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号リス



(20) JP 2017-506479 A 2017.3.2

10

20

30

40

50

トを特に構成し、それにより、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された
時間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、プリアンブル
の拡張送信のための無線フレーム周期および開始無線フレーム番号を決定するために、プ
リアンブルの拡張送信のための無線フレーム周期および各無線フレーム周期内にプリアン
ブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号を問い合わせ、無線フレーム周期お
よび開始無線フレーム番号はリソースインデックスに対応する。
【０００９】
　第1の態様の第2または第3の実行可能な実施態様に関連して、第4の実行可能な実施態様
において、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、基地局は、各無線
フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号リストを
特に構成し、無線フレーム番号リストのうち、無線フレーム番号の最大値を含む、リスト
内の2つの無線フレーム番号ごとの間のフレームの個数は、プリアンブルを連続して送信
するのに用いられる無線フレームの個数を指示し、それにより、基地局によってカバレッ
ジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのすべてのリソースインデックスを受
信した後で、ユーザ機器は、プリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレー
ムの個数を決定するために、リソースインデックスに従って、各無線フレーム周期内にプ
リアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号の最大値を含む無線フレーム
番号リストを問い合わせ、または、
　プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、基地局は、各無線フレーム
周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始フレーム番号リストおよび各開始フ
レーム後にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個数を特に構
成し、それにより、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リ
ソースのリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、各無線フレーム周期内に
プリアンブルを送信するのに用いられる開始フレーム番号リストおよび各開始フレーム後
にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個数を問い合わせ、リ
ストおよび個数はリソースインデックスに対応する。
【００１０】
　第1の態様の第4の実行可能な実施態様に関連して、第5の実行可能な実施態様において
、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、基地局は、サブフレーム番
号の個数またはサブフレーム番号をさらに構成し、サブフレーム番号は各無線フレームに
おいてプリアンブルを送信するのに用いられ、各無線フレームにおいてプリアンブルを送
信するのに用いられるサブフレーム番号は、非カバレッジ拡張レベルの使用について構成
されたリソース構成と同じであるか、または異なり、
　それにより、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソー
スのリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、サブフレーム番号の個数また
はサブフレーム番号を問い合わせ、サブフレーム番号は各無線フレームにおいてプリアン
ブルを送信するのに用いられ、個数またはサブフレーム番号はリソースインデックスに対
応し、または、
　それにより、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソー
スのリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、各無線フレームにおいてプリ
アンブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号のうち、リソースインデックスに対
応する個数を問い合わせ、基地局によって非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構
成されたリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、各無線フレームにおいて
プリアンブルを送信するのに用いられ、かつ非カバレッジ拡張レベルのリソースについて
構成されたリソースインデックスに対応するサブフレーム番号を問い合わせる。
【００１１】
　第1の態様の第2の実行可能な実施態様から第5の実行可能な実施態様のいずれか1つに関
連して、第6の実行可能な実施態様において、サポートされるカバレッジ拡張レベルおよ
び各カバレッジ拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成するときに、基地局は、異な
るカバレッジ拡張レベルについて同じプリアンブル（preamble）フォーマットを構成し、
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または異なるカバレッジ拡張レベルについてそれぞれ異なるプリアンブル（preamble）フ
ォーマットを構成する。
【００１２】
　第1の態様から第1の態様の第6の実行可能な実施態様のいずれか1つに関連して、第7の
実行可能な実施態様において、PRACHリソースは周波数領域リソースを含み、周波数領域
リソースの構成情報は周波数オフセット値を含み、周波数オフセット値は、各カバレッジ
拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位置に対する
、開始位置のオフセットを指示し、または、周波数オフセット値は、基地局によってサポ
ートされる異なるカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための周波数領域
周波数分離を指示し、
　リソースが周波数領域リソースを含むときに、基地局は、カバレッジ拡張レベルについ
て構成された周波数オフセット値をユーザ機器へ送信する。
【００１３】
　第1の態様の第7の実行可能な実施態様のいずれか1つに関連して、第8の実行可能な実施
態様において、基地局は、基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベル
でのプリアンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置
の同じオフセットを指示するために、異なるカバレッジ拡張レベルについて同じ周波数オ
フセット値を構成し、または、
　基地局は、各カバレッジ拡張レベルと前の隣接するカバレッジ拡張レベルとの間の同じ
周波数分離を指示するために、異なるカバレッジ拡張レベルについて同じ周波数オフセッ
ト値を構成し、または、
　基地局は複数の異なる周波数オフセット値を構成し、各周波数オフセット値は、あるカ
バレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位置
に対する、開始位置の周波数オフセットを指示するのに用いられる。
【００１４】
　第1の態様の第2の実行可能な実施態様から第8の実行可能な実施態様のいずれか1つに関
連して、第9の実行可能な実施態様において、PRACHリソースは符号語リソースをさらに含
み、
　符号語リソースの構成情報は、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブル
の総数、グループAに対応するプリアンブルの個数、またはルート系列のうちの少なくと
も1つを含み、
　リソースが符号語リソースを含むときに、基地局は、カバレッジ拡張レベルごとに構成
された符号語リソースの構成情報をユーザ機器へ送信し、
　それにより、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの総数、グループ
Aに対応するプリアンブルの個数、およびルート系列を含む符号語リソースの構成情報を
受信したときに、ユーザ機器は、カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語情報を
用いて、プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得し、または、
　それにより、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの総数、グループ
Aに対応するプリアンブルの個数、またはルート系列のうちの一部だけを含む符号語リソ
ースのリソース構成情報を受信したときに、ユーザ機器は、カバレッジ拡張レベルについ
て構成された符号語リソースの構成情報、および非カバレッジ拡張レベルのリソースにつ
いて構成された、カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報に
欠けている符号語リソースの構成情報を用いて、プリアンブルの拡張送信のための符号語
を獲得し、または、
　それにより、ユーザ機器が符号語リソースの構成情報を受信しないときに、ユーザ機器
は、非カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報を用いて、プ
リアンブルの拡張送信のための符号語を獲得する。
【００１５】
　本発明の第2の態様は、物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソース構成を取
得するための方法を提供し、本方法は、
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　ユーザ機器が、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成されたPRACHリソー
スのリソースインデックスおよび／またはリソース構成情報を受信するステップと、
　ユーザ機器が、受信したリソースインデックスおよび／またはリソース構成情報に従っ
て対応するPRACHリソースを取得し、取得したPRACHリソース上でプリアンブル（preamble
）を送信するステップと、
　を含むことができる。
【００１６】
　第2の態様に関連して、第1の実行可能な実施態様において、PRACHリソースは時間領域
リソースを含み、時間領域リソースのリソース構成情報は、プリアンブル（preamble）フ
ォーマット、プリアンブルの拡張送信機会の密度、ある密度での拡張送信のためのプリア
ンブルの送信機会、またはプリアンブルの拡張送信ごとの反復回数、のうちの少なくとも
1つを含み、
　リソースが時間領域リソースを含むときに、ユーザ機器は、基地局によって1つまたは
複数のカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのリソースインデック
スを受信し、各インデックスは1つの時間領域リソースのリソース構成情報に対応する。
【００１７】
　第2の態様の第1の実行可能な実施態様に関連して、第2の実行可能な実施態様において
、プリアンブルの拡張送信機会の密度および当該密度でのプリアンブルの拡張送信機会を
構成するときに、基地局は、プリアンブルの拡張送信のための無線フレーム周期および各
無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号リス
トを特に構成し、それにより、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された
時間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、プリアンブル
の拡張送信のための無線フレーム周期および各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信
するのに用いられる開始無線フレーム番号を決定するために、プリアンブルの拡張送信の
ための無線フレーム周期および無線フレーム番号を問い合わせ、無線フレーム周期および
開始無線フレーム番号はリソースインデックスに対応する。
【００１８】
　第2の態様の第1または第2の実行可能な実施態様に関連して、第3の実行可能な実施態様
において、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、基地局は、各無線
フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号リストを
特に構成し、無線フレーム番号リストのうち、無線フレーム番号の最大値を含む、リスト
内の2つの無線フレーム番号ごとの間のフレームの個数は、プリアンブルを連続して送信
するのに用いられる無線フレームの個数を指示し、それにより、基地局によってカバレッ
ジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのすべてのリソースインデックスを受
信した後で、ユーザ機器は、プリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレー
ムの個数を決定するために、リソースインデックスに従って、各無線フレーム周期内にプ
リアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号の最大値を含む無線フレーム
番号リストを問い合わせ、または、
　プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、基地局は、各無線フレーム
周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始フレーム番号リストおよび各開始フ
レーム後にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個数を特に構
成し、それにより、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リ
ソースのリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、各無線フレーム周期内に
プリアンブルを送信するのに用いられる開始フレーム番号リストおよび各開始フレーム後
にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個数を問い合わせ、リ
ストおよび個数はリソースインデックスに対応する。
【００１９】
　第2の態様の第3の実行可能な実施態様に関連して、第4の実行可能な実施態様において
、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、基地局は、サブフレーム番
号の個数またはサブフレーム番号をさらに構成し、サブフレーム番号は各無線フレームに
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おいてプリアンブルを送信するのに用いられ、各無線フレームにおいてプリアンブルを送
信するのに用いられるサブフレーム番号は、非カバレッジ拡張レベルの使用について構成
されたリソース構成と同じであるか、または異なり、
　それにより、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソー
スのリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、サブフレーム番号の個数また
はサブフレーム番号を問い合わせ、サブフレーム番号は各無線フレームにおいてプリアン
ブルを送信するのに用いられ、個数またはサブフレーム番号はリソースインデックスに対
応し、または、
　それにより、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソー
スのリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、各無線フレームにおいてプリ
アンブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号のうち、リソースインデックスに対
応する個数を問い合わせ、基地局によって非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構
成されたリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、各無線フレームにおいて
プリアンブルを送信するのに用いられ、かつ非カバレッジ拡張レベルのリソースについて
構成されたリソースインデックスに対応するサブフレーム番号を問い合わせる。
【００２０】
　第2の態様から第2の態様の第4の実行可能な実施態様のいずれか1つに関連して、第5の
実行可能な実施態様において、PRACHリソースは周波数領域リソースを含み、周波数領域
リソースは周波数オフセット値を含み、周波数オフセット値は、各カバレッジ拡張レベル
でのプリアンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置
のオフセットを指示し、または、周波数オフセット値は、基地局によってサポートされる
すべてのカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための周波数領域周波数分
離を指示し、
　リソースが周波数領域リソースを含むときに、ユーザ機器は、基地局によってカバレッ
ジ拡張レベルについて構成された周波数オフセット値を受信する。
【００２１】
　第2の態様の第5の実行可能な実施態様に関連して、第6の実行可能な実施態様において
、ユーザ機器は、基地局によって異なるカバレッジ拡張レベルについて構成された同じ周
波数オフセット値を受信し、その同じ周波数オフセット値を、基地局によってサポートさ
れるすべてのカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、搬送波周波数
帯域の開始位置に対する、開始位置のオフセットとして用いて、基地局によってサポート
されるすべてのカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための開始周波数位
置を獲得し、または、
　ユーザ機器は、基地局によって異なるカバレッジ拡張レベルについて構成された同じ周
波数オフセット値を受信し、その同じ周波数オフセット値を、基地局によってサポートさ
れるすべてのカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための開始位置間の周
波数分離として用いて、基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベルで
のプリアンブルの拡張送信のための開始周波数位置を獲得し、または、
　ユーザ機器は、基地局によってカバレッジ拡張レベルごとに構成された周波数オフセッ
ト値を受信し、カバレッジ拡張レベルごとの周波数オフセット値を、対応するカバレッジ
拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位置に対する
、開始位置のオフセットとして用いて、対応するカバレッジ拡張レベルでのプリアンブル
の拡張送信のための開始周波数位置を獲得する。
【００２２】
　第2の態様の第1の実行可能な実施態様から第6の実行可能な実施態様のいずれか1つに関
連して、第7の実行可能な実施態様において、PRACHリソースは符号語リソースをさらに含
み、
　符号語リソースの構成情報は、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブル
の総数、グループAに対応するプリアンブルの個数、またはルート系列のうちの少なくと
も1つを含み、
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　リソースが符号語リソースを含むときに、ユーザ機器は、基地局によってカバレッジ拡
張レベルごとに構成された符号語リソースの構成情報を受信する。
【００２３】
　第2の態様の第7の実行可能な実施態様に関連して、第8の実行可能な実施態様において
、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの総数、グループAに対応する
プリアンブルの個数、およびルート系列を含む符号語リソースの構成情報を受信したとき
に、ユーザ機器は、カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語情報を用いて、プリ
アンブルの拡張送信のための符号語を獲得し、または、
　カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの総数、グループAに対応する
プリアンブルの個数、またはルート系列のうちの一部だけを含む符号語リソースのリソー
ス構成情報を受信したときに、ユーザ機器は、カバレッジ拡張レベルについて構成された
符号語リソースの構成情報、および非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構成され
た、カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報に欠けている符
号語リソースの構成情報を用いて、プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得し、ま
たは、
　ユーザ機器が符号語リソースの構成情報を受信しないときに、ユーザ機器は、非カバレ
ッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報を用いて、プリアンブルの
拡張送信のための符号語を獲得する。
【００２４】
　本発明の実施形態の第3の態様は、基地局を提供し、本基地局は、
　サポートされるカバレッジ拡張レベルおよびそのカバレッジ拡張レベルに対応するPRAC
Hリソースを構成するように構成された、構成モジュールと、
　カバレッジ拡張レベルについて構成されたPRACHリソースのリソースインデックスおよ
び／またはリソース構成情報をユーザ機器へ送信し、それにより、ユーザ機器が対応する
PRACHリソースを取得し、取得したPRACHリソース上でプリアンブル（preamble）を送信す
る、ように構成された、送信モジュールと、
　を含むことができる。
【００２５】
　第3の態様に関連して、第1の実行可能な実施態様において、構成モジュールは、基地局
によって現在サポートされているカバレッジ拡張レベルおよびそのカバレッジ拡張レベル
に対応するPRACHリソースを構成し、または、基地局によってサポートされるすべてのカ
バレッジ拡張レベルおよびそれらのカバレッジ拡張レベルに対応するPRACHリソースを構
成し、基地局によって現在サポートされているカバレッジ拡張レベルを指示する、ように
特に構成されている。
【００２６】
　第3の態様または第3の態様の第1の実行可能な実施態様に関連して、第2の実行可能な実
施態様において、構成モジュールによって構成されたPRACHリソースは時間領域リソース
を含み、時間領域リソースのリソース構成情報は、プリアンブル（preamble）フォーマッ
ト、プリアンブルの拡張送信機会の密度、ある密度での拡張送信のためのプリアンブルの
送信機会、またはプリアンブルの拡張送信ごとの反復回数、のうちの少なくとも1つを含
み、
　リソースが時間領域リソースを含むときに、送信モジュールは、1つまたは複数のカバ
レッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのリソースインデックスをユーザ
機器へ送信するように特に構成されており、各インデックスは1つの時間領域リソースの
リソース構成情報に対応する。
【００２７】
　第2の態様の第2の実行可能な実施態様に関連して、第3の実行可能な実施態様において
、プリアンブルの拡張送信機会の密度および当該密度でのプリアンブルの拡張送信機会を
構成するときに、構成モジュールは、プリアンブルの拡張送信のための無線フレーム周期
および各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム
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番号リストを特に構成し、それにより、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構
成された時間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、プリ
アンブルの拡張送信のための無線フレーム周期および無線フレーム番号を決定するために
、プリアンブルの拡張送信のための無線フレーム周期および各無線フレーム周期内にプリ
アンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号を問い合わせ、無線フレーム周
期および開始無線フレーム番号はリソースインデックスに対応する。
【００２８】
　第2の態様の第2または第3の実行可能な実施態様に関連して、第4の実行可能な実施態様
において、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、構成モジュールは
、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号
リストを特に構成し、無線フレーム番号リストのうち、無線フレーム番号の最大値を含む
、リスト内の2つの無線フレーム番号ごとの間のフレームの個数は、プリアンブルを連続
して送信するのに用いられる無線フレームの個数を指示し、それにより、基地局によって
カバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのすべてのリソースインデッ
クスを受信した後で、ユーザ機器は、プリアンブルを連続して送信するのに用いられる無
線フレームの個数を決定するために、リソースインデックスに従って、各無線フレーム周
期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号の最大値を含む無線
フレーム番号リストを問い合わせ、または、
　プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、構成モジュールは、各無線
フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始フレーム番号リストおよび
各開始フレーム後にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個数
を特に構成し、それにより、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時
間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、各無線フレーム
周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始フレーム番号リストおよび各開始フ
レーム後にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個数を問い合
わせ、リストおよび個数はリソースインデックスに対応する。
【００２９】
　第3の態様の第4の実行可能な実施態様に関連して、第5の実行可能な実施態様において
、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、構成モジュールは、サブフ
レーム番号の個数またはサブフレーム番号をさらに構成し、サブフレーム番号は各無線フ
レームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられ、各無線フレームにおいてプリアン
ブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号は、非カバレッジ拡張レベルの使用につ
いて構成されたリソース構成と同じであるか、または異なり、
　それにより、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソー
スのリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、サブフレーム番号の個数また
はサブフレーム番号を問い合わせ、サブフレーム番号は各無線フレームにおいてプリアン
ブルを送信するのに用いられ、個数またはサブフレーム番号はリソースインデックスに対
応し、または、
　それにより、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソー
スのリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、各無線フレームにおいてプリ
アンブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号のうち、リソースインデックスに対
応する個数を問い合わせ、基地局によって非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構
成されたリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、各無線フレームにおいて
プリアンブルを送信するのに用いられ、かつ非カバレッジ拡張レベルのリソースについて
構成されたリソースインデックスに対応するサブフレーム番号を問い合わせる。
【００３０】
　第3の態様の第2の実行可能な実施態様から第5の実行可能な実施態様のいずれか1つに関
連して、第6の実行可能な実施態様において、サポートされるカバレッジ拡張レベルおよ
び各カバレッジ拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成するときに、構成モジュール
は、異なるカバレッジ拡張レベルについて同じプリアンブル（preamble）フォーマットを
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構成し、または異なるカバレッジ拡張レベルについてそれぞれ異なるプリアンブル（prea
mble）フォーマットを構成する。
【００３１】
　第3の態様から第3の態様の第6の実行可能な実施態様のいずれか1つに関連して、第7の
実行可能な実施態様において、構成モジュールによって構成されたPRACHリソースは周波
数領域リソースを含み、周波数領域リソースの構成情報は周波数オフセット値を含み、周
波数オフセット値は、各カバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、搬
送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置のオフセットを指示し、または、周波数オ
フセット値は、基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベルでのプリア
ンブルの拡張送信のための周波数領域周波数分離を指示し、
　リソースが周波数領域リソースを含むときに、基地局は、カバレッジ拡張レベルごとに
構成された周波数オフセット値をユーザ機器へ送信する。
【００３２】
　第3の態様の第7の実行可能な実施態様のいずれか1つに関連して、第8の実行可能な実施
態様において、構成モジュールは、基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡
張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、
開始位置の同じオフセットを指示するために、異なるカバレッジ拡張レベルについて同じ
周波数オフセット値を構成し、または、
　構成モジュールは、各カバレッジ拡張レベルと前の隣接するカバレッジ拡張レベルとの
間の同じ周波数分離を指示するために、異なるカバレッジ拡張レベルについて同じ周波数
オフセット値を構成し、または、
　構成モジュールは複数の異なる周波数オフセット値を構成し、各周波数オフセット値は
、あるカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の
開始位置に対する、開始位置の周波数オフセットを指示するのに用いられる。
【００３３】
　第3の態様の第2の実行可能な実施態様から第8の実行可能な実施態様のいずれか1つに関
連して、第9の実行可能な実施態様において、構成モジュールによって構成されたPRACHリ
ソースは符号語リソースをさらに含み、構成モジュールによって構成された符号語リソー
スの構成情報は、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの総数、グルー
プAに対応するプリアンブルの個数、またはルート系列のうちの少なくとも1つを含み、
　リソースが符号語リソースを含むときに、送信モジュールは、カバレッジ拡張レベルご
とに構成された符号語リソースの構成情報をユーザ機器へ送信し、
　それにより、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの総数、グループ
Aに対応するプリアンブルの個数、およびルート系列を含む符号語リソースの構成情報を
受信したときに、ユーザ機器は、カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語情報を
用いて、プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得し、または、
　それにより、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの総数、グループ
Aに対応するプリアンブルの個数、またはルート系列のうちの一部だけを含む符号語リソ
ースのリソース構成情報を受信したときに、ユーザ機器は、カバレッジ拡張レベルについ
て構成された符号語リソースの構成情報、および非カバレッジ拡張レベルのリソースにつ
いて構成された、カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報に
欠けている符号語リソースの構成情報を用いて、プリアンブルの拡張送信のための符号語
を獲得し、または、
　それにより、ユーザ機器が符号語リソースの構成情報を受信しないときに、ユーザ機器
は、非カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報を用いて、プ
リアンブルの拡張送信のための符号語を獲得する。
【００３４】
　本発明の第4の態様は、基地局を提供し、本基地局は、メモリと、プロセッサと、送信
装置とを含むことができ、
　プロセッサは、基地局によってサポートされるカバレッジ拡張レベルおよびそのカバレ
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ッジ拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成するために、メモリに記憶されたプログ
ラムを呼び出し、
　送信装置は、プロセッサによってカバレッジ拡張レベルについて構成されたPRACHリソ
ースのリソースインデックスおよび／またはリソース構成情報をユーザ機器へ送信し、そ
れにより、ユーザ機器が対応するPRACHリソースを取得し、取得したPRACHリソース上でプ
リアンブル（preamble）を送信する、ように構成されている。
【００３５】
　第4の態様に関連して、第1の実行可能な実施態様において、プロセッサは、基地局によ
って現在サポートされているカバレッジ拡張レベルおよびそのカバレッジ拡張レベルに対
応するPRACHリソースを構成し、または、基地局によってサポートされるすべてのカバレ
ッジ拡張レベルおよびそれらのカバレッジ拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成し
、基地局によって現在サポートされているカバレッジ拡張レベルを指示する、ように特に
構成されている。
【００３６】
　第4の態様または第4の態様の第1の実行可能な実施態様に関連して、第2の実行可能な実
施態様において、プロセッサによって構成されたPRACHリソースは時間領域リソースを含
み、時間領域リソースのリソース構成情報は、プリアンブル（preamble）フォーマット、
プリアンブルの拡張送信機会の密度、ある密度での拡張送信のためのプリアンブルの送信
機会、またはプリアンブルの拡張送信ごとの反復回数、のうちの少なくとも1つを含み、
　リソースが時間領域リソースを含むときに、送信装置は、1つまたは複数のカバレッジ
拡張レベルについて構成された時間領域リソースのリソースインデックスをユーザ機器へ
送信するように特に構成されており、各インデックスは1つの時間領域リソースのリソー
ス構成情報に対応する。
【００３７】
　第4の態様の第2の実行可能な実施態様に関連して、第3の実行可能な実施態様において
、プリアンブルの拡張送信機会の密度および当該密度でのプリアンブルの拡張送信機会を
構成するときに、プロセッサは、プリアンブルの拡張送信のための無線フレーム周期およ
び各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号
リストを特に構成し、それにより、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成さ
れた時間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、プリアン
ブルの拡張送信のための無線フレーム周期および無線フレーム番号を決定するために、プ
リアンブルの拡張送信のための無線フレーム周期および各無線フレーム周期内にプリアン
ブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号を問い合わせ、無線フレーム周期お
よび開始無線フレーム番号はリソースインデックスに対応する。
【００３８】
　第4の態様の第2または第3の実行可能な実施態様に関連して、第4の実行可能な実施態様
において、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、プロセッサは、各
無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号リス
トを特に構成し、無線フレーム番号リストのうち、無線フレーム番号の最大値を含む、リ
スト内の2つの無線フレーム番号ごとの間のフレームの個数は、プリアンブルを連続して
送信するのに用いられる無線フレームの個数を指示し、それにより、基地局によってカバ
レッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのすべてのリソースインデックス
を受信した後で、ユーザ機器は、プリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フ
レームの個数を決定するために、リソースインデックスに従って、各無線フレーム周期内
にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号の最大値を含む無線フレ
ーム番号リストを問い合わせ、または、
　プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、プロセッサは、各無線フレ
ーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始フレーム番号リストおよび各開
始フレーム後にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個数を特
に構成し、それにより、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領
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域リソースのリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、各無線フレーム周期
内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始フレーム番号リストおよび各開始フレー
ム後にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個数を問い合わせ
、リストおよび個数はリソースインデックスに対応する。
【００３９】
　第4の態様の第4の実行可能な実施態様に関連して、第5の実行可能な実施態様において
、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、プロセッサは、サブフレー
ム番号の個数またはサブフレーム番号をさらに構成し、サブフレーム番号は各無線フレー
ムにおいてプリアンブルを送信するのに用いられ、各無線フレームにおいてプリアンブル
を送信するのに用いられるサブフレーム番号は、非カバレッジ拡張レベルの使用について
構成されたリソース構成と同じであるか、または異なり、
　それにより、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソー
スのリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、サブフレーム番号の個数また
はサブフレーム番号を問い合わせ、サブフレーム番号は各無線フレームにおいてプリアン
ブルを送信するのに用いられ、個数またはサブフレーム番号はリソースインデックスに対
応し、または、
　それにより、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソー
スのリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、各無線フレームにおいてプリ
アンブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号のうち、リソースインデックスに対
応する個数を問い合わせ、基地局によって非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構
成されたリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、各無線フレームにおいて
プリアンブルを送信するのに用いられ、かつ非カバレッジ拡張レベルのリソースについて
構成されたリソースインデックスに対応するサブフレーム番号を問い合わせる。
【００４０】
　第4の態様の第2の実行可能な実施態様から第5の実行可能な実施態様のいずれか1つに関
連して、第6の実行可能な実施態様において、サポートされるカバレッジ拡張レベルおよ
び各カバレッジ拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成するときに、プロセッサは、
異なるカバレッジ拡張レベルについて同じプリアンブル（preamble）フォーマットを構成
し、または異なるカバレッジ拡張レベルについてそれぞれ異なるプリアンブル（preamble
）フォーマットを構成する。
【００４１】
　第4の態様から第4の態様の第6の実行可能な実施態様のいずれか1つに関連して、第7の
実行可能な実施態様において、プロセッサによって構成されたPRACHリソースは周波数領
域リソースを含み、周波数領域リソースの構成情報は周波数オフセット値を含み、周波数
オフセット値は、各カバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、搬送波
周波数帯域の開始位置に対する、開始位置のオフセットを指示し、または、周波数オフセ
ット値は、基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベルでのプリアンブ
ルの拡張送信のための周波数領域周波数分離を指示し、
　リソースが周波数領域リソースを含むときに、送信装置は、カバレッジ拡張レベルごと
に構成された周波数オフセット値をユーザ機器へ送信するように特に構成されている。
【００４２】
　第4の態様の第7の実行可能な実施態様のいずれか1つに関連して、第8の実行可能な実施
態様において、
　プロセッサは、基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベルでのプリ
アンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置の同じオ
フセットを指示するために、異なるカバレッジ拡張レベルについて同じ周波数オフセット
値を構成し、または、
　プロセッサは、各カバレッジ拡張レベルと前の隣接するカバレッジ拡張レベルとの間の
同じ周波数分離を指示するために、異なるカバレッジ拡張レベルについて同じ周波数オフ
セット値を構成し、または、
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　プロセッサは複数の異なる周波数オフセット値を構成し、各周波数オフセット値は、あ
るカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始
位置に対する、開始位置の周波数オフセットを指示するのに用いられる。
【００４３】
　第4の態様の第2の実行可能な実施態様から第8の実行可能な実施態様のいずれか1つに関
連して、第9の実行可能な実施態様において、プロセッサによって構成されたPRACHリソー
スは符号語リソースをさらに含み、プロセッサによって構成された符号語リソースの構成
情報は、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの総数、グループAに対
応するプリアンブルの個数、またはルート系列のうちの少なくとも1つを含み、
　リソースが符号語リソースを含むときに、送信装置は、カバレッジ拡張レベルごとに構
成された符号語リソースの構成情報をユーザ機器へ送信するように特に構成されており、
　それにより、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの総数、グループ
Aに対応するプリアンブルの個数、およびルート系列を含む符号語リソースの構成情報を
受信したときに、ユーザ機器は、カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語情報を
用いて、プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得し、または、
　それにより、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの総数、グループ
Aに対応するプリアンブルの個数、またはルート系列のうちの一部だけを含む符号語リソ
ースのリソース構成情報を受信したときに、ユーザ機器は、カバレッジ拡張レベルについ
て構成された符号語リソースの構成情報、および非カバレッジ拡張レベルのリソースにつ
いて構成された、カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報に
欠けている符号語リソースの構成情報を用いて、プリアンブルの拡張送信のための符号語
を獲得し、または、
　それにより、ユーザ機器が符号語リソースの構成情報を受信しないときに、ユーザ機器
は、非カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報を用いて、プ
リアンブルの拡張送信のための符号語を獲得する。
【００４４】
　本発明の第5の態様は、ユーザ機器を提供し、本ユーザ機器は、
　基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成されたPRACHリソースのリソースイ
ンデックスおよび／またはリソース構成情報を受信するように構成された、受信モジュー
ルと、
　受信モジュールによって受信されたリソースインデックスおよび／またはリソース構成
情報に従って対応するPRACHリソースを取得し、取得したPRACHリソース上でプリアンブル
（preamble）を送信するように構成された、処理モジュールと、
　を含むことができる。
【００４５】
　第5の態様に関連して、第1の実行可能な実施態様において、PRACHリソースは時間領域
リソースを含み、時間領域リソースのリソース構成情報は、プリアンブル（preamble）フ
ォーマット、プリアンブルの拡張送信機会の密度、ある密度での拡張送信のためのプリア
ンブルの送信機会、またはプリアンブルの拡張送信ごとの反復回数、のうちの少なくとも
1つを含み、
　リソースが時間領域リソースを含むときに、受信モジュールは、基地局によって1つま
たは複数のカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのリソースインデ
ックスを受信するように特に構成されており、各インデックスは1つの時間領域リソース
のリソース構成情報に対応する。
【００４６】
　第5の態様の第1の実行可能な実施態様に関連して、第2の実行可能な実施態様において
、プリアンブルの拡張送信機会の密度および当該密度でのプリアンブルの拡張送信機会を
構成するときに、基地局は、プリアンブルの拡張送信のための無線フレーム周期および各
無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号リス
トを特に構成し、
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　処理モジュールは、受信モジュールが基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構
成された時間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、プリアンブルの拡張
送信のための無線フレーム周期および無線フレーム番号を決定するために、プリアンブル
の拡張送信のための無線フレーム周期および各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信
するのに用いられる開始無線フレーム番号を問い合わせる、ように特に構成されており、
無線フレーム周期および開始無線フレーム番号はリソースインデックスに対応する。
【００４７】
　第5の態様の第1または第2の実行可能な実施態様に関連して、第3の実行可能な実施態様
において、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、基地局は、各無線
フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号リストを
特に構成し、無線フレーム番号リストのうち、無線フレーム番号の最大値を含む、リスト
内の2つの無線フレーム番号ごとの間のフレームの個数は、プリアンブルを連続して送信
するのに用いられる無線フレームの個数を指示し、
　処理モジュールは、受信モジュールが基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構
成された時間領域リソースのすべてのリソースインデックスを受信した後で、プリアンブ
ルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個数を決定するために、リソースイ
ンデックスに従って、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開
始無線フレーム番号の最大値を含む無線フレーム番号リストを問い合わせる、ように特に
構成されており、または、
　プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、基地局は、各無線フレーム
周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始フレーム番号リストおよび各開始フ
レーム後にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個数を特に構
成し、処理モジュールは、受信モジュールが基地局によってカバレッジ拡張レベルについ
て構成された時間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、各無線フレーム
周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始フレーム番号リストおよび各開始フ
レーム後にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個数を問い合
わせる、ように特に構成されており、リストおよび個数はリソースインデックスに対応す
る。
【００４８】
　第5の態様の第3の実行可能な実施態様に関連して、第4の実行可能な実施態様において
、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、基地局は、サブフレーム番
号の個数またはサブフレーム番号をさらに構成し、サブフレーム番号は各無線フレームに
おいてプリアンブルを送信するのに用いられ、各無線フレームにおいてプリアンブルを送
信するのに用いられるサブフレーム番号は、非カバレッジ拡張レベルの使用について構成
されたリソース構成と同じであるか、または異なり、
　処理モジュールは、受信モジュールが基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構
成された時間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、サブフレーム番号の
個数またはサブフレーム番号を問い合わせる、ように特に構成されており、サブフレーム
番号は各無線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられ、個数またはサブフ
レーム番号はリソースインデックスに対応し、または、
　処理モジュールは、受信モジュールが基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構
成された時間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、各無線フレームにお
いてプリアンブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号のうち、リソースインデッ
クスに対応する個数を問い合わせ、受信モジュールが、基地局によって非カバレッジ拡張
レベルのリソースについて構成されたリソースインデックスを受信した後で、各無線フレ
ームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられ、かつ非カバレッジ拡張レベルのリソ
ースについて構成されたリソースインデックスに対応するサブフレーム番号を問い合わせ
る、ように特に構成されている。
【００４９】
　第5の態様から第5の態様の第4の実行可能な実施態様のいずれか1つに関連して、第5の
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実行可能な実施態様において、PRACHリソースは周波数領域リソースを含み、周波数領域
リソースは周波数オフセット値を含み、周波数オフセット値は、各カバレッジ拡張レベル
でのプリアンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置
のオフセットを指示し、または、周波数オフセット値は、基地局によってサポートされる
すべてのカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための周波数領域周波数分
離を指示し、
　リソースが周波数領域リソースを含むときに、受信モジュールは、基地局によってカバ
レッジ拡張レベルについて構成された周波数オフセット値を受信するように特に構成され
ている。
【００５０】
　第5の態様の第5の実行可能な実施態様に関連して、第6の実行可能な実施態様において
、受信モジュールは、基地局によって異なるカバレッジ拡張レベルについて構成された同
じ周波数オフセット値を受信するように特に構成されており、処理モジュールは、その同
じ周波数オフセット値を、基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベル
でのプリアンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置
のオフセットとして用いて、基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベ
ルでのプリアンブルの拡張送信のための開始周波数位置を獲得するように特に構成されて
おり、または、
　受信モジュールは、基地局によって異なるカバレッジ拡張レベルについて構成された同
じ周波数オフセット値を受信するように特に構成されており、処理モジュールは、その同
じ周波数オフセット値を、基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベル
でのプリアンブルの拡張送信のための開始位置間の周波数分離として用いて、基地局によ
ってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための
開始周波数位置を獲得するように特に構成されており、または、
　受信モジュールは、基地局によってカバレッジ拡張レベルごとに構成された周波数オフ
セット値を受信するように特に構成されており、処理モジュールは、カバレッジ拡張レベ
ルごとの周波数オフセット値を、対応するカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張
送信のための、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置のオフセットとして用い
て、対応するカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための開始周波数位置
を獲得するように特に構成されている。
【００５１】
　第5の態様の第1の実行可能な実施態様から第6の実行可能な実施態様のいずれか1つに関
連して、第7の実行可能な実施態様において、PRACHリソースは符号語リソースをさらに含
み、
　符号語リソースの構成情報は、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブル
の総数、グループAに対応するプリアンブルの個数、またはルート系列のうちの少なくと
も1つを含み、
　リソースが符号語リソースを含むときに、受信モジュールは、基地局によってカバレッ
ジ拡張レベルごとに構成された符号語リソースの構成情報を受信するように特に構成され
ている。
【００５２】
　第5の態様の第7の実行可能な実施態様に関連して、第8の実行可能な実施態様において
、処理モジュールは、受信モジュールが、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリ
アンブルの総数、グループAに対応するプリアンブルの個数、およびルート系列を含む符
号語リソースの構成情報を受信したときに、カバレッジ拡張レベルについて構成された符
号語情報を用いて、プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得する、ように特に構成
されており、または、
　処理モジュールは、受信モジュールが、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリ
アンブルの総数、グループAに対応するプリアンブルの個数、またはルート系列のうちの
一部だけを含む符号語リソースのリソース構成情報を受信したときに、各カバレッジ拡張
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レベルについて構成された符号語リソースの構成情報、および非カバレッジ拡張レベルの
リソースについて構成された、カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソース
の構成情報に欠けている符号語リソースの構成情報を用いて、プリアンブルの拡張送信の
ための符号語を獲得する、ように特に構成されており、または、
　処理モジュールは、受信モジュールが符号語リソースの構成情報を受信しないときに、
非カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報を用いて、プリア
ンブルの拡張送信のための符号語を獲得する、ように特に構成されている。
【００５３】
　本発明の第6の態様は、ユーザ機器を提供し、本ユーザ機器は、メモリと、プロセッサ
と、受信装置とを含むことができ、
　受信装置は、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成されたPRACHリソース
のリソースインデックスおよび／またはリソース構成情報を受信するように構成されてお
り、
　プロセッサは、受信装置によって受信されたリソースインデックスおよび／またはリソ
ース構成情報に従って対応するPRACHリソースを取得し、取得したPRACHリソース上でプリ
アンブル（preamble）を送信するために、メモリに記憶されたプログラムを実行する、よ
うに構成されている。
【００５４】
　第6の態様に関連して、第1の実行可能な実施態様において、PRACHリソースは時間領域
リソースを含み、時間領域リソースのリソース構成情報は、プリアンブル（preamble）フ
ォーマット、プリアンブルの拡張送信機会の密度、ある密度での拡張送信のためのプリア
ンブルの送信機会、またはプリアンブルの拡張送信ごとの反復回数、のうちの少なくとも
1つを含み、
　リソースが時間領域リソースを含むときに、受信装置は、基地局によって1つまたは複
数のカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのリソースインデックス
を受信するように特に構成されており、各インデックスは1つの時間領域リソースのリソ
ース構成情報に対応する。
【００５５】
　第6の態様の第1の実行可能な実施態様に関連して、第2の実行可能な実施態様において
、プリアンブルの拡張送信機会の密度および当該密度でのプリアンブルの拡張送信機会を
構成するときに、基地局は、プリアンブルの拡張送信のための無線フレーム周期および各
無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号リス
トを特に構成し、
　プロセッサは、受信装置が基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時
間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、プリアンブルの拡張送信のため
の無線フレーム周期および開始無線フレーム番号を決定するために、プリアンブルの拡張
送信のための無線フレーム周期および各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するの
に用いられる無線フレーム番号を問い合わせる、ように特に構成されており、無線フレー
ム周期および開始無線フレーム番号はリソースインデックスに対応する。
【００５６】
　第6の態様の第1または第2の実行可能な実施態様に関連して、第3の実行可能な実施態様
において、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、基地局は、各無線
フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号リストを
特に構成し、無線フレーム番号リストのうち、無線フレーム番号の最大値を含む、リスト
内の2つの無線フレーム番号ごとの間のフレームの個数は、プリアンブルを連続して送信
するのに用いられる無線フレームの個数を指示し、
　プロセッサは、受信装置が基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時
間領域リソースのすべてのリソースインデックスを受信した後で、プリアンブルを連続し
て送信するのに用いられる無線フレームの個数を決定するために、リソースインデックス
に従って、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレ
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ーム番号の最大値を含む無線フレーム番号リストを問い合わせる、ように特に構成されて
おり、または、
　プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、基地局は、各無線フレーム
周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始フレーム番号リストおよび各開始フ
レーム後にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個数を特に構
成し、プロセッサは、受信装置が基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成され
た時間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、各無線フレーム周期内にプ
リアンブルを送信するのに用いられる開始フレーム番号リストおよび各開始フレーム後に
プリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個数を問い合わせる、よ
うに特に構成されており、リストおよび個数はリソースインデックスに対応する。
【００５７】
　第6の態様の第3の実行可能な実施態様に関連して、第4の実行可能な実施態様において
、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、基地局は、サブフレーム番
号の個数またはサブフレーム番号をさらに構成し、サブフレーム番号は各無線フレームに
おいてプリアンブルを送信するのに用いられ、各無線フレームにおいてプリアンブルを送
信するのに用いられるサブフレーム番号は、非カバレッジ拡張レベルの使用について構成
されたリソース構成と同じであるか、または異なり、
　プロセッサは、受信装置が基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時
間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、サブフレーム番号の個数または
サブフレーム番号を問い合わせる、ように特に構成されており、サブフレーム番号は各無
線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられ、個数またはサブフレーム番号
はリソースインデックスに対応し、または、
　プロセッサは、受信装置が基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時
間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、各無線フレームにおいてプリア
ンブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号のうち、リソースインデックスに対応
する個数を問い合わせ、受信装置が、基地局によって非カバレッジ拡張レベルのリソース
について構成されたリソースインデックスを受信した後で、各無線フレームにおいてプリ
アンブルを送信するのに用いられ、かつ非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構成
されたリソースインデックスに対応するサブフレーム番号を問い合わせる、ように特に構
成されている。
【００５８】
　第6の態様から第6の態様の第4の実行可能な実施態様のいずれか1つに関連して、第5の
実行可能な実施態様において、PRACHリソースは周波数領域リソースを含み、周波数領域
リソースは周波数オフセット値を含み、周波数オフセット値は、各カバレッジ拡張レベル
でのプリアンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置
のオフセットを指示し、または、周波数オフセット値は、基地局によってサポートされる
すべてのカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための周波数領域周波数分
離を指示し、
　リソースが周波数領域リソースを含むときに、受信装置は、基地局によってカバレッジ
拡張レベルについて構成された周波数オフセット値を受信するように特に構成されている
。
【００５９】
　第6の態様の第5の実行可能な実施態様に関連して、第6の実行可能な実施態様において
、受信装置は、基地局によって異なるカバレッジ拡張レベルについて構成された同じ周波
数オフセット値を受信するように特に構成されており、プロセッサは、その同じ周波数オ
フセット値を、基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベルでのプリア
ンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置のオフセッ
トとして用いて、基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベルでのプリ
アンブルの拡張送信のための開始周波数位置を獲得するように特に構成されており、また
は、
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　受信装置は、基地局によって異なるカバレッジ拡張レベルについて構成された同じ周波
数オフセット値を受信するように特に構成されており、プロセッサは、その同じ周波数オ
フセット値を、基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベルでのプリア
ンブルの拡張送信のための開始位置間の周波数分離として用いて、基地局によってサポー
トされるすべてのカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための開始周波数
位置を獲得するように特に構成されており、または、
　受信装置は、基地局によってカバレッジ拡張レベルごとに構成された周波数オフセット
値を受信するように特に構成されており、プロセッサは、カバレッジ拡張レベルごとの周
波数オフセット値を、対応するカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のため
の、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置のオフセットとして用いて、対応す
るカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための開始周波数位置を獲得する
ように特に構成されている。
【００６０】
　第6の態様の第1の実行可能な実施態様から第6の実行可能な実施態様のいずれか1つに関
連して、第7の実行可能な実施態様において、PRACHリソースは符号語リソースをさらに含
み、
　符号語リソースの構成情報は、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブル
の総数、グループAに対応するプリアンブルの個数、またはルート系列のうちの少なくと
も1つを含み、
　リソースが符号語リソースを含むときに、受信装置は、基地局によってカバレッジ拡張
レベルごとに構成された符号語リソースの構成情報を受信するように特に構成されている
。
【００６１】
　第6の態様の第7の実行可能な実施態様に関連して、第8の実行可能な実施態様において
、プロセッサは、受信装置が、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの
総数、グループAに対応するプリアンブルの個数、およびルート系列を含む符号語リソー
スの構成情報を受信したときに、カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語情報を
用いて、プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得する、ように特に構成されており
、または、
　プロセッサは、受信装置が、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの
総数、グループAに対応するプリアンブルの個数、またはルート系列のうちの一部だけを
含む符号語リソースのリソース構成情報を受信したときに、ユーザ機器は、カバレッジ拡
張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報、および非カバレッジ拡張レベル
のリソースについて構成された、カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソー
スの構成情報に欠けている符号語リソースの構成情報を用いて、プリアンブルの拡張送信
のための符号語を獲得する、ように特に構成されており、または、
　プロセッサは、受信装置が符号語リソースの構成情報を受信しないときに、非カバレッ
ジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報を用いて、プリアンブルの拡
張送信のための符号語を獲得する、ように特に構成されている。
【００６２】
　本発明の第7の態様は、コンピュータ記憶媒体を提供し、本コンピュータ記憶媒体は、
プログラムを記憶することができ、プログラムが実行されるときに、本発明の実施形態に
よる物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソースを構成するための方法の一部
または全部のステップを含むことができる。
【００６３】
　本発明の第8の態様は、コンピュータ記憶媒体を提供し、本コンピュータ記憶媒体は、
プログラムを記憶することができ、プログラムが実行されるときに、本発明の実施形態に
よる物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソース構成を取得するための方法の
一部または全部のステップを含むことができる。
【００６４】
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　上記からわかるように、本発明のいくつかの実行可能な実施態様において、基地局は、
サポートされるカバレッジ拡張レベルおよびカバレッジ拡張レベルに対応するPRACHリソ
ースを構成し、基地局は、カバレッジ拡張レベルについて構成されたPRACHリソースのリ
ソースインデックスおよび／またはリソース構成情報をユーザ機器へ送信し、それにより
、ユーザ機器が対応するPRACHリソースを取得し、取得したPRACHリソース上でプリアンブ
ル（preamble）を送信する。したがって、カバレッジ拡張モードで動作するユーザ機器の
ためにPRACHリソースを構成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１】本発明による物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソースを構成する
ための方法の一実施形態の概略的流れ図である。
【図２】本発明によるプリアンブルの拡張送信機会のための時間領域リソース構成の概略
図である。
【図３】本発明による基地局の一実施形態の概略的構造構成図である。
【図４】本発明による基地局の別の実施形態の概略的構造構成図である。
【図５】本発明による物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソース構成を取得
するための方法の一実施形態の概略的流れ図である。
【図６】本発明によるユーザ機器の一実施形態の概略的構造構成図である。
【図７】本発明によるユーザ機器の別の実施形態の概略的構造構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００６６】
　図1は、本発明による物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソースを構成する
ための方法の一実施形態の概略的流れ図である。図1に示すように、本方法は以下を含む
ことができる。
【００６７】
　ステップS110：基地局が、サポートされるカバレッジ拡張レベルおよびカバレッジ拡張
レベルに対応するPRACHリソースを構成する
【００６８】
　ステップS111：基地局は、ユーザ機器へ、カバレッジ拡張レベルについて構成されたPR
ACHリソースのリソースインデックスおよび／またはリソース構成情報を送信し、ユーザ
機器が対応するPRACHリソースを取得し、取得したPRACHリソース上でプリアンブルpreamb
leを送信する。
【００６９】
　具体的実施時に、ステップS110で、サポートされるカバレッジ拡張レベルおよびカバレ
ッジ拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成するときに、基地局は、基地局によって
現在サポートされているカバレッジ拡張レベルおよびそのカバレッジ拡張レベルに対応す
るPRACHリソースを構成し、または、基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ
拡張レベルおよびそれらのカバレッジ拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成し、基
地局によって現在サポートされているカバレッジ拡張レベルを指示することができる。
【００７０】
　具体的実施時に、ステップS110で、基地局によって構成されたPRACHリソースは時間領
域リソースを含むことができ、時間領域リソースのリソース構成情報は、プリアンブルpr
eambleフォーマット、プリアンブルの拡張送信機会の密度、ある密度での拡張送信のため
のプリアンブルの送信機会、またはプリアンブルの拡張送信ごとの反復回数、のうちの少
なくとも1つを含むことができる。加えて、基地局は、異なるカバレッジ拡張レベルにつ
いて同じプリアンブルpreambleフォーマットを構成し、または異なるカバレッジ拡張レベ
ルについてそれぞれ異なるプリアンブルpreambleフォーマットを構成することもできる。
プリアンブルの拡張送信機会の密度とは、ある期間内にプリアンブルに関して拡張送信を
行うことのできる送信機会の回数をいう。送信機会とは、当該期間内のプリアンブルの拡
張送信ごとの無線フレームの時間領域の開始位置をいう。図2に示すように、期間Density
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0および期間Density1を例に取ると、期間Density0内には、ランダムプリアンブルpreambl
eの2回の拡張送信機会しかない。すなわち、時間Density0内では、プリアンブルの拡張送
信機会の密度は2である。加えて、ランダムプリアンブルpreambleの2つの拡張送信機会に
は2つの選択肢、すなわち2つのリソースバージョン、例えば、Level 1 PRACH configurat
ion index 0（‘Level 1’はカバレッジ拡張レベルを表し、‘V1’はリソースバージョン
を表す）およびLevel 1 PRACH configuration index 1（‘Level 1’はカバレッジ拡張レ
ベルを表し、‘V2’はリソースバージョンを表す）がありうる。図2からわかるように、
リソースバージョンV1とリソースバージョンV2とでは、プリアンブルの拡張送信のための
無線フレームの時間領域の開始位置および無線フレームの個数が異なる。しかし、期間De
nsity1内には、ランダムプリアンブルpreambleのための4回の拡張送信機会がある。すな
わち、時間Density1内では、プリアンブルの拡張送信機会の密度は4である。加えて、ラ
ンダムプリアンブルpreambleの4回の拡張送信機会にも2つの選択肢、すなわち2つのリソ
ースバージョン、例えば、Level 1 PRACH configuration index 2（‘Level 1’はカバレ
ッジ拡張レベルを表し、‘V1’はリソースバージョンを表す）およびLevel 1 PRACH conf
iguration index 3（‘Level 1’はカバレッジ拡張レベルを表し、‘V2’はリソースバー
ジョンを表す）がありうる。
【００７１】
　具体的実施時に、ステップS110で構成されたPRACHリソースが時間領域リソースを含む
ときに、本発明の本実施形態では時間領域リソースについてリソースインデックスをさら
に構成することができ、各インデックスは1つの時間領域リソースのリソース構成情報に
対応する。このようにして、ステップS111の前に、本発明の本実施形態の基地局とユーザ
機器はどちらも、通信プロトコルによってサポートされるカバレッジ拡張レベルに対応す
る時間領域リソースの構成情報を記憶することができ、ステップS111で、基地局は、ユー
ザ機器へ、カバレッジ拡張レベルについて構成されたPRACHリソースのリソースインデッ
クスを送信することができ、それにより、ユーザ機器がインデックスを用いて対応するリ
ソース構成情報を問い合わせる。したがって、基地局は、ユーザ機器へ時間領域リソース
の詳細な構成情報を送信する必要がない場合もあり、システムリソースが節約される。
【００７２】
　具体的実施時に、プリアンブルの拡張送信機会の密度および当該密度でのプリアンブル
の拡張送信機会を構成するときに、基地局は、プリアンブルの拡張送信のための無線フレ
ーム周期および各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線
フレーム番号リストを特に構成することができ、それにより、基地局によってカバレッジ
拡張レベルについて構成された時間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で
、ユーザ機器は、プリアンブルの拡張送信のための無線フレーム周期および無線フレーム
番号を決定するために、プリアンブルの拡張送信のための無線フレーム周期および各無線
フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号を問い合
わせ、無線フレーム周期および開始無線フレーム番号はリソースインデックスに対応する
。例えば、カバレッジ拡張レベルLevel1について、基地局は、表1に従って、プリアンブ
ルの拡張送信のための無線フレーム周期を80無線フレームとして構成し、各無線フレーム
周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号リストを表1の第4
列に示すように構成することができる。例えば、ユーザ機器によって受信される時間領域
リソースのインデックスが5であると仮定すると、ユーザ機器は、問い合わせによって、
プリアンブルの拡張送信のためのリソースインデックス5に対応する無線フレーム周期は8
0無線フレームであり、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる
開始無線フレーム番号は第20フレームおよび第60フレームであることを知る。したがって
、カバレッジ拡張レベルLevel1において、プリアンブルの拡張送信のための無線フレーム
周期は80無線フレームであり、プリアンブルの拡張送信のための開始フレーム位置は第20
フレームおよび第60フレームであると決定される。すなわち、カバレッジ拡張レベルLeve
l1では、80フレーム内のプリアンブルの拡張送信の密度は2であり、個別の送信機会は80
フレーム内の第20フレームおよび第60フレームから開始する。
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【００７３】
　具体的実施時に、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、基地局は
、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号
リストを特に構成することができ、無線フレーム番号リストの、無線フレーム番号の最大
値を含む、リスト内の2つの無線フレーム番号ごとの間のフレームの個数は、プリアンブ
ルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個数を指示し、それにより、基地局
によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのすべてのリソース
インデックスを受信した後で、ユーザ機器は、プリアンブルを連続して送信するのに用い
られる無線フレームの個数を決定するために、リソースインデックスに従って、各無線フ
レーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号の最大値を
含む無線フレーム番号リストを問い合わせる。例えば、表1のLevel1の構成された時間領
域リソースをさらに例に取ると、表1では、Level1について構成されたすべてのリソース
インデックスに従った問い合わせによって、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信
するのに用いられる開始無線フレーム番号の最大値を含む無線フレーム番号リストはイン
デックス10に対応する無線フレーム番号リストであることがわかり、リストに含まれる、
プリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号は、続けて「0、5、10、15
、20、25、30、35、40、45、50、55、60、65、70、および75」である。この項目からわか
るように、プリアンブルの2回の連続した拡張送信機会が5つの連続した無線フレームで隔
てられており、このように、カバレッジ拡張レベルLevel1に対応して、1回の拡張送信が5
つの連続した無線フレームを占め、すなわち、ユーザ機器によって行われるプリアンブル
の各拡張送信が5つの連続した無線フレーム内で繰り返し行われる。
【００７４】
　あるいは、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、基地局は、各無
線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始フレーム番号リストおよ
び各開始フレーム後にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個
数を特に構成し（構成方法は、開始フレーム番号後にプリアンブルを送信するのに用いら
れる無線フレームの個数が、リストを用いて暗黙的に指示されるのではなく、明示される
という点で、前述の方法と異なる）、それにより、基地局によってカバレッジ拡張レベル
について構成された時間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機
器は、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始フレーム番号
リストおよび各開始フレーム後にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フ
レームの個数を問い合わせ、リストおよび個数はリソースインデックスに対応する。例え
ば、表1のLevel1の構成された時間領域リソースをさらに例に取ると、表1では、各無線フ
レーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられ、すべてのリソースインデックスに
対応する開始無線フレーム番号を問い合わせによって知ることができる。例えば、インデ
ックス4に対応する開始無線フレーム番号は第0フレームおよび第40フレームである。加え
て、本発明の本実施形態では、プリアンブルを連続して送信するために、第0の開始無線
フレーム後の10フレームおよび第40の開始無線フレーム後の10フレームをさらに直接構成
することもできる。したがって、カバレッジ拡張レベルLevel1に対応して、インデックス
4に対応するリソース構成が用いられるときに、1回の拡張送信のための開始フレームは第
0フレームであり、拡張送信は10個の連続した無線フレームを占め、すなわち、プリアン
ブルの各拡張送信が10個の連続した無線フレーム内で繰り返し行われる。
【００７５】
　あるいは、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、基地局は、サブ
フレーム番号の個数またはサブフレーム番号をさらに構成し、サブフレーム番号は各無線
フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられ、各無線フレームにおいてプリア
ンブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号は、非カバレッジ拡張レベルの使用に
ついて構成されたリソース構成と同じであり、または異なり、
　それにより、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソー
スのリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、サブフレーム番号の個数もし
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くはサブフレーム番号を問い合わせ、サブフレーム番号は各無線フレームにおいてプリア
ンブルを送信するのに用いられ、個数もしくはサブフレーム番号はリソースインデックス
に対応し、
　例えば、表1のLevel1の構成された時間領域リソースをさらに例に取ると、表1の第5列
は、各無線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号の
構成された個数である。
　例えば、表1を参照すると、表1の第4列からわかるように、インデックス4のリソース構
成がカバレッジ拡張レベルLevel1に用いられるときに、プリアンブルの拡張送信に用いら
れる開始無線フレーム番号は第0フレームおよび第40フレームである。表1の第5列がさら
に問い合わせられ、第0フレームおよび第40フレームにおいてプリアンブルを送信するの
に用いられる1つのサブフレーム番号があることがわかる。したがって、基地局がユーザ
機器へ時間領域リソースのインデックス4を送付した後で、カバレッジ拡張レベルLevel1
のリソースを用いるユーザ機器は、インデックス4による問い合わせによって、プリアン
ブルの拡張送信に用いられる開始無線フレーム番号は第0フレームおよび第40フレームで
あり、第0フレームおよび第40フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられる1
つのサブフレーム番号があることを知ることができる。当然ながら、具体的実施時には、
各無線フレーム内でプリアンブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号を指示する
ために表1に1列をさらに追加することができ、それにより、ユーザ機器は問い合わせによ
ってサブフレーム番号を知ることができ、または、
　それにより、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソー
スのリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、各無線フレームにおいてプリ
アンブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号の、リソースインデックスに対応す
る個数を問い合わせ、基地局によって非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構成さ
れたリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、各無線フレームにおいてプリ
アンブルを送信するのに用いられ、非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構成され
たリソースインデックスに対応するサブフレーム番号を問い合わせ、この方法は、非カバ
レッジ拡張レベルのリソースについて構成されたサブフレーム番号を、各無線フレームに
おいてプリアンブルの拡張送信に用いられるサブフレーム番号を再構成せずに直接用いる
ことができるという点で、前述の方法と異なる。
　非カバレッジ拡張レベルのリソース構成情報の詳細については、表2を参照されたく、
「Subframe number」とは、プリアンブルの拡張送信に特に使用することのできるサブフ
レーム番号である。
【００７６】
　結論として、本発明の本実施形態では、1回の拡張送信に対応するプリアンブルの送信
回数が、プリアンブルの拡張送信のための無線フレームの構成された開始フレーム番号、
開始フレーム番号後にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個
数、および各無線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられるサブフレーム
番号の個数によって最終的に決定される。例えば、プリアンブルを送信するのに用いられ
る1つの無線フレームの開始フレーム番号が0に設定されるとき、開始フレーム番号後にプ
リアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個数は5に設定され、各無
線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号の個数は2
に設定され、対応するカバレッジ拡張レベルでの1回の拡張送信に応答して、プリアンブ
ルが10回にわたって繰り返し送信される。
【００７７】
　以下の表1、表3、および表4は、本発明の周波数分割複信（Frequency Division Duplex
ing、FDD）システムにおける異なるカバレッジ拡張レベルについてのリソース構成情報の
表である（表1はカバレッジ拡張レベルLevel1についてのリソース構成情報の表であり、
表3はカバレッジ拡張レベルLevel2についてのリソース構成情報の表であり、表4はカバレ
ッジ拡張レベルLevel3についてのリソース構成情報の表である）。各無線フレームにおい
てプリアンブルを送信するのに用いられるサブフレームのフォーマットは表2として（す
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なわち、やはり非カバレッジ拡張レベルのリソースを構成する方法を用いて）示すことが
できる。
【００７８】
【表１Ａ】
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【００７９】
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【表４Ｂ】

【００８２】
　表1～表4から、異なるカバレッジ拡張レベルのリソースについて構成されたインデック
スが表ごとに別々に示されていることがわかる。具体的実施時に、基地局は、異なるカバ
レッジ拡張レベルについてのリソース構成を指示するために、3つの異なる表に3つの異な
るカバレッジ拡張レベルでユーザ機器のための異なるインデックスを構成することができ
る。例えば、基地局によって一般ユーザのために構成されたプリアンブルの非拡張送信の
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ためのリソースが表2に従って索引付けされ、表2には各無線フレームにおいてプリアンブ
ルを送信するのに用いられるサブフレーム番号が含まれている。プリアンブルの拡張送信
のために、カバレッジ拡張リソースを用いることを必要とするユーザのために構成される
リソースは、表1、表3、および表4のインデックスに従って索引付けされる。サブフレー
ム番号の個数は、各無線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられるサブフ
レーム番号の個数を含む。どの特定の1つまたは複数のサブフレーム番号が用いられるか
は、プリアンブルを送信するために、非カバレッジ拡張レベルのリソースを用いるユーザ
のためにeNBによって構成されるインデックスによって決定され、すなわち表2に従って決
定される。あるいは、プリアンブルの拡張送信のために、異なるカバレッジ拡張レベルに
ついて構成されたリソースを、1つの表、すなわち表1に従って索引付けすることもできる
が、構成時には異なるインデックスに対応するリソースが用いられる。例えば、eNBがカ
バレッジ拡張レベル1から4で時間領域リソースのインデックス値を設定するときに、UEは
表に問い合わせることによって、用いられるランダム・プリアンブル・フォーマットが0
であること、80無線フレームを周期として用いて計算された拡張送信機会のための位置は
、システムフレーム番号（SFN）0または40が無線フレームにおける開始位置として用いら
れることであり、その結果は、80に対して剰余演算が行われた後で得られること、および
、1つの無線フレームが1つのサブフレーム番号を含むこと、を知ることができる。どの特
定のサブフレーム番号が用いられるかは、プリアンブルを送信するために、非カバレッジ
拡張レベルのリソースを用いるユーザのためにeNBによって構成されるインデックスによ
って決定される。例えば、インデックスが5である場合、ランダムプリアンブルは、その
無線フレームにおけるサブフレーム番号が5であるサブフレームを開始点として用いて送
信される。しかし、この表1には、開始フレーム後にプリアンブルを連続して繰り返し送
信するのに用いられる無線フレームの個数に関する情報がない。上述のように、本発明の
本実施形態においては、この情報は、表1に、開始フレーム後にプリアンブルを連続して
繰り返し送信するのに用いられる無線フレームの個数を示すのに用いられる列を追加する
ことによって獲得することもでき、または、直接システムメッセージで別個に搬送するこ
ともでき、または、表1の開始フレームの最大値を含む開始フレームリスト内の2つの開始
フレームごとの間の無線フレームの個数によって決定することもできる。ここでは、前述
3つの方法において、開始フレーム後にプリアンブルを連続して繰り返し送信するのに用
いられる無線フレームの構成された個数は5である、と仮定することができる。
【００８３】
　具体的実施時に、ステップS110で、基地局によって構成されたPRACHリソースは周波数
領域リソースを含むことができ、周波数領域リソースの構成情報は周波数オフセット値（
frequency offset）を含み、周波数オフセット値は、各カバレッジ拡張レベルでのプリア
ンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置のオフセッ
トを指示し、または、周波数オフセット値は、基地局によってサポートされるすべてのカ
バレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための周波数領域周波数分離を指示す
る。具体的実施時に、基地局は、基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張
レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開
始位置の同じオフセットを指示するために、異なるカバレッジ拡張レベルについて同じ周
波数オフセット値を構成し、このようにして、基地局によって異なるカバレッジ拡張レベ
ルについて構成された同じ周波数オフセット値を受信したときに、ユーザ機器は、その同
じ周波数オフセット値を、基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベル
でのプリアンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置
のオフセットとして用いて、基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベ
ルでのプリアンブルの拡張送信のための開始周波数位置を獲得し、または、
　基地局は、各カバレッジ拡張レベルと前の隣接するカバレッジ拡張レベルとの間の同じ
周波数分離を指示するために、異なるカバレッジ拡張レベルについて同じ周波数オフセッ
ト値を構成し、このようにして、基地局によって異なるカバレッジ拡張レベルについて構
成された同じ周波数オフセット値を受信したときに、ユーザ機器は、その同じ周波数オフ
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セット値を、基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベルでのプリアン
ブルの拡張送信のための開始位置間の周波数分離として用いて、基地局によってサポート
されるすべてのカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための開始周波数位
置を獲得し、または、
　基地局は複数の異なる周波数オフセット値を構成し、各周波数オフセット値は、あるカ
バレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位置
に対する、開始位置の周波数オフセットを指示するのに用いられ、このようにして、基地
局によってカバレッジ拡張レベルごとに構成された周波数オフセット値を受信したときに
、ユーザ機器は、カバレッジ拡張レベルごとの周波数オフセット値を、対応するカバレッ
ジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位置に対す
る、開始位置のオフセットとして用いて、対応するカバレッジ拡張レベルでのプリアンブ
ルの拡張送信のための開始周波数位置を獲得する。
【００８４】
　具体的実施時に、基地局によって構成されたPRACHリソースが周波数領域リソースを含
むときに、基地局はユーザ機器へ、カバレッジ拡張レベルごとに構成された周波数オフセ
ット値を送信することができる。
【００８５】
　具体的実施時に、表1～表4の構成に関連して、基地局（例えばeNB）は、システム情報
ブロック（System information block、SIB）において、サポートされるカバレッジ拡張
レベルに対応する時間領域リソースについて構成されたインデックスを送信することがで
きる。加えて、基地局は、システム情報ブロックSIBにおいて、サポートされるカバレッ
ジ拡張レベルに対応する周波数領域リソースの周波数オフセット値をさらに送信すること
もできる。2つのリソース構成について、システム情報ブロックSIB内の構成は以下のコー
ドセグメント1に示すものとすることができる。
　コードセグメント1：
　rootSequenceIndex　　　　　　　　　INTEGER (0..837),
　prach-ConfigIndex　　　　　　　INTEGER (0..63),
　prach_Level 1_ConfigIndex　　　　INTEGER (0..219)
　prach_Level 2_ConfigIndex　　　　INTEGER (0..139),
　prach_Level 3_ConfigIndex　　　　INTEGER (0..59),
　　　　　　　　　　　highSpeedFlag　　　　　　　　　　　BOOLEAN，
　　　　　　　　　　　zeroCorrelationZoneConfig　　　　　INTEGER (0..15),
　　　　　　　　　　　prach-FreqOffset　　　　　　　　　INTEGER (0..94),
　prach_Level 1_FreqOffset　　　　　　　INTEGER (0..94),
　prach_Level 2_FreqOffset　　　　　　　INTEGER (0..94),
　prach_Level 3_FreqOffset　　　　　　　INTEGER (0..94).
【００８６】
　前述の構成情報において、カバレッジ拡張レベルLevelについてのリソース構成の存在
は、基地局が対応するカバレッジ拡張レベルをサポートすることを指示し、
　prach_Level 1_ConfigIndex　　　INTEGER (0..219),
　prach_Level 2_ConfigIndex　　　　INTEGER (0..139),
　prach_Level 3_ConfigIndex　　　　INTEGER (0..59)
　の各情報セグメントは、時間領域リソースのインデックス情報の送付を表し、INTEGER
（0．．219）で搬送されるのは、表1で基地局によってLevel1について構成されたすべて
のリソースインデックスであり、INTEGER（0．．139）で搬送されるのは、表3で基地局に
よってLevel2について構成されたすべてのリソースインデックスであり、INTEGER（0．．
59）で搬送されるのは、表4で基地局によってLevel3について構成されたすべてのリソー
スインデックスである。このようにして、これらのインデックスを受信した後で、ユーザ
機器は、表1に問い合わせることによってLevel1について構成されたPRACHリソースを獲得
し、表3に問い合わせることによってLevel2について構成されたPRACHリソースを獲得し、
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表4に問い合わせることによってLevel3について構成されたPRACHリソースを獲得すること
ができる。
【００８７】
　しかし、
　prach_Level 1_FreqOffset　　　INTEGER(0..94),
　prach_Level 2_FreqOffset　　　INTEGER(0..94),
　prach_Level 3_FreqOffset　　　INTEGER(0..94)
　の各情報セグメントは、周波数領域リソースのオフセット値の送付を表し、
　prach＿Level 1＿FreqOffset INTEGER（0．．94）で搬送されるのは、最小搬送波周波
数に対するLevel1での周波数のオフセットであり、prach＿Level 2＿FreqOffset INTEGER
（0．．94）で搬送されるのは、最小搬送波周波数に対するLevel2での周波数のオフセッ
トであり、prach＿Level 3＿FreqOffset INTEGER（0．．94）で搬送されるのは、最小搬
送波周波数に対するLevel3での周波数のオフセットである。FDDシステムでは、最小搬送
波周波数はPRACH送信機会のための第1の物理リソースブロックに対応し、その値は0以上
、またはアップリンク搬送波リソースブロックの個数から6を差し引いた数以下である。
【００８８】
　具体的実施時に、基地局によってカバレッジ拡張レベルと非カバレッジ拡張レベルとに
ついて構成された周波数領域リソース位置が同じである、すなわち、カバレッジ拡張レベ
ルに対応する周波数領域offsetがprach－FreqOffset値と同じであるときと、基地局によ
ってカバレッジ拡張レベルと非カバレッジ拡張レベルとについて構成された時間領域リソ
ースが一部オーバーラップするときに、基地局は、カバレッジ拡張レベルについて、非カ
バレッジ拡張レベルについて構成されたのと異なる符号語リソースを構成することができ
る。非カバレッジ拡張方式で送信されたリソースの構成を用いるユーザ機器について、プ
リアンブル構成は、セルにおいて構成されたプリアンブルの総数を含む。これらのプリア
ンブルは2つのグループ、すなわち、グループAとグループBとに分類される。非カバレッ
ジ拡張方式で送信されたリソースの構成を用いるユーザ機器は、送信されたmessage3のサ
イズに従ってグループAまたはグループB内の符号語を用いると決定する。構成はグループ
A内のプリアンブル符号語の個数を含み、グループBに対応する符号語の個数は、セルにお
いて構成されたプリアンブルの総数から構成におけるグループA内のプリアンブル符号語
の個数を差し引くことによって暗黙的に獲得することができる。
【００８９】
　本発明の本実施形態では、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された符
号語リソースは、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの総数、グルー
プAに対応するプリアンブルの個数、またはルート系列のうちの少なくとも1つを含む。具
体的実施時に、基地局によってカバレッジ拡張レベルごとに構成されたルート系列は非カ
バレッジ拡張方式で送信されたリソースのルート系列と同じとすることができるが、カバ
レッジ拡張レベルごとに構成されたプリアンブルの総数およびグループAに対応するプリ
アンブルの個数は、非カバレッジ拡張方式で送信されたリソースのそれらの数と異なりう
る。本発明の本実施形態では、グループA内のmessageのサイズおよびグループB内のメッ
セージにおける電力オフセット値をさらに構成することができ、それにより、カバレッジ
拡張レベルのリソースを用いるユーザは、グループA内のmessageのサイズをユーザによっ
て送信されるべきメッセージ3のサイズと比較することにより、用いられるのはグループA
内のプリアンブル符号語かそれともグループB内のプリアンブル符号語か決定し、グルー
プB内のプリアンブル符号語が用いられるときに、メッセージ3が送信されるときに用いら
れる必要がある電力オフセット値を決定する。
【００９０】
　当然ながら、具体的実施時に、基地局によってカバレッジ拡張レベルと非カバレッジ拡
張レベルとについて構成された周波数領域リソース位置が異なる、すなわち、カバレッジ
拡張レベルに対応する周波数領域offsetがprach－FreqOffset値と異なるときと、基地局
によってカバレッジ拡張レベルと非カバレッジ拡張レベルとについて構成された時間領域
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リソースがオーバーラップしないときには、基地局は、カバレッジ拡張レベルについて符
号語リソースを構成する必要がない場合もある。
【００９１】
　このようにして、ユーザ機器が基地局によって送付された構成情報を受信したときに、
基地局がカバレッジ拡張レベルについての符号語リソースを構成しており、異なるカバレ
ッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースまたは周波数領域リソースが同じで
ある場合、ユーザは構成された符号語リソースを用い、基地局がカバレッジ拡張レベルに
ついての符号語リソースを構成しない場合、ユーザは、（ユーザによって用いられる、非
カバレッジ拡張方式で送信されたリソースについて構成された符号語リソース、例えば、
ルート系列、プリアンブルの総数、グループA内のプリアンブルの個数、グループA内のme
ssage3のサイズ、グループB内のmessage3の送信時の電力offset値などを含む）非カバレ
ッジ拡張ユーザ機器によって用いられるプリアンブル符号語リソースを用いる。
【００９２】
　具体的実施時に、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの総数、グル
ープAに対応するプリアンブルの個数、およびルート系列を含む符号語リソースの構成情
報を受信したときに、ユーザ機器は、カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語情
報を用いて、プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得し、または、
　カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの総数、グループAに対応する
プリアンブルの個数、もしくはルート系列の一部だけを含む符号語リソースのリソース構
成情報を受信したときに、ユーザ機器は、カバレッジ拡張レベルについて構成された符号
語リソースの構成情報、および非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構成された、
カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報に欠けている符号語
リソースの構成情報を用いて、プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得する。例え
ば、基地局はカバレッジ拡張レベルごとのルート系列を構成しているが、カバレッジ拡張
レベルごとのプリアンブルの総数およびグループA内のプリアンブルの個数を構成しない
ものと仮定すると、ユーザ機器は、カバレッジ拡張レベルに対応する符号語を獲得すべき
ときに、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成されたルート系列、および非
カバレッジ拡張レベルについて構成されたプリアンブルの総数およびグループA内のプリ
アンブルの個数を用いて、符号語を獲得し、または、
　ユーザ機器が符号語リソースの構成情報を受信しないときに、ユーザ機器は、非カバレ
ッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報を用いて、プリアンブルの
拡張送信のための符号語を獲得し、すなわち、ユーザ機器は、ユーザによって用いられる
、非カバレッジ拡張方式で送信されたリソースについて構成された符号語リソースを用い
て符号語を獲得し、符号語リソースは、ルート系列、プリアンブルの総数、グループA内
のプリアンブルの個数、グループA内のmessage3のサイズ、グループB内のmessage3の送信
時の電力offset値などを含む。
【００９３】
　本発明の本実施形態では、基地局が非カバレッジ拡張レベルおよびカバレッジ拡張レベ
ルについてのプリアンブルのルート系列を構成する方法の一例を以下のコードセグメント
2として示す。
　コードセグメント2：
　PRACH-ConfigSIB ::=　　　　SEQUENCE {
　　　　　　　　　　rootSequenceIndex　　　　　　　　　INTEGER (0..837),
　rootSequenceIndex_Level1　　　　　　INTEGER (0..839),
　rootSequenceIndex_Level2　　　　　　INTEGER (0..897),
　rootSequenceIndex_Level3　　　　　　INTEGER (0..857),
　　　　　　　　　　　prach-ConfigInfo　　　　　　　　　PRACH-ConfigInfo
　}.
【００９４】
　したがって、
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　本発明の本実施形態では、基地局が非カバレッジ拡張レベルおよびカバレッジ拡張レベ
ルについてのプリアンブルの総数およびグループA内のプリアンブルの個数を構成する方
法の一例を以下のコードセグメント3として示す。
　コードセグメント3：
　RACH-ConfigCommon:
　　　　　numberOfRA-Preambles　　　　ENUMERATED {
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n4, n8, n12, n16, n20, n24, n28,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n32, n36, n40, n44, n48, n52, n56,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n60, n64},
　　　　　preamblesGroupAConfig　　　　SEQUENCE {
　　　　　　sizeOfRA-PreamblesGroupA　　　ENUMERATED {
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n4, n8, n12, n16, n20, n24, n28,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n32, n36, n40, n44, n48, n52, n56,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n60},
　　　　　numberOfRA-Preambles_Level 1　　　　ENUMERATED {
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n4, n8, n12, n16, n20, n24, n28,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n32, n36, n40, n44, n48, n52, n5
6,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n60, n64},
　　　　　preamblesGroupAConfig　　　　SEQUENCE {
　　　　　　sizeOfRA-PreamblesGroupA_Level 1　　ENUMERATED {
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n4, n8, n12, n16, n20, n24, n28,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n32, n36, n40, n44, n48, n52, n56,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n60},
　　　　　numberOfRA-Preambles_Level 2　　　　ENUMERATED {
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n4, n8, n12, n16, n20, n24, n28,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n32, n36, n40, n44, n48, n52, n56,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n60, n64},
　　　　　preamblesGroupAConfig　　　　SEQUENCE {
　　　　　　sizeOfRA-PreamblesGroupA_Level 2　　ENUMERATED {
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n4, n8, n12, n16, n20, n24, n28,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n32, n36, n40, n44, n48, n52, n56,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n60},
　　　　　numberOfRA-Preambles_Level 3　　　　ENUMERATED {
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n4, n8, n12, n16, n20, n24, n28,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n32, n36, n40, n44, n48, n52, n56,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n60, n64},
　　　　　preamblesGroupAConfig　　　　SEQUENCE {
　　　　　　sizeOfRA-PreamblesGroupA_Level 3　　ENUMERATED {
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n4, n8, n12, n16, n20, n24, n28,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n32, n36, n40, n44, n48, n52, n56,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n60},
　　　　　　messageSizeGroupA　　　　　ENUMERATED {b56, b144, b208, b256},
　　　　　　messagePowerOffsetGroupB　　　ENUMERATED {
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　minusinfinity, dB0, dB5, dB8, dB10, 
dB12,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dB15, dB18},
　　　　　　messageSizeGroupA_Level 1　　　　ENUMERATED {b56, b144, b208, b256},
　　　　　　messagePowerOffsetGroupB_Level 1　ENUMERATED {
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　minusinfinity, dB0, dB5, dB8, dB10, 
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dB12,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dB15, dB18},
　　　　　　messageSizeGroupA_Level 2　　　ENUMERATED {b56, b144, b208, b256},
　　　　　　messagePowerOffsetGroupB_Level 2　ENUMERATED {
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　minusinfinity, dB0, dB5, dB8, dB10, 
dB12,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dB15, dB18},
　　　　　　messageSizeGroupA_Level 3　　　ENUMERATED {b56, b144, b208, b256},
　　　　　　messagePowerOffsetGroupB_Level 3　ENUMERATED {
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　minusinfinity, dB0, dB5, dB8, dB10, 
dB12,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dB15, dB18}.
【００９５】
　上記からわかるように、本発明の本実施形態では、基地局はサポートされるカバレッジ
拡張レベルおよびカバレッジ拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成し、基地局は、
ユーザ機器が対応するPRACHリソースを取得し、取得したPRACHリソース上でプリアンブル
preambleを送信するように、ユーザ機器へ、カバレッジ拡張レベルについて構成されたPR
ACHリソースのリソースインデックスおよび／またはリソース構成情報を送信する。した
がって、カバレッジ拡張モードで動作するユーザ機器のためにPRACHリソースを構成する
ことができる。
【００９６】
　図3は、本発明による基地局の一実施形態の概略的構造構成図である。図3に示すように
、本基地局は、構成モジュール31と、送信モジュール32とを含むことができる。
【００９７】
　構成モジュール31は、基地局によってサポートされるカバレッジ拡張レベルおよびカバ
レッジ拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成するように構成されている。
　送信モジュール32は、ユーザ機器へ、カバレッジ拡張レベルについて構成されたPRACH
リソースのリソースインデックスおよび／またはリソース構成情報を送信し、それにより
、ユーザ機器が対応するPRACHリソースを取得し、取得したPRACHリソース上でプリアンブ
ルpreambleを送信する、ように構成されている。
【００９８】
　具体的実施時に、基地局によってサポートされるカバレッジ拡張レベルおよびカバレッ
ジ拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成するときに、構成モジュール31は、基地局
によって現在サポートされているカバレッジ拡張レベルおよびそのカバレッジ拡張レベル
に対応するPRACHリソースを構成し、または、基地局によってサポートされるすべてのカ
バレッジ拡張レベルおよびそれらのカバレッジ拡張レベルに対応するPRACHリソースを構
成し、基地局によって現在サポートされているカバレッジ拡張レベルを指示することがで
きる。
【００９９】
　具体的実施時に、構成モジュール31によって構成されたPRACHリソースは時間領域リソ
ースを含むことができ、時間領域リソースのリソース構成情報は、プリアンブルpreamble
フォーマット、プリアンブルの拡張送信機会の密度、ある密度での拡張送信のためのプリ
アンブルの送信機会、またはプリアンブルの拡張送信ごとの反復回数、のうちの少なくと
も1つを含むことができる。加えて、構成モジュール31は、異なるカバレッジ拡張レベル
について同じプリアンブルpreambleフォーマットを構成し、または異なるカバレッジ拡張
レベルについてそれぞれ異なるプリアンブルpreambleフォーマットを構成する。プリアン
ブルの拡張送信機会の密度とは、ある期間内にプリアンブルに関して拡張送信を行うこと
のできる送信機会の回数をいう。送信機会とは、当該期間内のプリアンブルの拡張送信ご
との無線フレームの時間領域の開始位置をいう。図2に示すように、期間Density0および
期間Density1を例に取ると、期間Density0内には、ランダムプリアンブルpreambleの2回
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の拡張送信機会しかない。すなわち、時間Density0内では、プリアンブルの拡張送信機会
の密度は2である。加えて、ランダムプリアンブルpreambleの2つの拡張送信機会には2つ
の選択肢、すなわち2つのリソースバージョン、例えば、Level 1 PRACH configuration i
ndex 0（‘Level 1’はカバレッジ拡張レベルを表し、‘V1’はリソースバージョンを表
す）およびLevel 1 PRACH configuration index 1（‘Level 1’はカバレッジ拡張レベル
を表し、‘V2’はリソースバージョンを表す）がありうる。図2からわかるように、リソ
ースバージョンV1とリソースバージョンV2とでは、プリアンブルの拡張送信のための無線
フレームの時間領域の開始位置および無線フレームの個数が異なる。しかし、期間Densit
y1内には、ランダムプリアンブルpreambleのための4回の拡張送信機会がある。すなわち
、時間Density1内では、プリアンブルの拡張送信機会の密度は4である。加えて、ランダ
ムプリアンブルpreambleの4回の拡張送信機会にも2つの選択肢、すなわち2つのリソース
バージョン、例えば、Level 1 PRACH configuration index 2（‘Level 1’はカバレッジ
拡張レベルを表し、‘V1’はリソースバージョンを表す）およびLevel 1 PRACH configur
ation index 3（‘Level 1’はカバレッジ拡張レベルを表し、‘V2’はリソースバージョ
ンを表す）がありうる。
【０１００】
　具体的実施時に、構成モジュール31によって構成されたPRACHリソースが時間領域リソ
ースを含むときに、構成モジュール31は、時間領域リソースについてのリソースインデッ
クスをさらに構成することができ、各インデックスは1つの時間領域リソースのリソース
構成情報に対応する。このようにして、本発明の本実施形態の基地局とユーザ機器はどち
らも、通信プロトコルによってサポートされるカバレッジ拡張レベルに対応する時間領域
リソースの構成情報を記憶することができ、送信モジュール32は、ユーザ機器へ、カバレ
ッジ拡張レベルごとに構成されたPRACHリソースのリソースインデックスを送信すること
ができ、それにより、ユーザ機器がインデックスを用いて時間領域リソースの対応するリ
ソース構成情報を問い合わせる。したがって、基地局は、ユーザ機器へ時間領域リソース
の詳細な構成情報を送信する必要がない場合もあり、システムリソースが節約される。
【０１０１】
　具体的実施時に、プリアンブルの拡張送信機会の密度および当該密度でのプリアンブル
の拡張送信機会を構成するときに、構成モジュール31は、プリアンブルの拡張送信のため
の無線フレーム周期および各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられ
る開始無線フレーム番号リストを特に構成することができ、それにより、基地局によって
カバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのリソースインデックスを受
信した後で、ユーザ機器は、プリアンブルの拡張送信のための無線フレーム周期および無
線フレーム番号を決定するために、プリアンブルの拡張送信のための無線フレーム周期お
よび各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番
号を問い合わせ、無線フレーム周期および開始無線フレーム番号はリソースインデックス
に対応する。例えば、カバレッジ拡張レベルLevel1について、基地局は、表1に従って、
プリアンブルの拡張送信のための無線フレーム周期を80無線フレームとして構成し、各無
線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号リスト
を表1の第4列に示すように構成することができる。例えば、ユーザ機器によって受信され
る時間領域リソースのインデックスが5であると仮定すると、ユーザ機器は、問い合わせ
によって、プリアンブルの拡張送信のためのリソースインデックス5に対応する無線フレ
ーム周期は80無線フレームであり、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに
用いられる開始無線フレーム番号は第20フレームおよび第60フレームであることを知る。
したがって、カバレッジ拡張レベルLevel1において、プリアンブルの拡張送信のための無
線フレーム周期は80無線フレームであり、プリアンブルの拡張送信のための開始フレーム
位置は第20フレームおよび第60フレームであると決定される。すなわち、カバレッジ拡張
レベルLevel1では、80フレーム内のプリアンブルの拡張送信の密度は2であり、個別の送
信機会は80フレーム内の第20フレームおよび第60フレームから開始する。
【０１０２】
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　具体的実施時に、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、構成モジ
ュール31は、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フ
レーム番号リストを特に構成することができ、無線フレーム番号リストの、無線フレーム
番号の最大値を含む、リスト内の2つの無線フレーム番号ごとの間のフレームの個数は、
プリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個数を指示し、それによ
り、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのすべて
のリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、プリアンブルを連続して送信す
るのに用いられる無線フレームの個数を決定するために、リソースインデックスに従って
、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号
の最大値を含む無線フレーム番号リストを問い合わせる。例えば、表1のLevel1の構成さ
れた時間領域リソースをさらに例に取ると、表1では、Level1について構成されたすべて
のリソースインデックスに従った問い合わせによって、各無線フレーム周期内にプリアン
ブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号の最大値を含む無線フレーム番号リ
ストはインデックス10に対応する無線フレーム番号リストであることがわかり、リストに
含まれる、プリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号は、続けて「0
、5、10、15、20、25、30、35、40、45、50、55、60、65、70、および75」である。この
項目からわかるように、プリアンブルの2回の連続した拡張送信機会が5つの連続した無線
フレームで隔てられており、このように、カバレッジ拡張レベルLevel1に対応して、1回
の拡張送信が5つの連続した無線フレームを占め、すなわち、ユーザ機器によって行われ
るプリアンブルの各拡張送信が5つの連続した無線フレーム内で繰り返し行われる。
【０１０３】
　あるいは、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、構成モジュール
31は、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始フレーム番号
リストおよび各開始フレーム後にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フ
レームの個数を特に構成し（構成方法は、開始フレーム番号後にプリアンブルを送信する
のに用いられる無線フレームの個数が、リストを用いて暗黙的に指示されるのではなく、
明示されるという点で、前述の方法と異なる）、それにより、基地局によってカバレッジ
拡張レベルについて構成された時間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で
、ユーザ機器は、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始フ
レーム番号リストおよび各開始フレーム後にプリアンブルを連続して送信するのに用いら
れる無線フレームの個数を問い合わせ、リストおよび個数はリソースインデックスに対応
する。例えば、表1のLevel1の構成された時間領域リソースをさらに例に取ると、表1では
、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられ、すべてのリソースイン
デックスに対応する開始無線フレーム番号を問い合わせによって知ることができる。例え
ば、インデックス4に対応する開始無線フレーム番号は第0フレームおよび第40フレームで
ある。加えて、本発明の本実施形態では、プリアンブルを連続して送信するために、第0
の開始無線フレーム後の10フレームおよび第40の開始無線フレーム後の10フレームをさら
に直接構成することもできる。したがって、カバレッジ拡張レベルLevel1に対応して、イ
ンデックス4に対応するリソース構成が用いられるときに、1回の拡張送信のための開始フ
レームは第0フレームであり、拡張送信は10個の連続した無線フレームを占め、すなわち
、プリアンブルの各拡張送信が10個の連続した無線フレーム内で繰り返し行われる。
【０１０４】
　あるいは、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、構成モジュール
31は、サブフレーム番号の個数またはサブフレーム番号をさらに構成し、サブフレーム番
号は各無線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられ、各無線フレームにお
いてプリアンブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号は、非カバレッジ拡張レベ
ルの使用について構成されたリソース構成と同じであり、または異なり、
　それにより、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソー
スのリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、サブフレーム番号の個数もし
くはサブフレーム番号を問い合わせ、サブフレーム番号は各無線フレームにおいてプリア
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ンブルを送信するのに用いられ、個数もしくはサブフレーム番号はリソースインデックス
に対応し、
　例えば、表1のLevel1の構成された時間領域リソースをさらに例に取ると、表1の第5列
は、各無線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号の
構成された個数である。
　例えば、表1を参照すると、表1の第4列からわかるように、インデックス4のリソース構
成がカバレッジ拡張レベルLevel1に用いられるときに、プリアンブルの拡張送信に用いら
れる開始無線フレーム番号は第0フレームおよび第40フレームである。表1の第5列がさら
に問い合わせられ、第0フレームおよび第40フレームにおいてプリアンブルを送信するの
に用いられる1つのサブフレーム番号があることがわかる。したがって、基地局がユーザ
機器へ時間領域リソースのインデックス4を送付した後で、カバレッジ拡張レベルLevel1
のリソースを用いるユーザ機器は、インデックス4による問い合わせによって、プリアン
ブルの拡張送信に用いられる開始無線フレーム番号は第0フレームおよび第40フレームで
あり、第0フレームおよび第40フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられる1
つのサブフレーム番号があることを知ることができる。当然ながら、具体的実施時には、
各無線フレーム内でプリアンブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号を指示する
ために表1に1列をさらに追加することができ、それにより、ユーザ機器は問い合わせによ
ってサブフレーム番号を知ることができ、または、
　それにより、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソー
スのリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、各無線フレームにおいてプリ
アンブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号の、リソースインデックスに対応す
る個数を問い合わせ、基地局によって非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構成さ
れたリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、各無線フレームにおいてプリ
アンブルを送信するのに用いられ、非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構成され
たリソースインデックスに対応するサブフレーム番号を問い合わせ、この方法は、非カバ
レッジ拡張レベルのリソースについて構成されたサブフレーム番号を、各無線フレームに
おいてプリアンブルの拡張送信に用いられるサブフレーム番号を再構成せずに直接用いる
ことができるという点で、前述の方法と異なる。
　非カバレッジ拡張レベルのリソース構成情報の詳細については、表2を参照されたく、
「Subframe number」とは、プリアンブルの拡張送信に特に使用することのできるサブフ
レーム番号である。
【０１０５】
　結論として、本発明の本実施形態では、1回の拡張送信に対応するプリアンブルの送信
回数が、プリアンブルの拡張送信のための無線フレームの構成された開始フレーム番号、
開始フレーム番号後にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個
数、および各無線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられるサブフレーム
番号の個数によって最終的に決定される。例えば、プリアンブルを送信するのに用いられ
る1つの無線フレームの開始フレーム番号が0に設定されるとき、開始フレーム番号後にプ
リアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個数は5に設定され、各無
線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられるサブフレームの個数は2に設
定され、対応するカバレッジ拡張レベルでの1回の拡張送信に応答して、プリアンブルが1
0回にわたって繰り返し送信される。
【０１０６】
　本発明の本実施形態では、基地局によってカバレッジ拡張レベルごとに構成されたリソ
ース構成情報および各リソース構成のインデックスが、リソース構成情報表を用いて記録
される。方法実施形態で説明したように、表1、表3、および表4は、本発明の周波数分割
複信（Frequency Division Duplexing、FDD）システムにおける異なるカバレッジ拡張レ
ベルについてのリソース構成情報の表である（表1はカバレッジ拡張レベルLevel1につい
てのリソース構成情報の表であり、表3はカバレッジ拡張レベルLevel2についてのリソー
ス構成情報の表であり、表4はカバレッジ拡張レベルLevel3についてのリソース構成情報
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の表である）。各無線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられるフレーム
のフォーマットは表2として示すことができる。
【０１０７】
　表1～表4から、異なるカバレッジ拡張レベルのリソースについて構成されたインデック
スが表ごとに別々に示されていることがわかる。具体的実施時に、基地局は、異なるカバ
レッジ拡張レベルについてのリソース構成を指示するために、3つの異なる表に3つの異な
るカバレッジ拡張レベルでユーザ機器のための異なるインデックスを構成することができ
る。例えば、基地局によって一般ユーザのために構成されたプリアンブルの非拡張送信の
ためのリソースが表2に従って索引付けされ、表2には各無線フレームにおいてプリアンブ
ルを送信するのに用いられるサブフレーム番号が含まれている。プリアンブルの拡張送信
のために、カバレッジ拡張リソースを用いることを必要とするユーザのために構成される
リソースは、表1、表3、および表4のインデックスに従って索引付けされる。サブフレー
ム番号の個数は、各無線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられるサブフ
レーム番号の個数を含む。どの特定の1つまたは複数のサブフレーム番号が用いられるか
は、プリアンブルを送信するために、非カバレッジ拡張レベルのリソースを用いるユーザ
のためにeNBによって構成されるインデックスによって決定され、すなわち表2に従って決
定される。あるいは、プリアンブルの拡張送信のために、異なるカバレッジ拡張レベルに
ついて構成されたリソースを、1つの表、すなわち表1に従って索引付けすることもできる
が、構成時には異なるインデックスに対応するリソースが用いられる。例えば、eNBがカ
バレッジ拡張レベル1から4で時間領域リソースのインデックス値を設定するときに、UEは
表に問い合わせることによって、用いられるランダム・プリアンブル・フォーマットが0
であること、80無線フレームを周期として用いて計算された拡張送信機会のための位置は
、システムフレーム番号（SFN）0または40が無線フレームにおける開始位置として用いら
れることであり、その結果は、80に対して剰余演算が行われた後で得られること、および
、1つの無線フレームが1つのサブフレーム番号を含むこと、を知ることができる。どの特
定のサブフレーム番号が用いられるかは、プリアンブルを送信するために、非カバレッジ
拡張レベルのリソースを用いるユーザのためにeNBによって構成されるインデックスによ
って決定される。例えば、インデックスが5である場合、ランダムプリアンブルは、その
無線フレームにおけるサブフレーム番号が5であるサブフレームを開始点として用いて送
信される。
【０１０８】
　具体的実施時に、構成モジュール31によって構成されたPRACHリソースは周波数領域リ
ソースを含むことができ、周波数領域リソースの構成情報は周波数オフセット値を含むこ
とができ、周波数オフセット値（frequency offset）は、各カバレッジ拡張レベルでのプ
リアンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置のオフ
セットを指示し、または、周波数オフセット値は、基地局によってサポートされるすべて
のカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための周波数領域周波数分離を指
示する。具体的実施時に、構成モジュール31によって構成されたPRACHリソースが周波数
領域リソースを含むときに、送信モジュール32はユーザ機器へ、カバレッジ拡張レベルに
ついて構成された周波数オフセット値を送信することができる。
【０１０９】
　具体的実施時に、構成モジュール31は、基地局によってサポートされるすべてのカバレ
ッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位置に対
する、開始位置の同じオフセットを指示するために、異なるカバレッジ拡張レベルについ
て同じ周波数オフセット値を構成することができ、このようにして、基地局によって異な
るカバレッジ拡張レベルについて構成された同じ周波数オフセット値を受信したときに、
ユーザ機器は、その同じ周波数オフセット値を、基地局によってサポートされるすべての
カバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位
置に対する、開始位置のオフセットとして用いて、基地局によってサポートされるすべて
のカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための開始周波数位置を獲得し、
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または、
　構成モジュール31は、各カバレッジ拡張レベルと前の隣接するカバレッジ拡張レベルと
の間の同じ周波数分離を指示するために、異なるカバレッジ拡張レベルについて同じ周波
数オフセット値を構成することができ、このようにして、基地局によって異なるカバレッ
ジ拡張レベルについて構成された同じ周波数オフセット値を受信したときに、ユーザ機器
は、その同じ周波数オフセット値を、基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ
拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための開始位置間の周波数分離として用いて、
基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送
信のための開始周波数位置を獲得し、または、
　構成モジュール31は複数の異なる周波数オフセット値を構成することができ、各周波数
オフセット値は、あるカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、搬送
波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置の周波数オフセットを指示するのに用いられ
、このようにして、基地局によってカバレッジ拡張レベルごとに構成された周波数オフセ
ット値を受信したときに、ユーザ機器は、カバレッジ拡張レベルごとの周波数オフセット
値を、対応するカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、搬送波周波
数帯域の開始位置に対する、開始位置のオフセットとして用いて、対応するカバレッジ拡
張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための開始周波数位置を獲得する。
【０１１０】
　具体的実施時に、表1～表4の構成に関連して、基地局（例えばeNB）は、システム情報
ブロック（System information block、SIB）において、サポートされるカバレッジ拡張
レベルに対応する時間領域リソースについて構成されたインデックスを送信することがで
きる。加えて、基地局は、システム情報ブロックSIBにおいて、サポートされるカバレッ
ジ拡張レベルに対応する周波数領域リソースの周波数オフセット値をさらに送信すること
もできる。2つのリソース構成について、システム情報ブロックSIB内の構成は前述のコー
ドセグメント1に示すものとすることができ、コードセグメント1およびコードセグメント
1内のコードの意味はここで繰り返し説明しない。
【０１１１】
　具体的実施時に、基地局によってカバレッジ拡張レベルと非カバレッジ拡張レベルとに
ついて構成された周波数領域リソース位置が同じである、すなわち、カバレッジ拡張レベ
ルに対応する周波数領域offsetがprach－FreqOffset値と同じであるときと、基地局によ
ってカバレッジ拡張レベルと非カバレッジ拡張レベルとについて構成された時間領域リソ
ースが一部オーバーラップするときに、基地局は、カバレッジ拡張レベルについて、非カ
バレッジ拡張レベルについて構成されたのと異なる符号語リソースを構成することができ
る。非カバレッジ拡張方式で送信されたリソースの構成を用いるユーザ機器について、プ
リアンブル構成は、セルにおいて構成されたプリアンブルの総数を含む。これらのプリア
ンブルは2つのグループ、すなわち、グループAとグループBとに分類される。非カバレッ
ジ拡張方式で送信されたリソースの構成を用いるユーザ機器は、送信されたmessage3のサ
イズに従ってグループAまたはグループB内の符号語を用いると決定する。構成はグループ
A内のプリアンブル符号語の個数を含み、グループBに対応する符号語の個数は、セルにお
いて構成されたプリアンブルの総数から構成におけるグループA内のプリアンブル符号語
の個数を差し引くことによって暗黙的に獲得することができる。
【０１１２】
　本発明の本実施形態では、構成モジュール31によってカバレッジ拡張レベルについて構
成された符号語リソースは、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの総
数、グループAに対応するプリアンブルの個数、またはルート系列のうちの少なくとも1つ
を含む。具体的実施時に、構成モジュール31によってカバレッジ拡張レベルごとに構成さ
れたルート系列は非カバレッジ拡張方式で送信されたリソースのルート系列と同じとする
ことができるが、カバレッジ拡張レベルごとに構成されたプリアンブルの総数およびグル
ープAに対応するプリアンブルの個数は、非カバレッジ拡張方式で送信されたリソースの
それらの数と異なりうる。本発明の本実施形態では、グループA内のmessageのサイズおよ
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びグループB内のメッセージにおける電力オフセット値をさらに構成することができ、そ
れにより、カバレッジ拡張レベルのリソースを用いるユーザは、グループA内のmessageの
サイズをユーザによって送信されるべきメッセージ3のサイズと比較することにより、用
いられるのはグループA内のプリアンブル符号語かそれともグループB内のプリアンブル符
号語か決定し、グループB内のプリアンブル符号語が用いられるときに、メッセージ3が送
信されるときに用いられる必要がある電力オフセット値を決定する。
【０１１３】
　当然ながら、具体的実施時に、構成モジュール31によってカバレッジ拡張レベルと非カ
バレッジ拡張レベルとについて構成された周波数領域リソース位置が異なる、すなわち、
カバレッジ拡張レベルに対応する周波数領域offsetがprach－FreqOffset値と異なるとき
と、構成モジュール31によってカバレッジ拡張レベルと非カバレッジ拡張レベルとについ
て構成された時間領域リソースがオーバーラップしないときには、構成モジュール31は、
カバレッジ拡張レベルについて符号語リソースを構成する必要がない場合もある。
【０１１４】
　このようにして、ユーザ機器が送信モジュール32によって送付された構成情報を受信し
たときに、基地局がカバレッジ拡張レベルについての符号語リソースを構成しており、異
なるカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースまたは周波数領域リソー
スが同じである場合、ユーザは構成された符号語リソースを用い、基地局がカバレッジ拡
張レベルについての符号語リソースを構成しない場合、ユーザは、（ユーザによって用い
られる、非カバレッジ拡張方式で送信されたリソースについて構成された符号語リソース
、例えば、ルート系列、プリアンブルの総数、グループA内のプリアンブルの個数、グル
ープA内のmessage3のサイズ、グループB内のmessage3の送信時の電力offset値などを含む
）非カバレッジ拡張ユーザ機器によって用いられるプリアンブル符号語リソースを用いる
。
【０１１５】
　具体的実施時に、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの総数、グル
ープAに対応するプリアンブルの個数、およびルート系列を含む符号語リソースの構成情
報を受信したときに、ユーザ機器は、カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語情
報を用いて、プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得し、または、
　カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの総数、グループAに対応する
プリアンブルの個数、もしくはルート系列の一部だけを含む符号語リソースのリソース構
成情報を受信したときに、ユーザ機器は、カバレッジ拡張レベルについて構成された符号
語リソースの構成情報、および非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構成された、
カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報に欠けている符号語
リソースの構成情報を用いて、プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得する。
　例えば、基地局はカバレッジ拡張レベルごとのルート系列を構成しているが、カバレッ
ジ拡張レベルごとのプリアンブルの総数およびグループA内のプリアンブルの個数を構成
しないものと仮定すると、ユーザ機器は、カバレッジ拡張レベルに対応する符号語を獲得
すべきときに、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成されたルート系列、お
よび非カバレッジ拡張レベルについて構成されたプリアンブルの総数およびグループA内
のプリアンブルの個数を用いて、符号語を獲得し、または、
　ユーザ機器が符号語リソースの構成情報を受信しないときに、ユーザ機器は、非カバレ
ッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報を用いて、プリアンブルの
拡張送信のための符号語を獲得し、すなわち、ユーザ機器は、ユーザによって用いられる
、非カバレッジ拡張方式で送信されたリソースについて構成された符号語リソースを用い
て符号語を獲得し、符号語リソースは、ルート系列、プリアンブルの総数、グループA内
のプリアンブルの個数、グループA内のmessage3のサイズ、グループB内のmessage3の送信
時の電力offset値などを含む。
【０１１６】
　本発明の本実施形態では、基地局が非カバレッジ拡張レベルおよびカバレッジ拡張レベ
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ルについてのプリアンブルのルート系列を構成する方法の一例が前述のコードセグメント
2として示されている。基地局が非カバレッジ拡張レベルおよびカバレッジ拡張レベルに
ついてのプリアンブルの総数およびグループA内のプリアンブルの個数を構成する方法の
一例がコードセグメント3として示されている。コードセグメント2の内容、およびコード
セグメント3の内容、および各コードセグメント内のコードの意味はここで繰り返し説明
しない。
【０１１７】
　上記からわかるように、本発明の本実施形態では、基地局はサポートされるカバレッジ
拡張レベルおよびカバレッジ拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成し、基地局は、
ユーザ機器が対応するPRACHリソースを取得し、取得したPRACHリソース上でプリアンブル
preambleを送信するように、ユーザ機器へ、カバレッジ拡張レベルについて構成されたPR
ACHリソースのリソースインデックスおよび／またはリソース構成情報を送信する。した
がって、カバレッジ拡張モードで動作するユーザ機器のためにPRACHリソースを構成する
ことができる。
【０１１８】
　図4は、本発明による基地局の別の実施形態の概略的構造構成図である。図4に示すよう
に、本基地局は、メモリ41と、プロセッサ42と、送信装置43とを含むことができる。
【０１１９】
　プロセッサ42は、基地局によってサポートされるカバレッジ拡張レベルおよびそのカバ
レッジ拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成するために、メモリ41に記憶されたプ
ログラムを呼び出す。
【０１２０】
　送信装置43は、ユーザ機器へ、プロセッサ42によってカバレッジ拡張レベルについて構
成されたPRACHリソースのリソースインデックスおよび／またはリソース構成情報を送信
し、それにより、ユーザ機器が対応するPRACHリソースを取得し、取得したPRACHリソース
上でプリアンブルpreambleを送信する、ように構成されている。
【０１２１】
　いくつかの実行可能な実施態様において、プロセッサ42は、基地局によって現在サポー
トされているカバレッジ拡張レベルおよびそのカバレッジ拡張レベルに対応するPRACHリ
ソースを構成し、または、基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベル
およびそれらのカバレッジ拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成し、基地局によっ
て現在サポートされているカバレッジ拡張レベルを指示する、ように特に構成されている
。
【０１２２】
　いくつかの実行可能な実施態様において、プロセッサ42によって構成されたPRACHリソ
ースは時間領域リソースを含み、時間領域リソースのリソース構成情報は、プリアンブル
preambleフォーマット、プリアンブルの拡張送信機会の密度、ある密度での拡張送信のた
めのプリアンブルの送信機会、またはプリアンブルの拡張送信ごとの反復回数、のうちの
少なくとも1つを含む。
【０１２３】
　リソースが時間領域リソースを含むときに、送信装置43はユーザ機器へ、1つまたは複
数のカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのリソースインデックス
を送信するように特に構成されており、各インデックスは1つの時間領域リソースのリソ
ース構成情報に対応する。
【０１２４】
　いくつかの実行可能な実施態様において、プリアンブルの拡張送信機会の密度および当
該密度でのプリアンブルの拡張送信機会を構成するときに、プロセッサ42は、プリアンブ
ルの拡張送信のための無線フレーム周期および各無線フレーム周期内にプリアンブルを送
信するのに用いられる開始無線フレーム番号リストを特に構成し、それにより、基地局に
よってカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのリソースインデック
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スを受信した後で、ユーザ機器は、プリアンブルの拡張送信のための無線フレーム周期お
よび無線フレーム番号を決定するために、プリアンブルの拡張送信のための無線フレーム
周期および各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレ
ーム番号を問い合わせ、無線フレーム周期および開始無線フレーム番号はリソースインデ
ックスに対応する。
【０１２５】
　いくつかの実行可能な実施態様において、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構
成するときに、プロセッサ42は、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用
いられる開始無線フレーム番号リストを特に構成し、無線フレーム番号リストの、無線フ
レーム番号の最大値を含む、リスト内の2つの無線フレーム番号ごとの間のフレームの個
数は、プリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個数を指示し、そ
れにより、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースの
すべてのリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、プリアンブルを連続して
送信するのに用いられる無線フレームの個数を決定するために、リソースインデックスに
従って、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレー
ム番号の最大値を含む無線フレーム番号リストを問い合わせ、または、
　プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、プロセッサ42は、各無線フ
レーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始フレーム番号リストおよび各
開始フレーム後にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個数を
特に構成し、それにより、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時間
領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、各無線フレーム周
期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始フレーム番号リストおよび各開始フレ
ーム後にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個数を問い合わ
せ、リストおよび個数はリソースインデックスに対応する。
【０１２６】
　いくつかの実行可能な実施態様において、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構
成するときに、プロセッサ42は、サブフレーム番号の個数またはサブフレーム番号をさら
に構成し、サブフレーム番号は各無線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用い
られ、各無線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号
は、非カバレッジ拡張レベルの使用について構成されたリソース構成と同じであり、また
は異なり、
　それにより、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソー
スのリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、サブフレーム番号の個数もし
くはサブフレーム番号を問い合わせ、サブフレーム番号は各無線フレームにおいてプリア
ンブルを送信するのに用いられ、個数もしくはサブフレーム番号はリソースインデックス
に対応し、または、
　それにより、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソー
スのリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、各無線フレームにおいてプリ
アンブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号の、リソースインデックスに対応す
る個数を問い合わせ、基地局によって非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構成さ
れたリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機器は、各無線フレームにおいてプリ
アンブルを送信するのに用いられ、非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構成され
たリソースインデックスに対応するサブフレーム番号を問い合わせる。
【０１２７】
　いくつかの実行可能な実施態様において、サポートされるカバレッジ拡張レベルおよび
各カバレッジ拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成するときに、プロセッサ42は、
異なるカバレッジ拡張レベルについて同じプリアンブルpreambleフォーマットを構成し、
または異なるカバレッジ拡張レベルについてそれぞれ異なるプリアンブルpreambleフォー
マットを構成する。
【０１２８】
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　いくつかの実行可能な実施態様において、プロセッサ42によって構成されたPRACHリソ
ースは周波数領域リソースを含み、周波数領域リソースの構成情報は周波数オフセット値
を含み、周波数オフセット値は、各カバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信の
ための、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置のオフセットを指示し、または
、周波数オフセット値は、基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベル
でのプリアンブルの拡張送信のための周波数領域周波数分離を指示し、
　リソースが周波数領域リソースを含むときに、送信装置はユーザ機器へ、カバレッジ拡
張レベルごとに構成された周波数オフセット値を送信するように特に構成されている。
【０１２９】
　いくつかの実行可能な実施態様において、
　プロセッサ42は、基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベルでのプ
リアンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置の同じ
オフセットを指示するために、異なるカバレッジ拡張レベルについて同じ周波数オフセッ
ト値を構成し、または、
　プロセッサ42は、各カバレッジ拡張レベルと前の隣接するカバレッジ拡張レベルとの間
の同じ周波数分離を指示するために、異なるカバレッジ拡張レベルについて同じ周波数オ
フセット値を構成し、または、
　プロセッサ42は複数の異なる周波数オフセット値を構成し、各周波数オフセット値は、
あるカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開
始位置に対する、開始位置の周波数オフセットを指示するのに用いられる。
【０１３０】
　いくつかの実行可能な実施態様において、プロセッサ42によって構成されたPRACHリソ
ースは符号語リソースをさらに含み、プロセッサによって構成された符号語リソースの構
成情報は、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの総数、グループAに
対応するプリアンブルの個数、またはルート系列のうちの少なくとも1つを含み、
　リソースが符号語リソースを含むときに、送信装置はユーザ機器へ、カバレッジ拡張レ
ベルごとに構成された符号語リソースの構成情報を送信するように特に構成されており、
　それにより、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの総数、グループ
Aに対応するプリアンブルの個数、およびルート系列を含む符号語リソースの構成情報を
受信したときに、ユーザ機器は、カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語情報を
用いて、プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得し、または、
　それにより、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの総数、グループ
Aに対応するプリアンブルの個数、もしくはルート系列の一部だけを含む符号語リソース
のリソース構成情報を受信したときに、ユーザ機器は、カバレッジ拡張レベルについて構
成された符号語リソースの構成情報、および非カバレッジ拡張レベルのリソースについて
構成された、カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報に欠け
ている符号語リソースの構成情報を用いて、プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲
得し、または、
　それにより、ユーザ機器が符号語リソースの構成情報を受信しないときに、ユーザ機器
は、非カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報を用いて、プ
リアンブルの拡張送信のための符号語を獲得する。
【０１３１】
　図5は、本発明による物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソース構成を取得
するための方法の一実施形態の概略的流れ図である。図5に示すように、本方法は以下を
含むことができる。
【０１３２】
　ステップS510：ユーザ機器が、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成され
たPRACHリソースのリソースインデックスおよび／またはリソース構成情報を受信する。
【０１３３】
　ステップS511：ユーザ機器は、受信したリソースインデックスおよび／またはリソース
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構成情報に従って対応するPRACHリソースを取得し、取得したPRACHリソース上でプリアン
ブルpreambleを送信する。
【０１３４】
　具体的実施時に、PRACHリソースは時間領域リソースを含み、時間領域リソースのリソ
ース構成情報は、プリアンブルpreambleフォーマット、プリアンブルの拡張送信機会の密
度、ある密度での拡張送信のためのプリアンブルの送信機会、またはプリアンブルの拡張
送信ごとの反復回数、のうちの少なくとも1つを含み、プリアンブルの拡張送信機会の密
度とは、ある期間内にプリアンブルに関して拡張送信を行うことのできる送信機会の回数
をいう。送信機会とは、当該期間内のプリアンブルの拡張送信ごとの無線フレームの時間
領域の開始位置をいう。図2に示すように、期間Density0および期間Density1を例に取る
と、期間Density0内には、ランダムプリアンブルpreambleの2回の拡張送信機会しかない
。すなわち、時間Density0内では、プリアンブルの拡張送信機会の密度は2である。加え
て、ランダムプリアンブルpreambleの2つの拡張送信機会には2つの選択肢、すなわち2つ
のリソースバージョン、例えば、Level 1 PRACH configuration index 0（‘Level 1’は
カバレッジ拡張レベルを表し、‘V1’はリソースバージョンを表す）およびLevel 1 PRAC
H configuration index 1（‘Level 1’はカバレッジ拡張レベルを表し、‘V2’はリソー
スバージョンを表す）がありうる。図2からわかるように、リソースバージョンV1とリソ
ースバージョンV2とでは、プリアンブルの拡張送信のための無線フレームの時間領域の開
始位置および無線フレームの個数が異なる。しかし、期間Density1内には、ランダムプリ
アンブルpreambleのための4回の拡張送信機会がある。すなわち、時間Density1内では、
プリアンブルの拡張送信機会の密度は4である。加えて、ランダムプリアンブルpreamble
の4回の拡張送信機会にも2つの選択肢、すなわち2つのリソースバージョン、例えば、Lev
el 1 PRACH configuration index 2（‘Level 1’はカバレッジ拡張レベルを表し、‘V1
’はリソースバージョンを表す）およびLevel 1 PRACH configuration index 3（‘Level
 1’はカバレッジ拡張レベルを表し、‘V2’はリ
ソースバージョンを表す）がありうる。
【０１３５】
　リソースが時間領域リソースを含むときに、ユーザ機器は、基地局によって1つまたは
複数のカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのリソースインデック
スを受信し、各インデックスは1つの時間領域リソースのリソース構成情報に対応する。
このようにして、ステップS510の前に、本発明の本実施形態の基地局とユーザ機器はどち
らも、通信プロトコルによってサポートされるカバレッジ拡張レベルに対応する時間領域
リソースの構成情報を記憶することができ、ステップS510で、基地局は、ユーザ機器へ、
カバレッジ拡張レベルごとに構成されたPRACHリソースのリソースインデックスを送信す
ることができ、それにより、ユーザ機器がインデックスを用いて対応するリソース構成情
報を問い合わせる。したがって、基地局は、ユーザ機器へ時間領域リソースの詳細な構成
情報を送信する必要がない場合もあり、システムリソースが節約される。
【０１３６】
　具体的実施時に、プリアンブルの拡張送信機会の密度および当該密度でのプリアンブル
の拡張送信機会を構成するときに、基地局は、プリアンブルの拡張送信のための無線フレ
ーム周期および各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線
フレーム番号リストを特に構成し、それにより、ステップS510で、基地局によってカバレ
ッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのリソースインデックスを受信した
後で、ステップ511で、ユーザ機器は、プリアンブルの拡張送信のための無線フレーム周
期および無線フレーム番号を決定するために、プリアンブルの拡張送信のための無線フレ
ーム周期および各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線
フレーム番号を問い合わせ、無線フレーム周期および開始無線フレーム番号はリソースイ
ンデックスに対応する。例えば、カバレッジ拡張レベルLevel1について、基地局は、表1
に従って、プリアンブルの拡張送信のための無線フレーム周期を80無線フレームとして構
成し、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム
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番号リストを表1の第4列に示すように構成することができる。例えば、ユーザ機器によっ
て受信される時間領域リソースのインデックスが5であると仮定すると、ユーザ機器は、
問い合わせによって、プリアンブルの拡張送信のためのリソースインデックス5に対応す
る無線フレーム周期は80無線フレームであり、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送
信するのに用いられる開始無線フレーム番号は第20フレームおよび第60フレームであるこ
とを知る。したがって、カバレッジ拡張レベルLevel1において、プリアンブルの拡張送信
のための無線フレーム周期は80無線フレームであり、プリアンブルの拡張送信のための開
始フレーム位置は第20フレームおよび第60フレームであると決定される。すなわち、カバ
レッジ拡張レベルLevel1では、80フレーム内のプリアンブルの拡張送信の密度は2であり
、個別の送信機会は80フレーム内の第20フレームおよび第60フレームから開始する。
【０１３７】
　具体的実施時に、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、基地局は
、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号
リストを特に構成し、無線フレーム番号リストの、無線フレーム番号の最大値を含む、リ
スト内の2つの無線フレーム番号ごとの間のフレームの個数は、プリアンブルを連続して
送信するのに用いられる無線フレームの個数を指示し、それにより、ステップS510で、基
地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのすべてのリソ
ースインデックスを受信した後で、ステップS511で、ユーザ機器は、プリアンブルを連続
して送信するのに用いられる無線フレームの個数を決定するために、リソースインデック
スに従って、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フ
レーム番号の最大値を含む無線フレーム番号リストを問い合わせる。例えば、表1のLevel
1の構成された時間領域リソースをさらに例に取ると、表1において、ユーザ機器は、Leve
l1について構成されたすべてのリソースインデックスに従った問い合わせによって、各無
線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号の最大
値を含む無線フレーム番号リストはインデックス10に対応する無線フレーム番号リストで
あることを知ることができ、リストに含まれる、プリアンブルを送信するのに用いられる
開始無線フレーム番号は、続けて「0、5、10、15、20、25、30、35、40、45、50、55、60
、65、70、および75」である。この項目からわかるように、プリアンブルの2回の連続し
た拡張送信機会が5つの連続した無線フレームで隔てられており、このように、カバレッ
ジ拡張レベルLevel1に対応して、1回の拡張送信が5つの連続した無線フレームを占め、す
なわち、ユーザ機器によって行われるプリアンブルの各拡張送信が5つの連続した無線フ
レーム内で繰り返し行われる。
【０１３８】
　あるいは、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、基地局は、各無
線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始フレーム番号リストおよ
び各開始フレーム後にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個
数を特に構成し、それにより、ステップS510で、基地局によってカバレッジ拡張レベルに
ついて構成された時間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、ステップS5
11で、ユーザ機器は、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開
始フレーム番号リストおよび各開始フレーム後にプリアンブルを連続して送信するのに用
いられる無線フレームの個数を問い合わせ、リストおよび個数はリソースインデックスに
対応する。例えば、表1のLevel1の構成された時間領域リソースをさらに例に取ると、表1
において、ユーザ機器は、問い合わせによって、各無線フレーム周期内にプリアンブルを
送信するのに用いられ、すべてのリソースインデックスに対応する開始無線フレーム番号
を知ることができる。例えば、インデックス4に対応する開始無線フレーム番号は第0フレ
ームおよび第40フレームである。加えて、本発明の本実施形態では、プリアンブルを連続
して送信するために、第0の開始無線フレーム後の10フレームおよび第40の開始無線フレ
ーム後の10フレームをさらに直接構成することもできる。したがって、カバレッジ拡張レ
ベルLevel1に対応して、インデックス4に対応するリソース構成が用いられるときに、1回
の拡張送信のための開始フレームは第0フレームであり、拡張送信は10個の連続した無線
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フレームを占め、すなわち、プリアンブルの各拡張送信が10個の連続した無線フレーム内
で繰り返し行われる。このようにして、インデックス4を受信した後で、ユーザ機器は、
インデックス4を用いて表に問い合わせることによって、カバレッジ拡張レベルLevel1の8
0フレームの無線周期内に2回の拡張送信機会があることを知ることができ、第0の無線フ
レームおよび第40の無線フレームが2回の拡張送信機会の開始点として別々に用いられ、
プリアンブルの各拡張送信が10個の連続した無線フレーム内で繰り返し行われる。
【０１３９】
　具体的実施時に、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、基地局は
、サブフレーム番号の個数またはサブフレーム番号をさらに構成し、サブフレーム番号は
各無線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられ、各無線フレームにおいて
プリアンブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号は、非カバレッジ拡張レベルの
使用について構成されたリソース構成と同じであり、または異なり、
　それにより、ステップS510で、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成され
た時間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、ステップS511で、ユーザ機
器は、サブフレーム番号の個数もしくはサブフレーム番号を問い合わせ、サブフレーム番
号は各無線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられ、個数もしくはサブフ
レーム番号はリソースインデックスに対応し、例えば、表1のLevel1の構成された時間領
域リソースをさらに例に取ると、表1の第5列は、各無線フレームにおいてプリアンブルを
送信するのに用いられるサブフレーム番号の構成された個数である。
　例えば、表1を参照すると、表1の第4列からわかるように、インデックス4のリソース構
成がカバレッジ拡張レベルLevel1に用いられるときに、プリアンブルの拡張送信に用いら
れる開始無線フレーム番号は第0フレームおよび第40フレームである。表1の第5列がさら
に問い合わせられ、第0フレームおよび第40フレームにおいてプリアンブルを送信するの
に用いられる1つのサブフレーム番号があることがわかる。したがって、基地局がユーザ
機器へ時間領域リソースのインデックス4を送付した後で、カバレッジ拡張レベルLevel1
のリソースを用いるユーザ機器は、インデックス4による問い合わせによって、プリアン
ブルの拡張送信に用いられる開始無線フレーム番号は第0フレームおよび第40フレームで
あり、第0フレームおよび第40フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられる1
つのサブフレーム番号があることを知ることができる。当然ながら、具体的実施時には、
各無線フレーム内でプリアンブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号を指示する
ために表1に1列をさらに追加することができ、それにより、ユーザ機器は問い合わせによ
ってサブフレーム番号を知ることができ、または、
　それにより、ステップS510で、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成され
た時間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、ステップS511で、ユーザ機
器は、各無線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号
の、リソースインデックスに対応する個数を問い合わせ、基地局によって非カバレッジ拡
張レベルのリソースについて構成されたリソースインデックスを受信した後で、ユーザ機
器は、各無線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられ、非カバレッジ拡張
レベルのリソースについて構成されたリソースインデックスに対応するサブフレーム番号
を問い合わせ、この方法は、非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構成されたサブ
フレーム番号を、各無線フレームにおいてプリアンブルの拡張送信に用いられるサブフレ
ーム番号を再構成せずに直接用いることができるという点で、前述の方法と異なる。
　非カバレッジ拡張レベルのリソース構成情報の詳細については、表2を参照されたく、
「Subframe number」とは、プリアンブルの拡張送信に特に使用することのできるサブフ
レーム番号である。
【０１４０】
　結論として、本発明の本実施形態では、1回の拡張送信に対応するプリアンブルの送信
回数が、プリアンブルの拡張送信のために無線フレームの構成された開始フレーム番号、
開始フレーム番号後にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個
数、およびサブフレームの個数またはサブフレームの位置によって最終的に決定され、サ
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ブフレームは、各無線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられる。例えば
、プリアンブルを送信するのに用いられる1つの無線フレームの開始フレーム番号が0に設
定されるとき、開始フレーム番号後にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無
線フレームの個数は5に設定され、各無線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに
用いられるサブフレームの個数は2に設定され、対応するカバレッジ拡張レベルでの1回の
拡張送信に応答して、プリアンブルが10回にわたって繰り返し送信される。
【０１４１】
　具体的実施時に、PRACHリソースは周波数領域リソースを含み、周波数領域リソースは
周波数オフセット値を含み、周波数オフセット値は、各カバレッジ拡張レベルでのプリア
ンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置のオフセッ
トを指示し、または、周波数オフセット値は、基地局によってサポートされるすべてのカ
バレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための周波数領域周波数分離を指示し
、
　リソースが周波数領域リソースを含むときに、ユーザ機器は、基地局によってカバレッ
ジ拡張レベルについて構成された周波数オフセット値を受信する。
【０１４２】
　具体的実施時に、ユーザ機器は、基地局によって異なるカバレッジ拡張レベルについて
構成された同じ周波数オフセット値を受信し、その同じ周波数オフセット値を、基地局に
よってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のため
の、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置のオフセットとして用いて、基地局
によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のた
めの開始周波数位置を獲得し、または、
　ユーザ機器は、基地局によって異なるカバレッジ拡張レベルについて構成された同じ周
波数オフセット値を受信し、その同じ周波数オフセット値を、基地局によってサポートさ
れるすべてのカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための開始位置間の周
波数分離として用いて、基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベルで
のプリアンブルの拡張送信のための開始周波数位置を獲得し、または、
　ユーザ機器は、基地局によってカバレッジ拡張レベルごとに構成された周波数オフセッ
ト値を受信し、カバレッジ拡張レベルごとの周波数オフセット値を、対応するカバレッジ
拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位置に対する
、開始位置のオフセットとして用いて、対応するカバレッジ拡張レベルでのプリアンブル
の拡張送信のための開始周波数位置を獲得する。
【０１４３】
　前述の表1～表4に関連して、基地局（例えばeNB）は、システム情報ブロック（System 
information block、SIB）において、サポートされるカバレッジ拡張レベルに対応する時
間領域リソースについて構成されたインデックスを送信することができる。加えて、基地
局は、システム情報ブロックSIBにおいて、サポートされるカバレッジ拡張レベルに対応
する周波数領域リソースの周波数オフセット値をさらに送信することもできる。2つのリ
ソース構成について、システム情報ブロックSIB内の構成は以下のコードセグメント1に示
すものとすることができる。
　コードセグメント1：
　rootSequenceIndex　　　　　　　INTEGER (0..837),
　prach-ConfigIndex　　　　　INTEGER (0..63),
　prach_Level 1_ConfigIndex　　　INTEGER (0..219,
　prach_Level 2_ConfigIndex　　　INTEGER (0..139),
　prach_Level 3_ConfigIndex　　　INTEGER (0..59),
　　　　　highSpeedFlag　　　　　　　　BOOLEAN,
　　　　　zeroCorrelationZoneConfig　　　INTEGER (0..15),
　　　　　prach-FreqOffset　　　　　　　INTEGER (0..94),
　prach_Level 1_FreqOffset　　　　　INTEGER (0..94),
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　prach_Level 2_FreqOffset　　　　　INTEGER (0..94),
　prach_Level 3_FreqOffset　　　　　INTEGER (0..94).
【０１４４】
　前述の構成情報において、カバレッジ拡張レベルLevelについてのリソース構成の存在
は、基地局が対応するカバレッジ拡張レベルをサポートすることを指示し、
　prach_Level 1_ConfigIndex　　INTEGER (0..219),
　prach_Level 2_ConfigIndex　　　INTEGER (0..139),
　prach_Level 3_ConfigIndex　　　INTEGER (0..59)
　の各情報セグメントは、時間領域リソースのインデックス情報の送付を表し、INTEGER
（0．．219）で搬送されるのは、表1で基地局によってLevel1について構成されたすべて
のリソースインデックスであり、INTEGER（0．．139）で搬送されるのは、表3で基地局に
よってLevel2について構成されたすべてのリソースインデックスであり、INTEGER（0．．
59）で搬送されるのは、表4で基地局によってLevel3について構成されたすべてのリソー
スインデックスである。このようにして、これらのインデックスを受信した後で、ユーザ
機器は、表1に問い合わせることによってLevel1について構成されたPRACHリソースを獲得
し、表3に問い合わせることによってLevel2について構成されたPRACHリソースを獲得し、
表4に問い合わせることによってLevel3について構成されたPRACHリソースを獲得すること
ができる。例えば、ユーザ機器が、prach－ConfigIndex INTEGER（0）およびprach＿Leve
l 1＿ConfigIndex INTEGER（5）を含み、開始フレーム後にプリアンブルを繰り返し送信
するのに用いられる10個の連続した無線フレームを指示するシステムメッセージを受信し
たと仮定すると、ユーザ機器は、インデックス5を用いて表1に問い合わせることによって
、カバレッジ拡張レベルLevel1のプリアンブルフォーマットが0であり、プリアンブルの
拡張送信のための無線フレーム周期が80無線フレームであり、80無線フレームの周期内に
プリアンブルのための2回の拡張送信機会があり、2回の拡張送信機会はそれぞれ第20フレ
ームおよび第60フレームから開始するが、各無線フレームにおいてプリアンブルの拡張送
信に用いられるサブフレームは1つである、というPRACHリソースの構成情報を取得するこ
とができる。さらに、ユーザ機器は、インデックス0を用いて表2に問い合わせることによ
って、各無線フレーム内の第1のフレームがプリアンブルの拡張送信に用いられること、
を取得することができ、10個の連続した無線フレームが開始フレーム後にプリアンブルを
連続して送信するのに用いられるという情報に従って、プリアンブルの各反復送信は、送
信機会の開始フレーム後の10フレーム以内に連続して繰り返し行われることを知ることが
できる。
【０１４５】
　しかし、
　prach_Level 1_FreqOffset　　　INTEGER (0..94),
　prach_Level 2_FreqOffset　　　INTEGER (0..94),
　prach_Level 3_FreqOffset　　　INTEGER (0..94)
　の各情報セグメントは、周波数領域リソースのオフセット値の送付を表し、
　prach＿Level 1＿FreqOffset INTEGER（0．．94）で搬送されるのは、最小搬送波周波
数に対するLevel1での周波数のオフセットであり、prach＿Level 2＿FreqOffset INTEGER
（0．．94）で搬送されるのは、最小搬送波周波数に対するLevel2での周波数のオフセッ
トであり、prach＿Level 3＿FreqOffset INTEGER（0．．94）で搬送されるのは、最小搬
送波周波数に対するLevel3での周波数のオフセットである。FDDシステムでは、最小搬送
波周波数はPRACH送信機会のための第1の物理リソースブロックに対応し、その値は0以上
、またはアップリンク搬送波リソースブロックの個数から6を差し引いた数以下である。
【０１４６】
　具体的実施時に、基地局によってカバレッジ拡張レベルと非カバレッジ拡張レベルとに
ついて構成された周波数領域リソース位置が同じである、すなわち、カバレッジ拡張レベ
ルに対応する周波数領域offsetがprach－FreqOffset値と同じであるときと、基地局によ
ってカバレッジ拡張レベルと非カバレッジ拡張レベルとについて構成された時間領域リソ
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ースが一部オーバーラップするときに、基地局は、カバレッジ拡張レベルについて、非カ
バレッジ拡張レベルについて構成されたのと異なる符号語リソースを構成することができ
、符号語リソースの構成情報は、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブル
の総数、グループAに対応するプリアンブルの個数、またはルート系列のうちの少なくと
も1つを含み、
　リソースが符号語リソースを含むときに、ユーザ機器は、基地局によってカバレッジ拡
張レベルごとに構成された符号語リソースの構成情報を受信する。
【０１４７】
　本発明の本実施形態では、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成された符
号語リソースは、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの総数、グルー
プAに対応するプリアンブルの個数、またはルート系列のうちの少なくとも1つを含む。具
体的実施時に、基地局によってカバレッジ拡張レベルごとに構成されたルート系列は非カ
バレッジ拡張方式で送信されたリソースのルート系列と同じとすることができるが、カバ
レッジ拡張レベルごとに構成されたプリアンブルの総数およびグループAに対応するプリ
アンブルの個数は、非カバレッジ拡張方式で送信されたリソースのそれらの数と異なりう
る。本発明の本実施形態では、グループA内のmessageのサイズおよびグループB内のメッ
セージにおける電力オフセット値をさらに構成することができ、それにより、カバレッジ
拡張レベルのリソースを用いるユーザは、グループA内のmessageのサイズをユーザによっ
て送信されるべきメッセージ3のサイズと比較することにより、用いられるのはグループA
内のプリアンブル符号語かそれともグループB内のプリアンブル符号語か決定し、グルー
プB内のプリアンブル符号語が用いられるときに、メッセージ3が送信されるときに用いら
れる必要がある電力オフセット値を決定する。
【０１４８】
　当然ながら、具体的実施時に、基地局によってカバレッジ拡張レベルと非カバレッジ拡
張レベルとについて構成された周波数領域リソース位置が異なる、すなわち、カバレッジ
拡張レベルに対応する周波数領域offsetがprach－FreqOffset値と異なるときと、基地局
によってカバレッジ拡張レベルと非カバレッジ拡張レベルとについて構成された時間領域
リソースがオーバーラップしないときには、基地局は、カバレッジ拡張レベルについて符
号語リソースを構成する必要がない場合もある。
【０１４９】
　このようにして、ユーザ機器が基地局によって送付された構成情報を受信したときに、
基地局がカバレッジ拡張レベルについての符号語リソースを構成しており、異なるカバレ
ッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースまたは周波数領域リソースが同じで
ある場合、ユーザは構成された符号語リソースを用い、基地局がカバレッジ拡張レベルに
ついての符号語リソースを構成しない場合、ユーザは、（ユーザによって用いられる、非
カバレッジ拡張方式で送信されたリソースについて構成された符号語リソース、例えば、
ルート系列、プリアンブルの総数、グループA内のプリアンブルの個数、グループA内のme
ssage3のサイズ、グループB内のmessage3の送信時の電力offset値などを含む）非カバレ
ッジ拡張ユーザ機器によって用いられるプリアンブル符号語リソースを用いる。
【０１５０】
　具体的実施時に、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの総数、グル
ープAに対応するプリアンブルの個数、およびルート系列を含む符号語リソースの構成情
報を受信したときに、ユーザ機器は、カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語情
報を用いて、プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得し、または、
　カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの総数、グループAに対応する
プリアンブルの個数、もしくはルート系列の一部だけを含む符号語リソースのリソース構
成情報を受信したときに、ユーザ機器は、カバレッジ拡張レベルについて構成された符号
語リソースの構成情報、および非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構成された、
カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報に欠けている符号語
リソースの構成情報を用いて、プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得する。
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　例えば、基地局はカバレッジ拡張レベルごとのルート系列を構成しているが、カバレッ
ジ拡張レベルごとのプリアンブルの総数およびグループA内のプリアンブルの個数を構成
しないものと仮定すると、ユーザ機器は、カバレッジ拡張レベルに対応する符号語を獲得
すべきときに、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成されたルート系列、お
よび非カバレッジ拡張レベルについて構成されたプリアンブルの総数およびグループA内
のプリアンブルの個数を用いて、符号語を獲得し、または、
　ユーザ機器が符号語リソースの構成情報を受信しないときに、ユーザ機器は、非カバレ
ッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報を用いて、プリアンブルの
拡張送信のための符号語を獲得し、すなわち、ユーザ機器は、ユーザによって用いられる
、非カバレッジ拡張方式で送信されたリソースについて構成された符号語リソースを用い
て符号語を獲得し、符号語リソースは、ルート系列、プリアンブルの総数、グループA内
のプリアンブルの個数、グループA内のmessage3のサイズ、グループB内のmessage3の送信
時の電力offset値などを含む。
【０１５１】
　本発明の本実施形態では、基地局が非カバレッジ拡張レベルおよびカバレッジ拡張レベ
ルについてのプリアンブルのルート系列を構成する方法の一例が前述のコードセグメント
2として示されている。ここでは詳細を繰り返さない。本発明の本実施形態では、基地局
が非カバレッジ拡張レベルおよびカバレッジ拡張レベルについてのプリアンブルの総数お
よびグループA内のプリアンブルの個数を構成する方法の一例が前述のコードセグメント3
として示されている。ここでは詳細を繰り返さない。
【０１５２】
　上記からわかるように、本発明のいくつかの実施形態において、ユーザ機器は、基地局
によってカバレッジ拡張レベルについて構成されたPRACHリソースのリソースインデック
スおよび／またはリソース構成情報を受信し、ユーザ機器は、受信したリソースインデッ
クスおよび／またはリソース構成情報に従って対応するPRACHリソースを取得し、取得し
たPRACHリソース上でプリアンブルpreambleを送信する。したがって、カバレッジ拡張モ
ードで動作するユーザ機器のためにPRACHリソースを構成することができる。
【０１５３】
　図6は、本発明によるユーザ機器の一実施形態の概略的構造構成図である。図6に示すよ
うに、本発明の本実施形態によるユーザ機器は、
　基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成されたPRACHリソースのリソースイ
ンデックスおよび／またはリソース構成情報を受信するように構成された、受信モジュー
ル61と、
　受信モジュール61によって受信されたリソースインデックスおよび／またはリソース構
成情報に従って対応するPRACHリソースを取得し、取得したPRACHリソース上でプリアンブ
ルpreambleを送信するように構成された、処理モジュール62と、
　を含むことができる。
【０１５４】
　具体的実施時に、PRACHリソースは時間領域リソースを含み、時間領域リソースのリソ
ース構成情報は、プリアンブルpreambleフォーマット、プリアンブルの拡張送信機会の密
度、ある密度での拡張送信のためのプリアンブルの送信機会、またはプリアンブルの拡張
送信ごとの反復回数、のうちの少なくとも1つを含み、プリアンブルの拡張送信機会の密
度とは、ある期間内にプリアンブルに関して拡張送信を行うことのできる送信機会の回数
をいう。送信機会とは、当該期間内のプリアンブルの拡張送信ごとの無線フレームの時間
領域の開始位置をいう。図2に示すように、期間Density0および期間Density1を例に取る
と、期間Density0内には、ランダムプリアンブルpreambleの2回の拡張送信機会しかない
。すなわち、時間Density0内では、プリアンブルの拡張送信機会の密度は2である。加え
て、ランダムプリアンブルpreambleの2つの拡張送信機会には2つの選択肢、すなわち2つ
のリソースバージョン、例えば、Level 1 PRACH configuration index 0（‘Level 1’は
カバレッジ拡張レベルを表し、‘V1’はリソースバージョンを表す）およびLevel 1 PRAC
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H configuration index 1（‘Level 1’はカバレッジ拡張レベルを表し、‘V2’はリソー
スバージョンを表す）がありうる。図2からわかるように、リソースバージョンV1とリソ
ースバージョンV2とでは、プリアンブルの拡張送信のための無線フレームの時間領域の開
始位置および無線フレームの個数が異なる。しかし、期間Density1内には、ランダムプリ
アンブルpreambleのための4回の拡張送信機会がある。すなわち、時間Density1内では、
プリアンブルの拡張送信機会の密度は4である。加えて、ランダムプリアンブルpreamble
の4回の拡張送信機会にも2つの選択肢、すなわち2つのリソースバージョン、例えば、Lev
el 1 PRACH configuration index 2（‘Level 1’はカバレッジ拡張レベルを表し、‘V1
’はリソースバージョンを表す）およびLevel 1 PRACH configuration index 3（‘Level
 1’はカバレッジ拡張レベルを表し、‘V2’はリ
ソースバージョンを表す）がありうる。
【０１５５】
　リソースが時間領域リソースを含むときに、受信モジュールは、基地局によって1つま
たは複数のカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのリソースインデ
ックスを受信するように特に構成されており、各インデックスは1つの時間領域リソース
のリソース構成情報に対応する。このようにして、本発明の本実施形態の基地局とユーザ
機器はどちらも、基地局通信のためのプロトコルによってサポートされるカバレッジ拡張
レベルに対応する時間領域リソースの構成情報を事前記憶することができ、受信モジュー
ル60は、基地局によって1つまたは複数のカバレッジ拡張レベルについて構成された時間
領域リソースのリソースインデックスを受信し、それにより、ユーザ機器がインデックス
を用いて対応するリソース構成情報を問い合わせる、ように構成されている。したがって
、基地局は、ユーザ機器へ時間領域リソースの詳細な構成情報を送信する必要がない場合
もあり、システムリソースが節約される。
【０１５６】
　具体的実施時に、プリアンブルの拡張送信機会の密度および当該密度でのプリアンブル
の拡張送信機会を構成するときに、基地局は、プリアンブルの拡張送信のための無線フレ
ーム周期および各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線
フレーム番号リストを特に構成し、
　処理モジュール61は、受信モジュール60が基地局によってカバレッジ拡張レベルについ
て構成された時間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、プリアンブルの
拡張送信のための無線フレーム周期および無線フレーム番号を決定するために、プリアン
ブルの拡張送信のための無線フレーム周期および各無線フレーム周期内にプリアンブルを
送信するのに用いられる開始無線フレーム番号を問い合わせる、ように特に構成されてお
り、無線フレーム周期および開始無線フレーム番号はリソースインデックスに対応する。
　例えば、カバレッジ拡張レベルLevel1について、基地局は、表1に従って、プリアンブ
ルの拡張送信のための無線フレーム周期を80無線フレームとして構成し、各無線フレーム
周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号リストを表1の第4
列に示すように構成することができる。例えば、受信モジュール60によって受信される時
間領域リソースのインデックスが5であると仮定すると、処理モジュール61は、問い合わ
せによって、プリアンブルの拡張送信のためのリソースインデックス5に対応する無線フ
レーム周期は80無線フレームであり、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するの
に用いられる開始無線フレーム番号は第20フレームおよび第60フレームであることを知る
。したがって、カバレッジ拡張レベルLevel1において、プリアンブルの拡張送信のための
無線フレーム周期は80無線フレームであり、プリアンブルの拡張送信のための開始フレー
ム位置は第20フレームおよび第60フレームであると決定される。すなわち、カバレッジ拡
張レベルLevel1では、80フレーム内のプリアンブルの拡張送信の密度は2であり、個別の
送信機会は80フレーム内の第20フレームおよび第60フレームから開始する。
【０１５７】
　具体的実施時に、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、基地局は
、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号
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リストを特に構成し、無線フレーム番号リストの、無線フレーム番号の最大値を含む、リ
スト内の2つの無線フレーム番号ごとの間のフレームの個数は、プリアンブルを連続して
送信するのに用いられる無線フレームの個数を指示し、
　処理モジュール61は、受信モジュール60が基地局によってカバレッジ拡張レベルについ
て構成された時間領域リソースのすべてのリソースインデックスを受信した後で、プリア
ンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個数を決定するために、リソー
スインデックスに従って、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられ
る開始無線フレーム番号の最大値を含む無線フレーム番号リストを問い合わせる、ように
特に構成されている。
　例えば、表1のLevel1の構成された時間領域リソースをさらに例に取ると、表1において
、処理モジュール61は、Level1について構成されたすべてのリソースインデックスに従っ
た問い合わせによって、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる
開始無線フレーム番号の最大値を含む無線フレーム番号リストはインデックス10に対応す
る無線フレーム番号リストであることを知ることができ、リストに含まれる、プリアンブ
ルを送信するのに用いられる開始無線フレーム番号は、続けて「0、5、10、15、20、25、
30、35、40、45、50、55、60、65、70、および75」である。この項目からわかるように、
プリアンブルの2回の連続した拡張送信機会が5つの連続した無線フレームで隔てられてお
り、このように、カバレッジ拡張レベルLevel1に対応して、1回の拡張送信が5つの連続し
た無線フレームを占め、すなわち、ユーザ機器によって行われるプリアンブルの各拡張送
信が5つの連続した無線フレーム内で繰り返し行われる。
【０１５８】
　あるいは、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、基地局は、各無
線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始フレーム番号リストおよ
び各開始フレーム後にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個
数を特に構成し、処理モジュール61は、受信モジュール60が基地局によってカバレッジ拡
張レベルについて構成された時間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、
各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始フレーム番号リスト
および各開始フレーム後にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレーム
の個数を問い合わせる、ように特に構成されており、リストおよび個数はリソースインデ
ックスに対応する。例えば、表1のLevel1の構成された時間領域リソースをさらに例に取
ると、表1において、処理モジュール61は、問い合わせによって、各無線フレーム周期内
にプリアンブルを送信するのに用いられ、すべてのリソースインデックスに対応する開始
無線フレーム番号を知ることができる。例えば、インデックス4に対応する開始無線フレ
ーム番号は第0フレームおよび第40フレームである。加えて、本発明の本実施形態では、
プリアンブルを連続して送信するために、第0の開始無線フレーム後の10フレームおよび
第40の開始無線フレーム後の10フレームをさらに直接構成することもできる。したがって
、カバレッジ拡張レベルLevel1に対応して、インデックス4に対応するリソース構成が用
いられるときに、1回の拡張送信のための開始フレームは第0フレームであり、拡張送信は
10個の連続した無線フレームを占め、すなわち、プリアンブルの各拡張送信が10個の連続
した無線フレーム内で繰り返し行われる。このようにして、受信モジュール60がインデッ
クス4を受信した後で、処理モジュール61は、インデックス4を用いて表に問い合わせるこ
とによって、カバレッジ拡張レベルLevel1の80フレームの無線周期内に2回の拡張送信機
会があることを知ることができ、第0の無線フレームおよび第40の無線フレームが2回の拡
張送信機会の開始点として別々に用いられ、プリアンブルの各拡張送信が10個の連続した
無線フレーム内で繰り返し行われる。
【０１５９】
　具体的実施時に、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、基地局は
、サブフレーム番号の個数またはサブフレーム番号をさらに構成し、サブフレーム番号は
各無線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられ、各無線フレームにおいて
プリアンブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号は、非カバレッジ拡張レベルの
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使用について構成されたリソース構成と同じであり、または異なり、
　処理モジュール61は、受信モジュール60が基地局によってカバレッジ拡張レベルについ
て構成された時間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、サブフレーム番
号の個数またはサブフレーム番号を問い合わせる、ように特に構成されており、サブフレ
ーム番号は各無線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられ、個数もしくは
サブフレーム番号はリソースインデックスに対応し、例えば、表1のLevel1の構成された
時間領域リソースをさらに例に取ると、表1の第5列は、各無線フレームにおいてプリアン
ブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号の構成された個数である。
　例えば、表1を参照すると、表1の第4列からわかるように、インデックス4のリソース構
成がカバレッジ拡張レベルLevel1に用いられるときに、プリアンブルの拡張送信に用いら
れる開始無線フレーム番号は第0フレームおよび第40フレームである。表1の第5列がさら
に問い合わせられ、第0フレームおよび第40フレームにおいてプリアンブルを送信するの
に用いられる1つのサブフレーム番号があることがわかる。したがって、基地局がユーザ
機器へ時間領域リソースのインデックス4を送付した後で、カバレッジ拡張レベルLevel1
のリソースを用いるユーザ機器は、インデックス4による問い合わせによって、プリアン
ブルの拡張送信に用いられる開始無線フレーム番号は第0フレームおよび第40フレームで
あり、第0フレームおよび第40フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられる1
つのサブフレーム番号があることを知ることができる。当然ながら、具体的実施時には、
各無線フレーム内でプリアンブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号を指示する
ために表1に1列をさらに追加することができ、それにより、ユーザ機器は問い合わせによ
ってサブフレーム番号を知ることができ、または、
　処理モジュール61は、受信モジュール60が基地局によってカバレッジ拡張レベルについ
て構成された時間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、各無線フレーム
においてプリアンブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号のリソースインデック
スに対応する個数を問い合わせ、受信モジュール60が、基地局によって非カバレッジ拡張
レベルのリソースについて構成されたリソースインデックスを受信した後で、各無線フレ
ームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられ、非カバレッジ拡張レベルのリソース
について構成されたリソースインデックスに対応するサブフレーム番号を問い合わせる、
ように特に構成されており、この方法は、非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構
成されたサブフレーム番号を、各無線フレームにおいてプリアンブルの拡張送信に用いら
れるサブフレーム番号を再構成せずに直接用いることができるという点で、前述の方法と
異なる。
　非カバレッジ拡張レベルのリソース構成情報の詳細については、表2を参照されたく、
「Subframe number」とは、プリアンブルの拡張送信に特に使用することのできるサブフ
レーム番号である。
【０１６０】
　結論として、本発明の本実施形態では、1回の拡張送信に対応するプリアンブルの送信
回数が、プリアンブルの拡張送信のために無線フレームの構成された開始フレーム番号、
開始フレーム番号後にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個
数、およびサブフレームの個数またはサブフレームの位置によって最終的に決定され、サ
ブフレームは、各無線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられる。例えば
、プリアンブルを送信するのに用いられる1つの無線フレームの開始フレーム番号が0に設
定されるとき、開始フレーム番号後にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無
線フレームの個数は5に設定され、各無線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに
用いられるサブフレームの個数は2に設定され、対応するカバレッジ拡張レベルでの1回の
拡張送信に応答して、プリアンブルが10回にわたって繰り返し送信される。
【０１６１】
　具体的実施時に、PRACHリソースは周波数領域リソースを含み、周波数領域リソースは
周波数オフセット値を含み、周波数オフセット値は、各カバレッジ拡張レベルでのプリア
ンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置のオフセッ
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トを指示し、または、周波数オフセット値は、基地局によってサポートされるすべてのカ
バレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための周波数領域周波数分離を指示し
、
　リソースが周波数領域リソースを含むときに、受信モジュール60は、基地局によってカ
バレッジ拡張レベルについて構成された周波数オフセット値を受信するように特に構成さ
れている。
【０１６２】
　具体的実施時に、受信モジュール60は、基地局によって異なるカバレッジ拡張レベルに
ついて構成された同じ周波数オフセット値を受信するように特に構成されており、処理モ
ジュール61は、その同じ周波数オフセット値を、基地局によってサポートされるすべての
カバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位
置に対する、開始位置のオフセットとして用いて、基地局によってサポートされるすべて
のカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための開始周波数位置を獲得する
ように特に構成されており、または、
　受信モジュール60は、基地局によって異なるカバレッジ拡張レベルについて構成された
同じ周波数オフセット値を受信するように特に構成されており、処理モジュール61は、そ
の同じ周波数オフセット値を、基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レ
ベルでのプリアンブルの拡張送信のための開始位置間の周波数分離として用いて、基地局
によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のた
めの開始周波数位置を獲得するように特に構成されており、または、
　受信モジュール60は、基地局によってカバレッジ拡張レベルごとに構成された周波数オ
フセット値を受信するように特に構成されており、処理モジュール61は、カバレッジ拡張
レベルごとの周波数オフセット値を、対応するカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの
拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置のオフセットとして
用いて、対応するカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための開始周波数
位置を獲得するように特に構成されている。
【０１６３】
　前述の表1～表4に関連して、基地局（例えばeNB）は、システム情報ブロック（System 
information block、SIB）において、サポートされるカバレッジ拡張レベルに対応する時
間領域リソースについて構成されたインデックスを送信することができる。加えて、基地
局は、システム情報ブロックSIBにおいて、サポートされるカバレッジ拡張レベルに対応
する周波数領域リソースの周波数オフセット値をさらに送信することもできる。2つのリ
ソース構成について、システム情報ブロックSIB内の構成は以下のコードセグメント1に示
すものとすることができる。
　コードセグメント1：
　rootSequenceIndex　　　　　　INTEGER (0..837),
　prach-ConfigIndex　　　　　INTEGER (0..63),
　prach_Level 1_ConfigIndex　　　INTEGER (0..219,
　prach_Level 2_ConfigIndex　　　INTEGER (0..139),
　prach_Level 3_ConfigIndex　　　INTEGER (0..59),
　　　　　highSpeedFlag　　　　　　　　　BOOLEAN,
　　　　　zeroCorrelationZoneConfig　　　INTEGER (0..15),
　　　　　prach-FreqOffset　　　　　　　　INTEGER (0..94),
　prach_Level 1_FreqOffset　　　　　INTEGER (0..94),
　prach_Level 2_FreqOffset　　　　　INTEGER (0..94),
　prach_Level 3_FreqOffset　　　　　INTEGER (0..94).
【０１６４】
　前述の構成情報において、カバレッジ拡張レベルLevelについてのリソース構成の存在
は、基地局が対応するカバレッジ拡張レベルをサポートすることを指示し、
　prach_Level 1_ConfigIndex　　INTEGER (0..219),
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　prach_Level 2_ConfigIndex　　INTEGER (0..139),
　prach_Level 3_ConfigIndex　　INTEGER (0..59)
　の各情報セグメントは、時間領域リソースのインデックス情報の送付を表し、INTEGER
（0．．219）で搬送されるのは、表1で基地局によってLevel1について構成されたすべて
のリソースインデックスであり、INTEGER（0．．139）で搬送されるのは、表3で基地局に
よってLevel2について構成されたすべてのリソースインデックスであり、INTEGER（0．．
59）で搬送されるのは、表4で基地局によってLevel3について構成されたすべてのリソー
スインデックスである。このようにして、これらのインデックスを受信した後で、ユーザ
機器は、表1に問い合わせることによってLevel1について構成されたPRACHリソースを獲得
し、表3に問い合わせることによってLevel2について構成されたPRACHリソースを獲得し、
表4に問い合わせることによってLevel3について構成されたPRACHリソースを獲得すること
ができる。例えば、ユーザ機器が、prach－ConfigIndex INTEGER（0）およびprach＿Leve
l 1＿ConfigIndex INTEGER（5）を含み、開始フレーム後にプリアンブルを繰り返し送信
するのに用いられる10個の連続した無線フレームを指示するシステムメッセージを受信し
たと仮定すると、ユーザ機器は、インデックス5を用いて表1に問い合わせることによって
、カバレッジ拡張レベルLevel1のプリアンブルフォーマットが0であり、プリアンブルの
拡張送信のための無線フレーム周期が80無線フレームであり、80無線フレームの周期内に
プリアンブルのための2回の拡張送信機会があり、2回の拡張送信機会はそれぞれ第20フレ
ームおよび第60フレームから開始するが、各無線フレームにおいてプリアンブルの拡張送
信に用いられるサブフレームは1つである、というPRACHリソースの構成情報を取得するこ
とができる。さらに、ユーザ機器は、インデックス0を用いて表2に問い合わせることによ
って、各無線フレーム内の第1のフレームがプリアンブルの拡張送信に用いられること、
を取得することができ、10個の連続した無線フレームが開始フレーム後にプリアンブルを
連続して送信するのに用いられるという情報に従って、プリアンブルの各反復送信は、送
信機会の開始フレーム後の10フレーム以内に連続して繰り返し行われることを知ることが
できる。
【０１６５】
　しかし、
　prach_Level 1_FreqOffset　　　INTEGER (0..94),
　prach_Level 2_FreqOffset　　　INTEGER (0..94),
　prach_Level 3_FreqOffset　　　INTEGER (0..94)
　の各情報セグメントは、周波数領域リソースのオフセット値の送付を表し、
　prach＿Level 1＿FreqOffset INTEGER（0．．94）で搬送されるのは、最小搬送波周波
数に対するLevel1での周波数のオフセットであり、prach＿Level 2＿FreqOffset INTEGER
（0．．94）で搬送されるのは、最小搬送波周波数に対するLevel2での周波数のオフセッ
トであり、prach＿Level 3＿FreqOffset INTEGER（0．．94）で搬送されるのは、最小搬
送波周波数に対するLevel3での周波数のオフセットである。FDDシステムでは、最小搬送
波周波数はPRACH送信機会のための第1の物理リソースブロックに対応し、その値は0以上
、またはアップリンク搬送波リソースブロックの個数から6を差し引いた数以下である。
【０１６６】
　具体的実施時に、基地局によってカバレッジ拡張レベルと非カバレッジ拡張レベルとに
ついて構成された周波数領域リソース位置が同じである、すなわち、カバレッジ拡張レベ
ルに対応する周波数領域offsetがprach－FreqOffset値と同じであるときと、基地局によ
ってカバレッジ拡張レベルと非カバレッジ拡張レベルとについて構成された時間領域リソ
ースが一部オーバーラップするときに、基地局は、カバレッジ拡張レベルについて、非カ
バレッジ拡張レベルについて構成されたのと異なる符号語リソースを構成することができ
、符号語リソースの構成情報は、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブル
の総数、グループAに対応するプリアンブルの個数、またはルート系列のうちの少なくと
も1つを含み、
　リソースが符号語リソースを含むときに、受信モジュール60は、基地局によってカバレ
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ッジ拡張レベルごとに構成された符号語リソースの構成情報を受信するように特に構成さ
れている。
【０１６７】
具体的実施時に、基地局によってカバレッジ拡張レベルごとに構成されたルート系列は非
カバレッジ拡張方式で送信されたリソースのルート系列と同じとすることができるが、カ
バレッジ拡張レベルごとに構成されたプリアンブルの総数およびグループAに対応するプ
リアンブルの個数は、非カバレッジ拡張方式で送信されたリソースのそれらの数と異なり
うる。本発明の本実施形態では、グループA内のmessageのサイズおよびグループB内のメ
ッセージにおける電力オフセット値をさらに構成することができ、それにより、カバレッ
ジ拡張レベルのリソースを用いるユーザは、グループA内のmessageのサイズをユーザによ
って送信されるべきメッセージ3のサイズと比較することにより、用いられるのはグルー
プA内のプリアンブル符号語かそれともグループB内のプリアンブル符号語か決定し、グル
ープB内のプリアンブル符号語が用いられるときに、メッセージ3が送信されるときに用い
られる必要がある電力オフセット値を決定する。
【０１６８】
　当然ながら、具体的実施時に、基地局によってカバレッジ拡張レベルと非カバレッジ拡
張レベルとについて構成された周波数領域リソース位置が異なる、すなわち、カバレッジ
拡張レベルに対応する周波数領域offsetがprach－FreqOffset値と異なるときと、基地局
によってカバレッジ拡張レベルと非カバレッジ拡張レベルとについて構成された時間領域
リソースがオーバーラップしないときには、基地局は、カバレッジ拡張レベルについて符
号語リソースを構成する必要がない場合もある。
【０１６９】
　具体的実施時に、処理モジュール61は、受信モジュール60が、カバレッジ拡張レベルご
とに構成された、プリアンブルの総数、グループAに対応するプリアンブルの個数、およ
びルート系列を含む符号語リソースの構成情報を受信したときに、カバレッジ拡張レベル
について構成された符号語情報を用いて、プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得
する、ように特に構成されており、または、
　処理モジュール61は、受信モジュール60が、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、
プリアンブルの総数、グループAに対応するプリアンブルの個数、もしくはルート系列の
一部だけを含む符号語リソースのリソース構成情報を受信したときに、ユーザ機器は、カ
バレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報、および非カバレッジ
拡張レベルのリソースについて構成された、カバレッジ拡張レベルについて構成された符
号語リソースの構成情報に欠けている符号語リソースの構成情報を用いて、プリアンブル
の拡張送信のための符号語を獲得する、ように特に構成されている。
　例えば、基地局はカバレッジ拡張レベルごとのルート系列を構成しているが、カバレッ
ジ拡張レベルごとのプリアンブルの総数およびグループA内のプリアンブルの個数を構成
しないものと仮定すると、ユーザ機器は、カバレッジ拡張レベルに対応する符号語を獲得
すべきときに、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成されたルート系列、お
よび非カバレッジ拡張レベルについて構成されたプリアンブルの総数およびグループA内
のプリアンブルの個数を用いて、符号語を獲得し、または、
　処理モジュール61は、受信モジュール60が符号語リソースの構成情報を受信しないとき
に、非カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報を用いて、プ
リアンブルの拡張送信のための符号語を獲得する、ように特に構成されており、すなわち
、ユーザ機器は、ユーザによって用いられる、非カバレッジ拡張方式で送信されたリソー
スについて構成された符号語リソースを用いて符号語を獲得し、符号語リソースは、ルー
ト系列、プリアンブルの総数、グループA内のプリアンブルの個数、グループA内のmessag
e3のサイズ、グループB内のmessage3の送信時の電力offset値などを含む。
【０１７０】
　本発明の本実施形態では、基地局が非カバレッジ拡張レベルおよびカバレッジ拡張レベ
ルについてのプリアンブルのルート系列を構成する方法の一例が前述のコードセグメント



(84) JP 2017-506479 A 2017.3.2

10

20

30

40

50

2として示されている。ここでは詳細を繰り返さない。本発明の本実施形態では、基地局
が非カバレッジ拡張レベルおよびカバレッジ拡張レベルについてのプリアンブルの総数お
よびグループA内のプリアンブルの個数を構成する方法の一例が前述のコードセグメント3
として示されている。ここでは詳細を繰り返さない。
【０１７１】
　上記からわかるように、本発明のいくつかの実施形態において、ユーザ機器は、基地局
によってカバレッジ拡張レベルについて構成されたPRACHリソースのリソースインデック
スおよび／またはリソース構成情報を受信し、ユーザ機器は、受信したリソースインデッ
クスおよび／またはリソース構成情報に従って対応するPRACHリソースを取得し、取得し
たPRACHリソース上でプリアンブルpreambleを送信する。したがって、カバレッジ拡張モ
ードで動作するユーザ機器のためにPRACHリソースを構成することができる。
【０１７２】
　図7は、本発明によるユーザ機器の別の実施形態の概略的構造構成図である。図7に示す
ように、本ユーザ機器は、メモリ71と、プロセッサ72と、受信装置73とを含むことができ
る。
【０１７３】
　受信装置73は、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成されたPRACHリソー
スのリソースインデックスおよび／またはリソース構成情報を受信するように構成されて
いる。
【０１７４】
　プロセッサ72は、受信装置73によって受信されたリソースインデックスおよび／または
リソース構成情報に従って対応するPRACHリソースを取得し、取得したPRACHリソース上で
プリアンブルpreambleを送信するために、メモリ71に記憶されたプログラムを実行する、
ように構成されている。
【０１７５】
　いくつかの実行可能な実施態様において、PRACHリソースは時間領域リソースを含み、
時間領域リソースのリソース構成情報は、プリアンブルpreambleフォーマット、プリアン
ブルの拡張送信機会の密度、ある密度での拡張送信のためのプリアンブルの送信機会、ま
たはプリアンブルの拡張送信ごとの反復回数、のうちの少なくとも1つを含む。
【０１７６】
　リソースが時間領域リソースを含むときに、受信装置73は、基地局によって1つまたは
複数のカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのリソースインデック
スを受信するように特に構成されており、各インデックスは1つの時間領域リソースのリ
ソース構成情報に対応する。
【０１７７】
　いくつかの実行可能な実施態様において、プリアンブルの拡張送信機会の密度および当
該密度でのプリアンブルの拡張送信機会を構成するときに、基地局は、プリアンブルの拡
張送信のための無線フレーム周期および各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信する
のに用いられる開始無線フレーム番号リストを特に構成し、
　プロセッサ72は、受信装置73が基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成され
た時間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、プリアンブルの拡張送信の
ための無線フレーム周期および無線フレーム番号を決定するために、プリアンブルの拡張
送信のための無線フレーム周期および各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するの
に用いられる開始無線フレーム番号を問い合わせる、ように特に構成されており、無線フ
レーム周期および開始無線フレーム番号はリソースインデックスに対応する。
【０１７８】
　いくつかの実行可能な実施態様において、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構
成するときに、基地局は、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられ
る開始無線フレーム番号リストを特に構成し、無線フレーム番号リストの、無線フレーム
番号の最大値を含む、リスト内の2つの無線フレーム番号ごとの間のフレームの個数は、
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プリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個数を指示し、
　プロセッサ72は、受信装置73が基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成され
た時間領域リソースのすべてのリソースインデックスを受信した後で、プリアンブルを連
続して送信するのに用いられる無線フレームの個数を決定するために、リソースインデッ
クスに従って、各無線フレーム周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始無線
フレーム番号の最大値を含む無線フレーム番号リストを問い合わせる、ように特に構成さ
れており、または、
　プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構成するときに、基地局は、各無線フレーム
周期内にプリアンブルを送信するのに用いられる開始フレーム番号リストおよび各開始フ
レーム後にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個数を特に構
成し、プロセッサ72は、受信装置73が基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成
された時間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、各無線フレーム周期内
にプリアンブルを送信するのに用いられる開始フレーム番号リストおよび各開始フレーム
後にプリアンブルを連続して送信するのに用いられる無線フレームの個数を問い合わせる
、ように特に構成されており、リストおよび個数はリソースインデックスに対応する。
【０１７９】
　いくつかの実行可能な実施態様において、プリアンブルの拡張送信ごとの反復回数を構
成するときに、基地局は、サブフレーム番号の個数またはサブフレーム番号をさらに構成
し、サブフレーム番号は各無線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられ、
各無線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号は、非
カバレッジ拡張レベルの使用について構成されたリソース構成と同じであり、または異な
り、
　プロセッサ72は、受信装置73が基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成され
た時間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、サブフレーム番号の個数ま
たはサブフレーム番号を問い合わせる、ように特に構成されており、サブフレーム番号は
各無線フレームにおいてプリアンブルを送信するのに用いられ、個数もしくはサブフレー
ム番号はリソースインデックスに対応し、または、
　プロセッサ72は、受信装置73が基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成され
た時間領域リソースのリソースインデックスを受信した後で、各無線フレームにおいてプ
リアンブルを送信するのに用いられるサブフレーム番号のリソースインデックスに対応す
る個数を問い合わせ、受信装置73が、基地局によって非カバレッジ拡張レベルのリソース
について構成されたリソースインデックスを受信した後で、各無線フレームにおいてプリ
アンブルを送信するのに用いられ、非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構成され
たリソースインデックスに対応するサブフレーム番号を問い合わせる、ように特に構成さ
れている。
【０１８０】
　いくつかの実行可能な実施態様において、PRACHリソースは周波数領域リソースを含み
、周波数領域リソースは周波数オフセット値を含み、周波数オフセット値は、各カバレッ
ジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、搬送波周波数帯域の開始位置に対す
る、開始位置のオフセットを指示し、または、周波数オフセット値は、基地局によってサ
ポートされるすべてのカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための周波数
領域周波数分離を指示し、
　リソースが周波数領域リソースを含むときに、受信装置73は、基地局によってカバレッ
ジ拡張レベルについて構成された周波数オフセット値を受信するように特に構成されてい
る。
【０１８１】
　いくつかの実行可能な実施態様において、受信装置73は、基地局によって異なるカバレ
ッジ拡張レベルについて構成された同じ周波数オフセット値を受信するように特に構成さ
れており、プロセッサ72は、その同じ周波数オフセット値を、基地局によってサポートさ
れるすべてのカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、搬送波周波数
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帯域の開始位置に対する、開始位置のオフセットとして用いて、基地局によってサポート
されるすべてのカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための開始周波数位
置を獲得するように特に構成されており、または、
　受信装置73は、基地局によって異なるカバレッジ拡張レベルについて構成された同じ周
波数オフセット値を受信するように特に構成されており、プロセッサ72は、その同じ周波
数オフセット値を、基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベルでのプ
リアンブルの拡張送信のための開始位置間の周波数分離として用いて、基地局によってサ
ポートされるすべてのカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための開始周
波数位置を獲得するように特に構成されており、または、
　受信装置73は、基地局によってカバレッジ拡張レベルごとに構成された周波数オフセッ
ト値を受信するように特に構成されており、プロセッサ72は、カバレッジ拡張レベルごと
の周波数オフセット値を、対応するカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信の
ための、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置のオフセットとして用いて、対
応するカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための開始周波数位置を獲得
するように特に構成されている。
【０１８２】
　いくつかの実行可能な実施態様において、PRACHリソースは符号語リソースをさらに含
み、
　符号語リソースの構成情報は、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブル
の総数、グループAに対応するプリアンブルの個数、またはルート系列のうちの少なくと
も1つを含み、
　リソースが符号語リソースを含むときに、受信装置73は、基地局によってカバレッジ拡
張レベルごとに構成された符号語リソースの構成情報を受信するように特に構成されてい
る。
【０１８３】
　いくつかの実行可能な実施態様において、プロセッサ72は、受信装置73が、カバレッジ
拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの総数、グループAに対応するプリアンブル
の個数、およびルート系列を含む符号語リソースの構成情報を受信したときに、カバレッ
ジ拡張レベルについて構成された符号語情報を用いて、プリアンブルの拡張送信のための
符号語を獲得する、ように特に構成されており、または、
　プロセッサ72は、受信装置73が、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブ
ルの総数、グループAに対応するプリアンブルの個数、もしくはルート系列の一部だけを
含む符号語リソースのリソース構成情報を受信したときに、ユーザ機器は、カバレッジ拡
張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報、および非カバレッジ拡張レベル
のリソースについて構成された、カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソー
スの構成情報に欠けている符号語リソースの構成情報を用いて、プリアンブルの拡張送信
のための符号語を獲得する、ように特に構成されており、または、
　プロセッサ72は、受信装置73が符号語リソースの構成情報を受信しないときに、非カバ
レッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報を用いて、プリアンブル
の拡張送信のための符号語を獲得する、ように特に構成されている。
【０１８４】
　加えて、本発明の一実施形態はコンピュータ記憶媒体をさらに提供する。本コンピュー
タ記憶媒体はプログラムを記憶することができる。プログラムが実行されるときに、本発
明の実施形態による方法の一部または全部のステップを実行することができる。
【０１８５】
　当業者が、本発明の趣旨および範囲を逸脱することなく本発明に様々な改変および変形
を加えることができることは自明である。本発明は、本発明のこれらの改変および変形が
添付の本発明の特許請求の範囲および特許請求の範囲と均等な技術によって定義される保
護の範囲内に含まれるという条件で、これらの改変および変形を包含すべきものである。
【符号の説明】
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【０１８６】
　31　構成モジュール
　32　送信モジュール
　41　メモリ
　42　プロセッサ
　43　送信装置
　61　受信モジュール
　62　処理モジュール
　71　メモリ
　72　プロセッサ
　73　受信装置

【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月24日(2016.10.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソースを構成するための方法であって
、
　基地局により、サポートされるカバレッジ拡張レベルおよび該カバレッジ拡張レベルに
対応するPRACHリソースを構成するステップと、
　前記基地局により、前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記PRACHリソース
のリソースインデックスおよび／またはリソース構成情報をユーザ機器へ送信するステッ
プと、
　を含む、物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソースを構成するための方法
。
【請求項２】
　サポートされるカバレッジ拡張レベルおよび各カバレッジ拡張レベルに対応するPRACH
リソースを構成するときに、前記基地局は、
　前記基地局によって現在サポートされているカバレッジ拡張レベルおよび該カバレッジ
拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成し、または、
　前記基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベルおよび該カバレッジ
拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成し、前記基地局によって現在サポートされて
いるカバレッジ拡張レベルを指示する、請求項1に記載の物理ランダム・アクセス・チャ
ネル（PRACH）リソースを構成するための方法。
【請求項３】
　前記PRACHリソースは、時間領域リソースを含み、
　前記時間領域リソースのリソース構成情報は、プリアンブル（preamble）フォーマット
、プリアンブルの拡張送信機会の密度、ある密度での拡張送信のためのプリアンブルの送
信機会、またはプリアンブルの拡張送信ごとの反復回数、のうちの少なくとも1つを含み
、
　前記リソースが前記時間領域リソースを含むときに、前記基地局は、1つまたは複数の
カバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのリソースインデックスを前
記ユーザ機器へ送信し、各インデックスは、1つの時間領域リソースのリソース構成情報
に対応する、請求項1または2に記載の物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソ
ースを構成するための方法。
【請求項４】
　前記プリアンブルの前記拡張送信機会の前記密度および前記密度での前記プリアンブル
の前記拡張送信機会を構成するときに、前記基地局は、前記プリアンブルの拡張送信のた
めの無線フレーム周期および各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために
用いられる開始無線フレーム番号リストをさらに構成する、請求項3に記載の物理ランダ
ム・アクセス・チャネル（PRACH）リソースを構成するための方法。
【請求項５】
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記基地局は、各
無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる開始無線フレーム番
号リストをさらに構成し、前記無線フレーム番号リストのうち、無線フレーム番号の最大
値を含む、リスト内の2つの無線フレーム番号ごとの間のフレームの個数は、前記プリア
ンブルを連続して送信するために用いられる無線フレームの個数を指示し、または、
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　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記基地局は、各
無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる開始フレーム番号リ
ストおよび各開始フレーム後に前記プリアンブルを連続して送信するために用いられる無
線フレームの個数をさらに構成する、請求項3または4に記載の物理ランダム・アクセス・
チャネル（PRACH）リソースを構成するための方法。
【請求項６】
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記基地局は、サ
ブフレーム番号の個数またはサブフレーム番号をさらに構成し、前記サブフレーム番号は
、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられ、各無線フレーム
において前記プリアンブルを送信するために用いられる前記サブフレーム番号は、非カバ
レッジ拡張レベルの使用について構成されたリソース構成と同じであるか、または異なる
、請求項5に記載の物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソースを構成するため
の方法。
【請求項７】
　サポートされるカバレッジ拡張レベルおよび各カバレッジ拡張レベルに対応するPRACH
リソースを構成するときに、前記基地局は、
　異なるカバレッジ拡張レベルについて同じプリアンブル（preamble）フォーマットを構
成し、または
　異なるカバレッジ拡張レベルについてそれぞれ異なるプリアンブル（preamble）フォー
マットを構成する、請求項3から6のいずれか一項に記載の物理ランダム・アクセス・チャ
ネル（PRACH）リソースを構成するための方法。
【請求項８】
　前記PRACHリソースは、周波数領域リソースを含み、
　前記周波数領域リソースの構成情報は、周波数オフセット値を含み、
　前記周波数オフセット値は、各カバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のた
めの、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置のオフセットを指示し、または、
前記周波数オフセット値は、前記基地局によってサポートされる異なるカバレッジ拡張レ
ベルでのプリアンブルの拡張送信のための周波数領域周波数分離を指示し、
　前記リソースが前記周波数領域リソースを含むときに、前記基地局は、前記カバレッジ
拡張レベルについて構成された前記周波数オフセット値を前記ユーザ機器へ送信する、請
求項1から7のいずれか一項に記載の物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソー
スを構成するための方法。
【請求項９】
　前記基地局は、前記基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベルでの
プリアンブルの拡張送信のための、前記搬送波周波数帯域の前記開始位置に対する、開始
位置の同じオフセットを指示するために、異なるカバレッジ拡張レベルについて同じ周波
数オフセット値を構成し、または、
　前記基地局は、各カバレッジ拡張レベルと前の隣接するカバレッジ拡張レベルとの間の
同じ周波数分離を指示するために、異なるカバレッジ拡張レベルについて同じ周波数オフ
セット値を構成し、または、
　前記基地局は、複数の異なる周波数オフセット値を構成し、各周波数オフセット値は、
あるカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、前記搬送波周波数帯域
の前記開始位置に対する、開始位置の周波数オフセットを指示するために用いられる、請
求項8に記載の物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソースを構成するための方
法。
【請求項１０】
　前記PRACHリソースは、符号語リソースをさらに含み、
　前記符号語リソースの構成情報は、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアン
ブルの総数、グループAに対応するプリアンブルの個数、またはルート系列のうちの少な
くとも1つを含み、
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　前記リソースが前記符号語リソースを含むときに、前記基地局は、カバレッジ拡張レベ
ルごとに構成された前記符号語リソースの前記構成情報を前記ユーザ機器へ送信する、請
求項3から9のいずれか一項に記載の物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソー
スを構成するための方法。
【請求項１１】
　物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソース構成を取得するための方法であ
って、
　ユーザ機器により、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成されたPRACHリ
ソースのリソースインデックスおよび／またはリソース構成情報を受信するステップと、
　前記ユーザ機器により、受信した前記リソースインデックスおよび／またはリソース構
成情報に従って、対応するPRACHリソースを取得し、取得した前記PRACHリソース上でプリ
アンブル（preamble）を送信するステップと、
　を含む、物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソース構成を取得するための
方法。
【請求項１２】
　前記PRACHリソースは、時間領域リソースを含み、
　前記時間領域リソースのリソース構成情報は、プリアンブル（preamble）フォーマット
、プリアンブルの拡張送信機会の密度、ある密度での拡張送信のためのプリアンブルの送
信機会、またはプリアンブルの拡張送信ごとの反復回数、のうちの少なくとも1つを含み
、
　前記リソースが前記時間領域リソースを含むときに、前記ユーザ機器は、前記基地局に
よって1つまたは複数のカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのリ
ソースインデックスを受信し、各インデックスは、1つの時間領域リソースのリソース構
成情報に対応する、請求項11に記載の物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソ
ース構成を取得するための方法。
【請求項１３】
　前記プリアンブルの前記拡張送信機会の前記密度および前記密度での前記プリアンブル
の前記拡張送信機会を構成するときに、前記基地局は、前記プリアンブルの拡張送信のた
めの無線フレーム周期および各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために
用いられる開始無線フレーム番号リストをさらに構成し、それにより、前記基地局によっ
て前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記時間領域リソースの前記リソースイ
ンデックスを受信した後で、前記ユーザ機器は、前記プリアンブルの前記拡張送信のため
の前記無線フレーム周期および各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するため
に用いられる開始無線フレーム番号を問い合わせて、前記プリアンブルの前記拡張送信の
ための前記無線フレーム周期および前記無線フレーム番号を決定し、前記無線フレーム周
期および前記開始無線フレーム番号は、前記リソースインデックスに対応する、請求項12
に記載の物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソース構成を取得するための方
法。
【請求項１４】
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記基地局は、各
無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる開始無線フレーム番
号リストをさらに構成し、前記無線フレーム番号リストのうち、無線フレーム番号の最大
値を含む、リスト内の2つの無線フレーム番号ごとの間のフレームの個数は、前記プリア
ンブルを連続して送信するために用いられる無線フレームの個数を指示し、それにより、
前記基地局によって前記カバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのす
べてのリソースインデックスを受信した後で、前記ユーザ機器は、前記リソースインデッ
クスに従って、各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる開
始無線フレーム番号の前記最大値を含む前記無線フレーム番号リストを問い合わせて、前
記プリアンブルを連続して送信するために用いられる無線フレームの前記個数を決定し、
または、
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　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記基地局は、各
無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる開始フレーム番号リ
ストおよび各開始フレーム後に前記プリアンブルを連続して送信するために用いられる無
線フレームの個数をさらに構成し、それにより、前記基地局によって前記カバレッジ拡張
レベルについて構成された前記時間領域リソースの前記リソースインデックスを受信した
後で、前記ユーザ機器は、各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用
いられる前記開始フレーム番号リストおよび各開始フレーム後に前記プリアンブルを連続
して送信するために用いられる無線フレームの前記個数を問い合わせ、前記リストおよび
前記個数は、前記リソースインデックスに対応する、請求項12または13に記載の物理ラン
ダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソース構成を取得するための方法。
【請求項１５】
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記基地局は、サ
ブフレーム番号の個数またはサブフレーム番号をさらに構成し、前記サブフレーム番号は
、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられ、各無線フレーム
において前記プリアンブルを送信するために用いられる前記サブフレーム番号は、非カバ
レッジ拡張レベルの使用について構成されたリソース構成と同じであるか、または異なり
、
　それにより、前記基地局によって前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記時
間領域リソースの前記リソースインデックスを受信した後で、前記ユーザ機器は、サブフ
レーム番号の前記個数または前記サブフレーム番号を問い合わせ、前記サブフレーム番号
は、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられ、前記個数また
は前記サブフレーム番号は、前記リソースインデックスに対応し、または、
　それにより、前記基地局によって前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記時
間領域リソースの前記リソースインデックスを受信した後で、前記ユーザ機器は、各無線
フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられるサブフレーム番号のうち
、前記リソースインデックスに対応する前記個数を問い合わせ、前記基地局によって前記
非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構成されたリソースインデックスを受信した
後で、前記ユーザ機器は、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用
いられ、かつ前記非カバレッジ拡張レベルの前記リソースについて構成された前記リソー
スインデックスに対応するサブフレーム番号を問い合わせる、請求項14に記載の物理ラン
ダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソース構成を取得するための方法。
【請求項１６】
　前記PRACHリソースは、周波数領域リソースを含み、
　前記周波数領域リソースは、周波数オフセット値を含み、
　前記周波数オフセット値は、各カバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のた
めの、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置のオフセットを指示し、または、
前記周波数オフセット値は、前記基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張
レベルでのプリアンブルの拡張送信のための周波数領域周波数分離を指示し、
　前記リソースが前記周波数領域リソースを含むときに、前記ユーザ機器は、前記基地局
によって前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記周波数オフセット値を受信す
る、請求項11から15のいずれか一項に記載の物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH
）リソース構成を取得するための方法。
【請求項１７】
　前記ユーザ機器は、前記基地局によって異なるカバレッジ拡張レベルについて構成され
た同じ周波数オフセット値を受信し、前記同じ周波数オフセット値を、前記基地局によっ
てサポートされる前記すべてのカバレッジ拡張レベルでの前記プリアンブルの前記拡張送
信のための、前記搬送波周波数帯域の前記開始位置に対する、開始位置のオフセットとし
て用いて、前記基地局によってサポートされる前記すべてのカバレッジ拡張レベルでの前
記プリアンブルの前記拡張送信のための開始周波数位置を獲得し、または、
　前記ユーザ機器は、前記基地局によって異なるカバレッジ拡張レベルについて構成され
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た同じ周波数オフセット値を受信し、前記同じ周波数オフセット値を、前記基地局によっ
てサポートされる前記すべてのカバレッジ拡張レベルでの前記プリアンブルの前記拡張送
信のための開始位置間の周波数分離として用いて、前記基地局によってサポートされる前
記すべてのカバレッジ拡張レベルでの前記プリアンブルの前記拡張送信のための開始周波
数位置を獲得し、または、
　前記ユーザ機器は、前記基地局によってカバレッジ拡張レベルごとに構成された周波数
オフセット値を受信し、カバレッジ拡張レベルごとの前記周波数オフセット値を、対応す
るカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、前記搬送波周波数帯域の
前記開始位置に対する、開始位置のオフセットとして用いて、前記対応するカバレッジ拡
張レベルでの前記プリアンブルの前記拡張送信のための開始周波数位置を獲得する、請求
項16に記載の物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH）リソース構成を取得するため
の方法。
【請求項１８】
　前記PRACHリソースは、符号語リソースをさらに含み、
　前記符号語リソースの構成情報は、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアン
ブルの総数、グループAに対応するプリアンブルの個数、またはルート系列のうちの少な
くとも1つを含み、
　前記リソースが前記符号語リソースを含むときに、前記ユーザ機器は、前記基地局によ
ってカバレッジ拡張レベルごとに構成された前記符号語リソースの前記構成情報を受信す
る、請求項12から17のいずれか一項に記載の物理ランダム・アクセス・チャネル（PRACH
）リソース構成を取得するための方法。
【請求項１９】
　カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの前記総数、前記グループAに
対応するプリアンブルの前記個数、および前記ルート系列を含む前記符号語リソースの前
記構成情報を受信したときに、前記ユーザ機器は、前記カバレッジ拡張レベルについて構
成された符号語情報を用いて、前記プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得し、ま
たは、
　カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアンブルの前記総数、前記グループAに
対応するプリアンブルの前記個数、または前記ルート系列のうちの一部だけを含む前記符
号語リソースの前記リソース構成情報を受信したときに、前記ユーザ機器は、前記カバレ
ッジ拡張レベルについて構成された前記符号語リソースの前記構成情報、および非カバレ
ッジ拡張レベルの前記リソースについて構成された、前記カバレッジ拡張レベルについて
構成された前記符号語リソースの前記構成情報に欠けている符号語リソースの構成情報を
用いて、前記プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得し、または、
　前記ユーザ機器が前記符号語リソースの前記構成情報を受信しないときに、前記ユーザ
機器は、非カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報を用いて
、前記プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得する、請求項18に記載の物理ランダ
ム・アクセス・チャネル（PRACH）リソース構成を取得するための方法。
【請求項２０】
　基地局であって、
　メモリと、プロセッサと、送信装置とを含み、
　前記プロセッサは、前記メモリに記憶されたプログラムを呼び出して、前記基地局によ
ってサポートされるカバレッジ拡張レベルおよび該カバレッジ拡張レベルに対応するPRAC
Hリソースを構成し、
　前記送信装置は、前記プロセッサによって前記カバレッジ拡張レベルについて構成され
た前記PRACHリソースのリソースインデックスおよび／またはリソース構成情報をユーザ
機器へ送信するように構成されている、基地局。
【請求項２１】
　前記プロセッサは、
　前記基地局によって現在サポートされているカバレッジ拡張レベルおよび該カバレッジ
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拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成し、または、
　前記基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベルおよび該カバレッジ
拡張レベルに対応するPRACHリソースを構成し、前記基地局によって現在サポートされて
いるカバレッジ拡張レベルを指示する
　ようにさらに構成されている、請求項20に記載の基地局。
【請求項２２】
　前記プロセッサによって構成された前記PRACHリソースは、時間領域リソースを含み、
　前記時間領域リソースのリソース構成情報は、プリアンブル（preamble）フォーマット
、プリアンブルの拡張送信機会の密度、ある密度での拡張送信のためのプリアンブルの送
信機会、またはプリアンブルの拡張送信ごとの反復回数、のうちの少なくとも1つを含み
、
　前記リソースが前記時間領域リソースを含むときに、前記送信装置は、1つまたは複数
のカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのリソースインデックスを
前記ユーザ機器へ送信するようにさらに構成されており、各インデックスは、1つの時間
領域リソースのリソース構成情報に対応する、請求項20または21に記載の基地局。
【請求項２３】
　前記プリアンブルの前記拡張送信機会の前記密度および前記密度での前記プリアンブル
の前記拡張送信機会を構成するときに、前記プロセッサは、前記プリアンブルの拡張送信
のための無線フレーム周期および各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するた
めに用いられる開始無線フレーム番号リストをさらに構成する、請求項22に記載の基地局
。
【請求項２４】
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記プロセッサは
、各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる開始無線フレー
ム番号リストをさらに構成し、前記無線フレーム番号リストのうち、無線フレーム番号の
最大値を含む、リスト内の2つの無線フレーム番号ごとの間のフレームの個数は、前記プ
リアンブルを連続して送信するために用いられる無線フレームの個数を指示し、または、
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記プロセッサは
、各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる開始フレーム番
号リストおよび各開始フレーム後に前記プリアンブルを連続して送信するために用いられ
る無線フレームの個数を特に構成する、請求項22または23に記載の基地局。
【請求項２５】
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記プロセッサは
、サブフレーム番号の個数またはサブフレーム番号をさらに構成し、前記サブフレーム番
号は、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられ、各無線フレ
ームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられる前記サブフレーム番号は、非
カバレッジ拡張レベルの使用について構成されたリソース構成と同じであるか、または異
なる、請求項24に記載の基地局。
【請求項２６】
　サポートされるカバレッジ拡張レベルおよび各カバレッジ拡張レベルに対応するPRACH
リソースを構成するときに、前記プロセッサは、
　異なるカバレッジ拡張レベルについて同じプリアンブル（preamble）フォーマットを構
成し、または
　異なるカバレッジ拡張レベルについてそれぞれ異なるプリアンブル（preamble）フォー
マットを構成する、請求項22から25のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項２７】
　前記プロセッサによって構成された前記PRACHリソースは、周波数領域リソースを含み
、
　前記周波数領域リソースの構成情報は、周波数オフセット値を含み、
　前記周波数オフセット値は、各カバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のた
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めの、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置のオフセットを指示し、または、
前記周波数オフセット値は、前記基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張
レベルでのプリアンブルの拡張送信のための周波数領域周波数分離を指示し、
　前記リソースが前記周波数領域リソースを含むときに、前記送信装置は、カバレッジ拡
張レベルごとに構成された周波数オフセット値を前記ユーザ機器へ送信するようにさらに
構成されている、請求項20から26のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項２８】
　前記プロセッサは、前記基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張レベル
でのプリアンブルの拡張送信のための、前記搬送波周波数帯域の前記開始位置に対する、
開始位置の同じオフセットを指示するために、異なるカバレッジ拡張レベルについて同じ
周波数オフセット値を構成し、または、
　前記プロセッサは、各カバレッジ拡張レベルと前の隣接するカバレッジ拡張レベルとの
間の同じ周波数分離を指示するために、異なるカバレッジ拡張レベルについて同じ周波数
オフセット値を構成し、または、
　前記プロセッサは、複数の異なる周波数オフセット値を構成し、各周波数オフセット値
は、あるカバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のための、前記搬送波周波数
帯域の前記開始位置に対する、開始位置の周波数オフセットを指示するために用いられる
、請求項27に記載の基地局。
【請求項２９】
　前記プロセッサによって構成された前記PRACHリソースは、符号語リソースをさらに含
み、
　前記プロセッサによって構成された前記符号語リソースの構成情報は、カバレッジ拡張
レベルごとに構成された、プリアンブルの総数、グループAに対応するプリアンブルの個
数、またはルート系列のうちの少なくとも1つを含み、
　前記リソースが前記符号語リソースを含むときに、前記送信装置は、カバレッジ拡張レ
ベルごとに構成された前記符号語リソースの前記構成情報を前記ユーザ機器へ送信するよ
うにさらに構成されている、請求項22から28のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項３０】
　ユーザ機器であって、
　メモリと、プロセッサと、受信装置とを含み、
　前記受信装置は、基地局によってカバレッジ拡張レベルについて構成されたPRACHリソ
ースのリソースインデックスおよび／またはリソース構成情報を受信するように構成され
ており、
　前記プロセッサは、前記メモリに記憶されたプログラムを実行して、前記受信装置によ
って受信された前記リソースインデックスおよび／またはリソース構成情報に従って、対
応するPRACHリソースを取得し、取得した前記PRACHリソース上でプリアンブル（preamble
）を送信するように構成されている、ユーザ機器。
【請求項３１】
　前記PRACHリソースは、時間領域リソースを含み、
　前記時間領域リソースのリソース構成情報は、プリアンブル（preamble）フォーマット
、プリアンブルの拡張送信機会の密度、ある密度での拡張送信のためのプリアンブルの送
信機会、またはプリアンブルの拡張送信ごとの反復回数、のうちの少なくとも1つを含み
、
　前記リソースが前記時間領域リソースを含むときに、前記受信装置は、前記基地局によ
って1つまたは複数のカバレッジ拡張レベルについて構成された時間領域リソースのリソ
ースインデックスを受信するようにさらに構成されており、各インデックスは、1つの時
間領域リソースのリソース構成情報に対応する、請求項30に記載のユーザ機器。
【請求項３２】
　前記プリアンブルの前記拡張送信機会の前記密度および前記密度での前記プリアンブル
の前記拡張送信機会を構成するときに、前記基地局は、前記プリアンブルの拡張送信のた
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めの無線フレーム周期および各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために
用いられる開始無線フレーム番号リストをさらに構成し、
　前記プロセッサは、前記受信装置が前記基地局によって前記カバレッジ拡張レベルにつ
いて構成された前記時間領域リソースの前記リソースインデックスを受信した後で、前記
プリアンブルの前記拡張送信のための前記無線フレーム周期および各無線フレーム周期内
に前記プリアンブルを送信するために用いられる開始無線フレーム番号を問い合わせて、
前記プリアンブルの前記拡張送信のための前記無線フレーム周期および前記無線フレーム
番号を決定するようにさらに構成されており、前記無線フレーム周期および前記開始無線
フレーム番号は、前記リソースインデックスに対応する、請求項31に記載のユーザ機器。
【請求項３３】
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記基地局は、各
無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる開始無線フレーム番
号リストをさらに構成し、前記無線フレーム番号リストのうち、無線フレーム番号の最大
値を含む、リスト内の2つの無線フレーム番号ごとの間のフレームの個数は、前記プリア
ンブルを連続して送信するために用いられる無線フレームの個数を指示し、前記プロセッ
サは、前記受信装置が前記基地局によって前記カバレッジ拡張レベルについて構成された
時間領域リソースのすべてのリソースインデックスを受信した後で、前記リソースインデ
ックスに従って、各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる
開始無線フレーム番号の最大値を含む無線フレーム番号リストを問い合わせて、前記プリ
アンブルを連続して送信するために用いられる無線フレームの前記個数を決定するように
さらに構成されており、または、
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記基地局は、各
無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために用いられる開始フレーム番号リ
ストおよび各開始フレーム後に前記プリアンブルを連続して送信するために用いられる無
線フレームの個数をさらに構成し、前記プロセッサは、前記受信装置が前記基地局によっ
て前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記時間領域リソースの前記リソースイ
ンデックスを受信した後で、各無線フレーム周期内に前記プリアンブルを送信するために
用いられる前記開始フレーム番号リストおよび各開始フレーム後に前記プリアンブルを連
続して送信するために用いられる無線フレームの前記個数を問い合わせるようにさらに構
成されており、前記リストおよび前記個数は、前記リソースインデックスに対応する、請
求項31または32に記載のユーザ機器。
【請求項３４】
　前記プリアンブルの拡張送信ごとの前記反復回数を構成するときに、前記基地局は、サ
ブフレーム番号の個数またはサブフレーム番号をさらに構成し、前記サブフレーム番号は
、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられ、各無線フレーム
において前記プリアンブルを送信するために用いられる前記サブフレーム番号は、非カバ
レッジ拡張レベルの使用について構成されたリソース構成と同じであるか、または異なり
、
　前記プロセッサは、前記受信装置が前記基地局によって前記カバレッジ拡張レベルにつ
いて構成された前記時間領域リソースの前記リソースインデックスを受信した後で、サブ
フレーム番号の前記個数または前記サブフレーム番号を問い合わせるようにさらに構成さ
れており、前記サブフレーム番号は、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送信す
るために用いられ、前記個数または前記サブフレーム番号は、前記リソースインデックス
に対応し、または、
　前記プロセッサは、前記受信装置が前記基地局によって前記カバレッジ拡張レベルにつ
いて構成された前記時間領域リソースの前記リソースインデックスを受信した後で、各無
線フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用いられるサブフレーム番号のう
ち、前記リソースインデックスに対応する前記個数を問い合わせ、前記受信装置が前記基
地局によって前記非カバレッジ拡張レベルのリソースについて構成されたリソースインデ
ックスを受信した後で、各無線フレームにおいて前記プリアンブルを送信するために用い
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られ、かつ前記非カバレッジ拡張レベルの前記リソースについて構成された前記リソース
インデックスに対応するサブフレーム番号を問い合わせるようにさらに構成されている、
請求項33に記載のユーザ機器。
【請求項３５】
　前記PRACHリソースは、周波数領域リソースを含み、
　前記周波数領域リソースは、周波数オフセット値を含み、
　前記周波数オフセット値は、各カバレッジ拡張レベルでのプリアンブルの拡張送信のた
めの、搬送波周波数帯域の開始位置に対する、開始位置のオフセットを指示し、または、
前記周波数オフセット値は、前記基地局によってサポートされるすべてのカバレッジ拡張
レベルでのプリアンブルの拡張送信のための周波数領域周波数分離を指示し、
　前記リソースが前記周波数領域リソースを含むときに、前記受信装置は、前記基地局に
よって前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記周波数オフセット値を受信する
ようにさらに構成されている、請求項30から34のいずれか一項に記載のユーザ機器。
【請求項３６】
　前記受信装置は、前記基地局によって異なるカバレッジ拡張レベルについて構成された
同じ周波数オフセット値を受信するようにさらに構成されており、前記プロセッサは、前
記同じ周波数オフセット値を、前記基地局によってサポートされる前記すべてのカバレッ
ジ拡張レベルでの前記プリアンブルの前記拡張送信のための、前記搬送波周波数帯域の前
記開始位置に対する、開始位置のオフセットとして用いて、前記基地局によってサポート
される前記すべてのカバレッジ拡張レベルでの前記プリアンブルの前記拡張送信のための
開始周波数位置を獲得するようにさらに構成されており、または、
　前記受信装置は、前記基地局によって異なるカバレッジ拡張レベルについて構成された
同じ周波数オフセット値を受信するようにさらに構成されており、前記プロセッサは、前
記同じ周波数オフセット値を、前記基地局によってサポートされる前記すべてのカバレッ
ジ拡張レベルでの前記プリアンブルの前記拡張送信のための開始位置間の周波数分離とし
て用いて、前記基地局によってサポートされる前記すべてのカバレッジ拡張レベルでの前
記プリアンブルの前記拡張送信のための開始周波数位置を獲得するようにさらに構成され
ており、または、
　前記受信装置は、前記基地局によってカバレッジ拡張レベルごとに構成された周波数オ
フセット値を受信するようにさらに構成されており、前記プロセッサは、カバレッジ拡張
レベルごとの前記周波数オフセット値を、対応するカバレッジ拡張レベルでのプリアンブ
ルの拡張送信のための、前記搬送波周波数帯域の前記開始位置に対する、開始位置のオフ
セットとして用いて、前記対応するカバレッジ拡張レベルでの前記プリアンブルの前記拡
張送信のための開始周波数位置を獲得するようにさらに構成されている、請求項35に記載
のユーザ機器。
【請求項３７】
　前記PRACHリソースは、符号語リソースをさらに含み、
　前記符号語リソースの構成情報は、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリアン
ブルの総数、グループAに対応するプリアンブルの個数、またはルート系列のうちの少な
くとも1つを含み、
　前記リソースが前記符号語リソースを含むときに、前記受信装置は、前記基地局によっ
てカバレッジ拡張レベルごとに構成された前記符号語リソースの前記構成情報を受信する
ようにさらに構成されている、請求項31から36のいずれか一項に記載のユーザ機器。
【請求項３８】
　前記プロセッサは、前記受信装置が、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリア
ンブルの前記総数、前記グループAに対応するプリアンブルの前記個数、および前記ルー
ト系列を含む前記符号語リソースの前記構成情報を受信したときに、前記カバレッジ拡張
レベルについて構成された符号語情報を用いて、前記プリアンブルの拡張送信のための符
号語を獲得するようにさらに構成されており、または、
　前記プロセッサは、前記受信装置が、カバレッジ拡張レベルごとに構成された、プリア



(98) JP 2017-506479 A 2017.3.2

ンブルの前記総数、前記グループAに対応するプリアンブルの前記個数、または前記ルー
ト系列のうちの一部だけを含む前記符号語リソースの前記リソース構成情報を受信したと
きに、前記カバレッジ拡張レベルについて構成された前記符号語リソースの前記構成情報
、および非カバレッジ拡張レベルの前記リソースについて構成された、前記カバレッジ拡
張レベルについて構成された前記符号語リソースの前記構成情報に欠けている符号語リソ
ースの構成情報を用いて、前記プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得するように
さらに構成されており、または、
　前記プロセッサは、前記受信装置が前記符号語リソースの前記構成情報を受信しないと
きに、非カバレッジ拡張レベルについて構成された符号語リソースの構成情報を用いて、
前記プリアンブルの拡張送信のための符号語を獲得するようにさらに構成されている、請
求項37に記載のユーザ機器。
【請求項３９】
　プログラムを記憶することができ、前記プログラムが実行されるときに、請求項1から1
0のいずれか一項に記載の方法の一部または全部のステップを含むことができる、コンピ
ュータ記憶媒体。
【請求項４０】
　プログラムを記憶することができ、前記プログラムが実行されるときに、請求項11から
19のいずれか一項に記載の方法の一部または全部のステップを含むことができる、コンピ
ュータ記憶媒体。
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